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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　その恒こう星せい系には、そのとき、まだ正式な名前がついていなかった。

　発見した探査船の船長である個人名と識別用のコード番号。それだけがこの恒星系の名前だった。

「ＹＵＭＩＫＯ─八六九」

　恒星系一覧に、そう記されただけのその恒星系は二十五年前、この恒星系を訪おとずれた探査船によって発見された。

　探査船は、この恒星系にある七つの惑わく星せいすべてを探査して、第四惑星を人類居住可能と判断し、帝てい国こく移民局に報告した。

　しかし、それからおよそ二十五年の間。この星は、放置されたままだった。

　その理由は、この星系が、あまりに遠えん隔かく地ちに存在したからである。

　人類は、跳ちよう空間ゲートを開発し、星々との物理的距きよ離りを縮めることには成功した。しかし、跳空間ゲートを開き、そしてそれを保守管理運営するさいに発生する莫ばく大だいなコストを縮める方法については、いまだに開発できずにいたのだ。

　この最果ての星に五隻せきの移民船と二隻の貨物船が降り立ったのは一年前のことだった。

　五隻の移民船に乗り込んでいた約十万人の人々は、その日からすべてを自給自足しなければならなかった。

　この星についた人々が最初に行ったことは、番号しかついていないこの星に名前をつけることだった。

　その名前を決めたのは、投票でも、代表者の意思でもなかった。

　それは、十万人の人々すべてが心に決めていた名前だった。

　十万の人々が心に決めていたその名前は

「ネオ・アウトニア」という。
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　第一章　信じる者たち







　その日は、いつもより強い北風が吹ふいていた。

　ニックは、風にあおられて、ふらふらする足元を踏ふみしめながら、やっとのことで小学校から帰ってきた。

　北風にさからって薄うす目めをあけると、ずらりと並んだ災害援えん助じよ用のユニットハウスの中に、白いプランターが並んでいる家が見えた。

　ニックは小さくうなずいた。

　かあさんの家庭菜園プランターはいい目印になる。

　もう間ま違ちがえたりしないけど、やっぱり目印があるっていいな。

　ここに村ができて一年。

　画一的な工業製品のような家々にも、住む人の個性が現れ始めていた。




　ニック・カタークは今年十歳になった。

　今はネオ・ユーマにあるマーチラビット小学校に通っている。

　アウトニアに住んでいたころの仲の良かった友達とは離はなればなれになってしまったが、今の小学校に移ってからできた友達も何人かいて、ニックは学校が好きだった。

　でも……アウトニアは、こんなに寒くないよなあ。

　ニックは、住宅の後ろに設置されているエネルギープラント用の大型太陽電池パネルを見上げた。

　北風が低いうなりをあげてパネルの間を吹き抜ぬけていくのがわかる。

　うわあ、今日も風が強いや。

　ニックはちょっと首をすくめてから自分の家のドアを開けた。

「ただいま！」

　母親が、ダイニングから答えた。

「おかえり、ニック、お客さんが来ているから静かにしてなさい」

「はーい」

　そう答えながらニックは考えた。

　お客さんって……誰だれだろう？

　通学用のリュックを降ろしながら、リビングルームをのぞき込むと、そこには見覚えのない老人が座っていた。

　父親と話をしている声が聞こえる。

　あれ？　父さんは今日は畑に行かなかったのかな？

　ニックは足を止めた。

「慣なれないトラクターを運転して一年が過ぎました。しかし、この星は寒冷で、生産性が低すぎます。国民の中には農作業など一度も経験したことがなかった者も数多く存在します。提てい督とく、これは移民ではありません、棄き民みんです！」

　老人は静かな声で答えた。

「確かに君の言うとおりだ、カターク少しよう佐さ……いや、カターク君。帝てい国こくは、この星を移民星としてではなく流る刑けい星として扱あつかっておる。本当の流刑星と違ちがうのは、出入りする船を撃げき墜ついする監かん視し衛星網もうがないことだけで、あとは何一つ変わらない」

「いいえ、提督。流刑星の方が、まだ、ましですよ、流刑はいつか解けるんです」

　老人が小さくため息をついたそのとき、ニックの後ろで母親の声がした。

「こら！　立ち聞きなんてみっともないことをするんじゃありません！　さっさと部屋に帰って着き替がえてらっしゃい！　お客さんにごあいさつするんですからね！」

　ニックは、ぴょこんと首をすくめると、階段をかけ昇のぼった。

　自室で着替え終わったニックが階段を降りてくると、リビングの前に老人が立っていた。

　老人は、やさしい目でニックを見ると、後ろにいた父親に振ふり返った。

「息子むすこかね？」

「ええ、ニックと言います。さあ、ニック、提督にご挨あい拶さつしなさい」

　父親にうながされて、ニックはあわてて頭を下げた。

「こんにちは！」

「こんにちは、ニック」

　老人は、ニックの目を正面から見つめてきっちりと頭を下げた。

　ニックはびっくりした。

　今までいろいろな大人の人に挨拶したことがあったが、こんな風に一人前に扱ってもらったことは初めてだった。

　驚おどろいているニックに向かって老人は微笑ほほえみかけた。

「私はね、君と同じ年くらいの少年と一いつ緒しよに戦ったことがある。子どもと大人との区別は、年ねん齢れいだけで決まるものではないのだよ」




　老人が帰ったあと、ニックは、母親がいそいそとリビングの壁へき面めん収納ロッカーから外出用の服を取り出しているのに気がついた。

「ねえ、おかあさん、今日はどこかに出かけるの？」

　母親は、気がついたような顔をして振り返った。

「あらいけない、ニックには、お話してなかったわ。あのね、今日はアウトニアの人たちが、みんなネオ・ユーマに集まる日なの、あなたも一緒に行くのよ」

「何かあるの？」

　母親は、笑って答えた。

「王女様が来るのよ」




　ネオ・ユーマの都市構造物は、三つの大きな細長い形のドームからできていた。

　上空からネオ・ユーマを見れば、そのドームが、宇宙船の船体の形をしているということに気がつくだろう。

　そのドームを形作っているのは、地表に降り立った移民船の船体外がい郭かくだった。

　移民船は、大気圏けんに突とつ入にゆうし、地表まで降りることができるように設計されている。

　恒こう星せい間貨物船は、衛星軌き道どう上の中ちゆう継けいステーションに発着し、地表にまで降りることはない。

　普ふ通つうの恒星間貨物船と移民船の構造上の大きな違ちがいは、そこにある。

　恒星間を旅した移民船は目的の星の地表にまで到とう達たつすると、その地で開かい拓たく民の住宅となり、反応エンジンは、住民にエネルギーを与あたえる反応炉ろとして使われるのだ。

　二度と再び宇宙に飛び立つことはない、完全な片道旅行のための船。それが移民船だった。




　ネオ・アウトニアに到とう着ちやくした五隻せきの移民船のうち、三隻は北半球にある大陸に着陸し、残りの二隻は、海を隔へだてた南半球にある大陸に着陸した。

　それは二十五年前、探査船が行った地表探査の結果、地ち殻かくの変動が少なく、反応炉の冷れい却きやく用の水が確保できる場所として選定された場所だった。

　完全自動化された建設機械により、ネオ・ユーマの周辺には、またたく間に道路や住宅が建設されて行った。

　そして一年が過ぎ、人々の多くは、ネオ・ユーマから四方八方に伸のびるいくつもの舗ほ装そう道路の先にある、大規模な農場と開拓村に居住するようになっていた。

　農業により食しよく糧りようの自給を図はかるのが、この種の移民事業における最初の一歩だったからである。

　しかし、ネオ・アウトニアは、アウトニアに比べ寒冷で、土地が瘦やせており、アウトニアから持ち込まれた作物……特にアウトニアの基幹産業であるワイン醸じよう造ぞうのために必要なブドウの苗なえは、ほとんど根づかなかった。




　ニックたちがネオ・ユーマに着いたのは、夕方だった。

　……すごいなあ。

　ニックは、夕暮れの中、無数の窓からの明かりで全体を輝かがやかせているネオ・ユーマのアルファドームを見上げた。

　かつて移民船アルファ・カスタムだったそのドームの最頂部は地表から二百メートルほどのところにあった。

　アウトニアにもビルはあったけど……こんなに大きくなかったような気がする。

「ほら、何をぼーっとしているんだ、置いて行くぞ」

　ニックは父親の声に我に返った。

　ニックは父が好きだった。

　むかし……そう、まだアウトニアに住んでいたころ、軍人である父さんは宇宙船に乗っていて、休きゆう暇かのときだけユーマに帰って来た。

　時々会うときの父さんは、とてもやさしかった。

　今、毎日家にいて、トラクターで畑を耕す父さんは、気むずかしくて、ちょっと怖こわい。

　でも、僕は毎日家にいる父さんのほうが好きだ。

　ニックは、あわてて父のあとを追った。




　アルファドームの中は、何層にも分かれているが、中央には吹ふき抜ぬけがあり、樹木なども植えられていて、ちょっとした人工都市のような雰ふん囲い気きがある。

　その吹き抜けまでやってきたとき、ニックは、自分たち家族が、その奥にあるメインコンベンションホールに向かって歩いてゆく多くの人の中の一組であることに気がついた。

　何十人、何百人という人の列が、みなメインコンベンションホールに向かって歩いていた。

　すごいや……アウトニアを出たときみたいだ。

　ニックはあたりを見回した。しかし、子どものニックには、何人ぐらいの人が集まっているのか見当がつかなかった。




　間接照明に照らされた乳白色の壁かべに囲まれたメインコンベンションホールの控ひかえ室には、耳障りにならない程度の低い音量でＢＧＭが流れていた。

「提てい督とく、人の集まりぐあいはどう？」

　控え室の中に設置されたモニターを眺ながめていた老人に、パイロットスーツを着込んだ赤毛の女性が声をかけた。

「ここも、他の移民先と同じじゃよ」

　提督と呼ばれた老人は、肩かたをすくめてつけ足した。

「マリリン船長、その『提督』というのはやめてくれんか？　わしはもはや軍人でもなんでもない、ただの爺じじいにすぎん」

　マリリンと呼ばれた女性は、にっこり微笑ほほえむと、モニターを指さして言った。

「いーや、ドキア提督、あんたは提督だよ。あそこにいる人たちがアウトニアの国民である限り、あんたも提督でいなくちゃいけない……メイが王女であり続けるようにね」

　ドキア提督は、控え室の奥のソファに座っている一人の少女を見た。

　明るい栗くり色いろのロングヘアーをポニーテイルにまとめ、薄うす水色のワンピースを着た十八歳くらいのその少女は、ドキア提督の視線を受け止めると、軽いそばかすが浮ういた顔で微笑んだ。

　それは、見る者をほっとさせるような笑え顔がおだった。

　ドキア提督は、小さなため息をついた。

「わかったよ、マリリン船長。わしは提督なのだな。アウトニア軍の……」

「そうだよ、提督。私たちにはやるべきことが残ってる。それが終わるまであんたはアウトニアの提督だし、私だってマリリン中ちゆう佐さなんだ」

　マリリンは、そこで言葉を切ると天てん井じようを見上げて続けた。

「帝てい国こくも、そのことはよくわかっているのさ、だからメイには情報局のオートトレーサーが二十四時間ずっとつきまとって離はなれないんだ」

「わしらの船が転移ステーションを出てから、ずっと追つい跡せきしておったあの無人船かね」

「ああ、今は衛星軌き道どう上で地表監かん視しをしている……帝国の情報局もヒマだねえ」

　そのとき、モニターの脇わきに、三十代の男性の姿をしたホログラフが現れた。

『出席率は、ほぼ一○○％です。会場には、ランダムに選出された五百名の代表者の方と、バーチャルシステムによる五千名以上の参加者が来場していらっしゃいます』

　マリリンは、ホログラフの報告を聞いて小さくうなずくと、メイ王女に向き直った。

「メイ、リッキィの言ったことは聞いたね。念のために、もう一度聞いておくよ。あなたがやろうとしていることは、故郷を失ったあのアウトニアの国民たちに、さらなる苦しみを背負わせることになる。それでも、それをやろうと言うんだね」

　メイは、マリリンの目を正面から見つめてうなずいた。

「はい。あのとき、アウトニアの国こく債さいを買っていただいた方は、アウトニアを信じてくださった方々です。それはアウトニアの国民を信じてくれていたことだと思うのです。たとえアウトニアが消えたとしても、アウトニアの国民が消えたわけではないのです。苦しかったときに手を差し伸のべてくれた方を裏切ること……それだけは、どうしてもできません」

「わかったよ……メイ。でもね、経済担当の人間だった私からこれだけは言わせてくれ……」

　マリリンは、そこで言葉を切ると、メイに向かって叫さけんだ。

「まったく……あんたらは、なぜそんなにお人よしなんだ！　国債ってのは国の借金だ！　個人の借金じゃない！　アウトニアが消えたときに、国債に対する償しよう還かん義務も消えたんだ！　あんたらは一銭も払はらう義務はないんだ！　払う義務があるとしたら、アウトニアの国家資産と、アウトニアの基幹産業だったワインをすべて接収した帝国が負うべきなんだ！」

　メイは静かに答えた。

「ええ、わかっています。でも、帝国にその意思がない以上、その支し払はらいは、私たちの義務だと思うのです」

「義務だって？　そんな義務なんか誰だれにもない！　帝国にあれだけのことをされたあんたらに誰がそんな義務を負わせられるというんだ！」

　メイは目をつぶって、そしてゆっくりと言った。

「では……こう、言い換かえましょう。これは私たちの権利なのです、と……」

「権利？」

　絶句したマリリンに向かって、目を開いたメイは微笑んだ。

「ええ、アウトニアの国債を償還することができるのは、帝国ではありません。それはアウトニアの国民だけに許された権利なのです。その権利を奪うばうことは誰にも……そう、アリクレスト新皇こう帝ていにもできないのです」

　マリリンは、しばらく無言でメイの顔を見つめていたが、やがて、小さくうなずいた。

「わかったよ、メイ。私は今初めてわかったような気がする……アウトニアに来て七年。自分じゃ、もうすっかりアウトニアの人間になっていたつもりだったけどね、私は今、やっとアウトニアという国の恐おそろしさがわかったよ」

「……恐ろしさ……ですか？」

　メイは、マリリンを、きょとんとした顔で見返した。

　マリリンは微笑ほほえんだ。

「そうさ、恐ろしさだ。恐ろしいまでのパワー。そしてその力は、今の帝国には絶対に手に入れることのできない力なんだ」

「帝国が……手に入れることのできない……力……」

　いぶかしげな顔で考え込むメイに向かってマリリンは小さく声を上げて笑った。

「ははは、まあそんなに考え込まないでおくれ。さあ、国民会議が始まる時間だよ、みんなが待ってる」

「わかりました」

　そう言って立ち上がったメイの横顔を見てマリリンは思った。

　この子は強くなったな。

　昔のメイは、もっと弱気で、自分には、何もできないと思い込んでいたけど、今は違ちがう。

　アウトニアを再興させることができると、本気で信じている。

　そして、そう考えてから、マリリンは、もう一度思い直した。

　いや。違う。

　この子が信じているのは自分の力なんかじゃない。

　……きっと、あいつなんだ。

　マリリンは微び笑しようを浮うかべたまま、メイのあとを追った。




　ニックは、大ホールの中を見回して、知った顔がないかどうか探していた。

　やっぱり子どもはいないみたいだ。

　ニックの不安そうな顔色を見た母親が話しかけてきた。

「どうするニック？　他のみんなみたいに、キッズルームで待ってる？」

　どうしよう。

　大人しかいないこの場所が自分にとって、とてつもなく居い心地ごこちが悪い場所であることを、ニックはひしひしと感じていた。

　考え込んだニックに向かって父親が静かに言った。

「子どもには面白くないかもしれない。ニック、お前の好きにしていい。でも、お父さんはニックにメイ王女様を見せたい、と思っている。父さんと……父さんの友達が命をかけてでも護まもろうとした人とはどんな人なのか、お前にも見て欲しいと思っているんだ」

　ニックは顔を上げた。

　父親は、やさしく微笑んでいた。

　きっと、父さんは、僕がこのままキッズルームに入っても怒おこらないだろう。

　でも……僕は王女様と会ってみたい。

　メイ王女という女の人が、どんな人なのか僕は知りたいんだ。

　ニックはうなずいた。

「いいよ、父さん、僕はここにいる」

　父親は何も言わなかった。

　ただ、にこっと笑っただけだった。




　今まで静かに流れていたＢＧＭが静かに消えていった。

　ざわついていた人々の話し声が静まったそのとき、壇だん上じようの脇わきに女性のホログラフが立ち上がり一礼した。

　ホログラフは、柔やわらかな女性の声で話しはじめた。

『国民代表の皆みな様さま、こんばんは。わたくしは、ネオ・アウトニア、アルファドーム管理電子人格のハルマと申します。本日は、お忙いそがしい中、アウトニア王国国民会議にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。本日はアウトニア王家、メイ・シザーズ王女のご臨席を賜たまわりまして、アウトニア王国の債さい権けん処理に関する議題について皆様のご意見をうかがいます。皆様は、すでにお配りした汎はん用よう端たん末まつによって、この議題に関するデータの提供を受けることができます。またこの端末は双そう方ほう向こう通信が可能ですので、意思表明をするさいは送信ボタンを押していただければ、座席に着席したまま、ご本人をバーチャルで壇上に投とう影えいすることができます。詳しよう細さいについては各端末のヘルプ機能をご参照ください』

　汎用端末を操作する人々のざわついた雰ふん囲い気きが席に広がった。

　そのざわめきが静まっていくのを確認したあとで、ハルマは舞ぶ台たい右側の袖そでを見て一礼した。

『では、本日の国民会議に先立ちまして、ドキア・カッパー提てい督とくからご挨あい拶さつがございます。提督、よろしくお願いいたします』

　提督は、拍はく手しゆで迎むかえられた。

　舞台の上を見ていたニックはびっくりして、隣となりにいた母親に聞いた。

「あ、あのおじいさん、家に来た人だよね」

　母親はうなずくと、小さな声で答えた。

「そうよ。昔、といっても二年前のことだけどね、お父さんはあのおじいさんと一いつ緒しよに戦ったのよ。さあ、静かにしていなさい、ここに残るって言ったのはあなたでしょ」

　ニックはあわてて前を向いた。

　壇上では、ドキア提督が話し始めた。

『ネオ・アウトニア、アルファベースの諸君。わしはアウトニア軍第二艦かん隊たい司令のドキア・カッパー少将であります。諸君らの中には、今のわしの言葉を聞いて、もはや存在しない艦隊の司令の肩かた書がきや、少将という階級にしがみつく老いぼれが、何を言うのか、とお考えの方もいることだろう。わしはその言葉を否定しない。いや、否定できん。わしは今一切の公職にもついておらんし部下の一人とていないのだから……わし自身そう思ってきた……しかし、今日、ここで諸君らの顔を見たとき、わしは考えを変えた。わしという人間は、あくまでもアウトニア軍第二艦隊司令、提督でなくてはならんのだ。それはなぜかわかるかね？』

　ドキア提督は、そこで言葉を切ってホールにいる人々を見回した。

『わしを解任できる人間がいない以上、わしは死ぬまで、いや、死んでも提督でありつづけるからだ。わかるかね？　わしを、ただの老いぼれにすることができるのは、アウトニア国王とアウトニア王国議会。それだけなのだ。

　諸君！　これからメイ王女の話が始まる。その話の内容は、今、諸君らの手元の端末に送られているはずだ。おそらく諸君らにとって、この話は寝ね耳みみに水の話だと思う。アウトニアの国民としての誇ほこりであるワインの商標をすべて売ばい却きやくし、その金をパロス戦役に使用した国こく債さいの償しよう還かんにあてるという、この話は、諸君らが到とう底てい納なつ得とくできるものではないということを承知の上で、メイ王女はこの話を提案している。その理由を知って欲しい、そして考えて欲しい。この会議は、アウトニアという国がどんな国であったかを語る会議ではない。アウトニアがどんな国でありつづけるのか、それを決定する会議なのだ』

　ドキア提督は一礼して下がった。

　舞台の袖から、メイ王女が演えん壇だんの前にむかって歩き出した。

　ニックは、身を乗り出した。

　……やさしそうなお姉さんだな。

　それがニックの第一印象だった。

　客席のあちらこちらでささやく声が聞こえた。

　メイ王女は、壇上で一礼すると、緊きん張ちようした顔で話し始めた。

『ネオ・アウトニアの皆みなさん、私はアウトニア王室の第三王女メイ・シザーズです。本日、皆さんに集まっていただいた理由は、先ほど皆様のお手元にある汎用端末にお送りしたデータを見ていただければおわかりのことと思います。今年の暮れから、アウトニア王国が発行した国債の短期債の償還が始まるのです。

　国債を買っていただいた方は、アウトニアという国を信じ、アウトニアの危機を救うために、大事なお金を使って国債を購こう入にゆうしていただいた方ばかりです。その方の信用を裏切るわけにいきません。

　ご存ぞん知じのように、アウトニアは帝てい国こくの手により武力併へい合ごうされ行政機構一いつ切さいを失い、国家資産そして民間資産の一切を接収されました。アウトニアの国民である我々には、支し払はらい能力がありません。今、私たちの手の中にあるものは、ワインの商標だけなのです。王星ユーマにあった数百万本のワインは帝国の手によって接収され、今、マルス家出入りの業者の管理下にありますが、これらのワインにはラベルがついていません。ワインを商品として流通させたいこの業者は、私たちにアウトニアワインの商標を売るように持ちかけてきました……』

　メイ王女は、顔を上げた。

『ワインを作る方にとって、そして、アウトニアのワインを愛する皆さんにとって、商標を手放すということが、どんなにつらいことなのか……想像がつきます。でも、今、私たちに残されているものは、それだけなのです！　お願いします！　アウトニアという国のために、ご協力をお願いします！』




　客席が静まり返った。




　その、沈ちん黙もくを破るように、一人の老人の姿が、舞ぶ台たいの上に立ち上がった。

　老人は、少し驚おどろいたようにまわりを見回してつぶやいた。

『ほう……あの端たん末まつで発言を選せん択たくすると、こうなるのか、なかなか面おも白しろいな』

　老人の姿に向かって、メイ王女は微笑ほほえんだ。

『驚かれましたか？　ごめんなさい』

　老人は、微び笑しようを浮うかべて小さく首を振ふった。

『いやいや、長生きするといろいろなことに出会うものじゃな。わしの名前はシャルル、『シャルル・ドリューネ』というワインを作っておる醸じよう造ぞう元の偏へん屈くつな爺じじいじゃ』

　客席がどよめいた。

　シャルル・ドリューネと言えば、帝国でその名を知らぬものはないという、高品質なワインの代名詞だった。

　その老人は、その醸造元の主人だったのだ。

『メイ王女様、ちょっと年寄りの昔話を聞いてくれんかね』

　老人は、小さく咳せき払ばらいをしてから話し始めた。

『百五十年前、ユーマに植えられた五本のブドウの話は聞いたことがあるじゃろう？　小学校の教科書に載のっておるからの……わしの話は、あの話から百年過ぎたころの話じゃよ。ユーマに植えられた五本のブドウは、ユーマの大地に根づき、広いブドウ畑となっていった。そして、このとき、より良いワインを造るために命がけでブドウを育て、摘つみ取り、そして醸造タンクの脇わきに毛布を敷しいて寝ね泊とまりしていた男がおった。わしの父親だ。父は、自分の作り上げたワインを何度も何度も帝国の品評会に出した。自信をもってな……しかし、ただの一度も星をもらったことはなかった。田舎いなかの醸造元の作ったワインなど試飲するのすら馬ば鹿か馬ば鹿かしいと、そのときの鑑かん定てい家が思っていたかどうかは知らん。とにかくただの一度も、名前すら上ることはなかった。ある日、父は、一大決心をした。自分のワインがどんなものか、直じかに帝星まで行って確かめることにしたのだ。ワイン醸造所を抵てい当とうに入れて旅費を工面してな……』

　老人は小さくうなずいた。

『帝星についた父を待っていたのは、大手ワイン会社の誘さそいの手だったそうじゃ。全部買い上げてやるから、うちのワインのラベルを貼はって売れ、などという商売の話ばかりだったそうじゃ。落ち込んだ父は、アウトニアに帰ることにした。そして、下町のレストランで夕食をとりながら、そこのソムリエに、自分が持ってきたワインを渡わたしたそうだ。そして数週間後、アウトニアにもどってきた父のところに、初めて数枚の注文書が届いた。それは、あのレストランのソムリエの出した注文書だったそうじゃ』

　老人は、メイの目を正面から見み据すえた。

『いいかね、メイ王女さま。あんたがわしらに売れと言っているワインの商標とは、そうやって、五十年の歳月をかけて、わしらの父が、母が、こつこつと、本当に一個ずつの注文を積み上げて積み上げて、やっとのことで得ることができたものなのじゃよ……それを売るということが、わしらにとってどういう意味をもつことなのか……あんたは本当にわかっておるのか？』

　老人は手を広げた。

『その、父が、祖父が、母が積み上げてきたもの。そのすべてをわしらは失ったのだぞ！　ワインはどこにある？　それよりも何よりもブドウがどこにあるというのだ！　この瘦やせこけた土地には、ブドウの木すら根づこうとせん。それでもわしは望みを捨てておらんかった。百五十年前、わしらのご先祖様が、ユーマについたときと同じだと思っていたからだ。教えてくれんか？　メイ王女さま。この地で作ったワインにつける名前すら失ったとしたら……わしらは何を誇ほこりに生きていけばいいのかね？』

　老人の言葉が終わるのと同時に客席は静まり返った。

　その言葉を黙だまって聞いていたメイは、顔を上げた。

『私は、ブドウの木を植えたことも世話をしたこともありません。ですから、皆みなさんのご苦労についてわかったような言葉をかけることはできません。でも、わかることがひとつだけあります。それは、この国こく債さいを償しよう還かんすることが、アウトニアの将来につながるということなのです！　アウトニアという国は消えてしまいました。でも、国民が消えたわけではありません！　アウトニアという国が、アウトニアの国民が、信じるに足りる国であることを証明し続けることは、決して間ま違ちがいではないと私は信じます！　この広大な宇宙の中で、自分たちがどんな位置を占しめることができるのか、そしてその位置を占め続けるためにする努力は決して無む駄だではないと信じているからです！』

　そのとき、客席から声が飛んだ。

「何をたわごとを言っているんだ！　もう、アウトニアはなくなっちまったんだぞ！　信用も何もあるものか！」

「そうだ！　なくなった国の借金を、なぜ払はらわなきゃならないんだ！」

「俺たちがどんな生活を送っているのか、あんたは知ってるのかよ！」

　メイは、声の方向に顔を向けると叫さけんだ。

『アウトニアはなくなっていません！　いつか、必ずアウトニアは再興します！　私たちはユーマに帰ることができるのです！』

　再び、客席から声が飛んだ。

「ふざけるな！　アウトニアが再興するなんて保証がどこにあるって言うんだ！」

「そうだ！　ユーマに帰れる日が来るなんて、おためごかしはやめてくれ！」

　ニックは、隣となりに座っていた父親が、野や次じを飛ばした男をにらみつけるのを見た。

　そして、父親が何かを言おうとしたそのとき、メイ王女が叫んだ。

『皆さんが再びユーマの地を踏ふめるときは必ず来ます！　保証は……あります！』

　ホールは静まり返った。

　その静せい寂じやくの中で、メイ王女は、静かにつけ足した。




『あの方が……そう、約束したのです！』




　その言葉が、ホールの隅すみ々ずみまで行き渡ったとき。

　メイ王女の前に立っていた老人の映像が、ゆっくりとメイに頭を下げた。

　そして、頭を上げた老人は、晴れ晴れとした顔で言った。

『そうか……あの方は無事でおるのだな……では、商標の件は王女様にお任せして、わしはこのへんで失礼させてもらおう。温室に帰ってブドウの木の世話をしなくてはならんからな』




　アルファドームを出たとき、ニックは北風が弱まっているのに気がついた。

　満天の星を見上げて、ニックは思った。

　あの、どこかにアウトニアの王星ユーマがあるんだ。

　そして、僕はいつかきっとあそこに帰ることができるんだ。




　開かい拓たく村に向かう地上車の中で、ニックはどうしても聞きたかったことを父親に聞いた。

「ねえ……お父さん」

「なんだい？」

「お父さんは、あの人と一いつ緒しよに戦ったことがあるんでしょ？」

「ああ、あるよ」

「あの人って……どんな人なの？」

　父さんは、しばらく黙っていたが、やがて、ぽつりと一言言った。

「そうだな……信じられる人だよ」




　マガザン帝てい国こくの勢力圏けんの辺境に存在する独立国家群の中にあった小国。

「アウトニア王国」が帝国の武力併へい合ごうを受けて滅めつ亡ぼうして二年が過ぎようとしていた。
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　第二章　追つい跡せきする者たち







　帝国は、敵国と接していない星域にも多くの常じよう駐ちゆう艦かん隊たいを配置していた。

　この種の艦隊の目的は主に治安維い持じであり、敵の正面勢力と当たる可能性が考こう慮りよされていないことから、少数の二線級の旧式艦によって編成されることが多く、帝国の中心部から、少し離はなれたサラトガ星域に配置されていた第七八五常駐艦隊と呼ばれるこの小艦隊もまた、すべて旧式の軽巡じゆん航こう艦と重巡航艦で構成されていた。

　就しゆう役えきして約五十年を経たそれらの老艦の乗組員の多くは予備役一歩手前の老兵と、経験の不足している若年兵たちだった。

　若年兵は、この種の艦隊で一年から二年の実務経験を積んだあとに、一線部隊に配属されることになるのだ。

　帝国軍における装備と人材のプール。それが常駐艦隊のもう一つの役目だった。




　第七八五常駐艦隊の旗艦、重巡航艦「ランデヴー」。

　その艦長室にあるパーソナルモニターに、通信が入電していることを告げるサインが点灯し、信号音が鳴った。

　事務用パーソナルデスクの前に座った白はく髪はつ混じりの老人がコンソールを叩たたいて応答すると、モニターに、この艦の通信オペレーターが映った。

　オペレーターは、小さく一礼すると言った。

「キエノ艦長、帝国通信管理課のワンタ中ちゆう尉いという方から通信が来ております」

　キエノ艦長と呼ばれた老艦長は、ちょっと驚おどろいたように目を見開いて答えた。

「わかった、繫つないでくれ」

「了りよう解かいしました」

　モニターに映ったオペレーターが、一礼して消えたあと、一いつ瞬しゆんモニターが揺ゆらいでから、一人の若い将校の姿に入れ替かわった。

『お久しぶりです、キエノ教官！』

「君も元気そうだな、ワンタ候補生。いや、今は通信職中尉だったな」

『すみません、私も、キエノ少しよう佐さとお呼びすべきでした。少佐昇しよう任にん、そして旗艦艦長にご栄転おめでとうございます』

　キエノ少佐は、肩かたをすくめて笑った。

「万年大たい尉いで終わるかと思ったのだがな。帝国軍もよほど人材に不足しているようじゃな。常駐艦隊の旗艦艦長というのが、いかにも老兵の最後の花道らしくていいだろう」

『いえ、同期の連中とも話をしていましたが、我々は、少佐は、まだまだ現役でがんばれると思っておりましたので、一線部隊に配属されたことを喜んでおります』

「そうか、お世辞半分としてもうれしいものだな……他の連中は元気でやっているかね？」

『ええ、第二十八分隊の連中は元気ですよ。ケルプは故国のサーモニア方面軍で、哨しよう戒かい艇ていの艇長をやっていますし、アレフは、このたび装備課の調達班になりました。ラインアートとハリーとマシューは、現在辺境巡視艦隊の駆く逐ちく艦に乗り込んでおります。他の連中もみんな元気でやっています……』

　ワンタ中尉は視線を落としてつけ足した。

『……たった一人を除いて、ですが』

「彼の消息は、いまだにわからんのだな」

『約二年に及およぶ帝てい国こく軍の捜そう索さく網もうをくぐりぬけることができるわけがない、彼はもう死んだという者もおりますが、あいつが死ぬわけがありませんよ』

　キエノ少佐の顔色が変わった。

「ワンタ中尉、彼のことを、これ以上話すことは無用の嫌けん疑ぎがかかる。やめたほうが良いと思うのだが……」

　ワンタは、あっさりと答えた。

『ああ、安心してください。この通話はエンコードされ、同窓会の打ち合わせの会話として記録されているはずです。絶対に大だい丈じよう夫ぶです。なんせデコードするのは私ですから、秘密は漏もれません』

「そうか、では安心だな」

『はい』

　ワンタは、イタズラ小こ僧ぞうが、新しい落とし穴を掘ほったことを自じ慢まんするような顔でそう答えると、あとを続けた。

『それにしても、まさか、アリクレストがあんなことをするとは思いもよりませんでした。あれほどまでに彼を憎にくんでいたとは……』

　キエノ少佐はゆっくりと首を振ふった。

「いや、あのアウトニア侵しん攻こうは、彼だけを目標にした行こう為いではない。いかにアリクレストが次期皇こう帝ていだったといえども、簡単にできることではない。あれはメッセージなのだよ」

『メッセージ？』

「そう、今、この帝国の実権を握にぎっているのはディア家でもマイア家でもない、マルス家なのだ、ということを帝国の隅すみ々ずみまで知らせるためにな。武力侵攻する相手はどこでも良かったのだ。独立国家群の中には、国民の七割以上を穏おん健けん派のローデス教徒が占しめる国家もあるし、神聖ローデス連合と資本提てい携けいを行っている国家すらある。アウトニアが、ローデス辺境国家とやっていた出来レースなど、それらの国に比べれば可愛かわいいモノだ」

『では、なぜ？』

「すべてはタイミングなのだ。たまたまアウトニアには帝国の正規軍……つまり救きゆう援えん艦かん隊たいだ。これが向かっていた、ということなのだよ」

『マルス家の示じ威い行動……ただ、それだけのためにアウトニアは滅めつ亡ぼうしたというのですか』

「そうだ。帝国という国家は、確かにすべての権限を皇帝陛下一人に集中させている。しかし、その権限を行使するとき、そこに皇帝陛下個人の意志が介かい在ざいできる部分は我々が思っているより、はるかに小さいのだ。アウトニアに対する武力侵攻を決定し、実行させたのはアリクレスト個人ではない……示威行動の目標が、アウトニアだと知ったとき、何と答えたのか、想像はつくがね」

『では、アウトニアの滅亡は、誰だれに責任があったというのですか？』

「それは……もちろん帝国だ」

　一呼吸の沈ちん黙もくののち、ワンタが答えた。

『アリクレスト個人ではないと言うことですか？』

「そうだ、あのような人物が皇帝となる。そのことを許し、成立させてしまう。そして、その皇帝の権益に群がる連中が皇帝の名の下もとに、私利私欲のために軍を動かすことができる。この国家全体のシステムこそが、アウトニアを滅ほろぼしたのだ」

『私利私欲の果てにいる人間が皇帝となり、すべてをなげうってアウトニアを救おうとした彼がテロリストとして追われる……確かにそれは誰が見ても間ま違ちがっています』

「そう、誰が見ても間違っている。しかし彼はマガザン帝国の歴史に残る最悪の犯罪者だ。それは公式に記録され、誰も動かすことができない事実となった」

　ワンタは叫さけんだ。

『それは事実ではありません！』

　キエノ少しよう佐さはうなずいた。

「そのとおり。事実とは、自分が信じることのできるものだ。帝国の公式見解などではない」

　キエノ少佐の目を、ワンタは黙だまって正面から見つめていた。

　やがて、ワンタは視線を外すとつぶやくように言った。

『私たちは何をすればいいのでしょう？』

「何もせんほうがええな」

　ワンタは驚おどろいたような声をあげた。

『何もせんほうがええ……って、どういう意味ですか？』

　スクリーンの中で、困こん惑わくしたように答えたワンタに向かって、キエノ少佐はにやりと笑った。

「あの男が、生きているのかそれとも死んでおるのか……わしにはわからん。しかし、このまま終わるとも思わんよ。彼は、もはや帝国貴族でも帝国軍人でもない。虎とらを繫つなぎ止めていた鎖くさりは解き放たれたのだよ」

　何かに思い当たったように、ワンタはうなずいた。

『彼は持っているものすべてを失った。しかし、それはつまり、彼は今、欲しいものを、何でも手に入れることができるということなのですね』

「そうだよ、そのとおりだ。そして彼が欲しがっているものは、皇帝が欲しがっているものよりはるかにささやかで、美しく、それがゆえに貴重なものだろうな」

　キエノはそこで言葉を切って視線をモニターから外し、艦長室の展望窓の外に広がる星空を見た。

「ワンタ中ちゆう尉い、我々にできることは、こうやって待つことだ」

『はい……』




　ワンタとの通信が切れたモニターを見つめたあとで、キエノ少佐は、にやりと笑って言った。

「そういうことだよ、情報局の諸君。彼の行方ゆくえが知りたいのは我々も同じなのだ。こうやって個人通信をモニターし続ける諸君らも大変だろうが、ご苦労さんと言う気はない。それは諸君らの仕事だ、給料分の仕事をするのは当然のことだからな」

　自分の言葉を聞いた情報局の連中が、あわてふためくさまをキエノは想像した。

　モニターのメインスイッチを切ったあとでも、キエノはしばらくにやにや笑いを崩くずさなかった。




「こちらの通信傍ぼう受じゆデバイスは完かん璧ぺきなはずです！　通信をモニターしていたという形けい跡せきは相手にはまったく判別できないはずです！」

「しかし、現にあのようなメッセージを残したではないか！」

「もう一度秘ひ匿とく係数について計算し直せ！　こっちの手の内が、露ろ見けんしていたのでは今後の情報分ぶん析せきに多大な影えい響きようを及およぼしかねない！」

「わかりました！　すぐに作業にかかります！」

　マガザン帝てい国こくの帝星にある国防総省。

　その巨きよ大だいな建造物の一角を占しめる帝国情報局の中の一室に、あわてふためいた会話が飛び交かっていた。

　ばたばたと走り回る情報局の係員を、部屋の片かた隅すみにいた若い将校が冷静な、そして半分軽けい蔑べつしたような目で眺ながめていた。

　その将校の目に気づいたのだろう、一人のホログラフ投とう影えいされた男が将校に話しかけた。

『チャマー中尉、何か気づいたことでもあるのかね？』

　チャマーと呼ばれた若い将校は小さくうなずいた。

「オリアス課長なら、とっくにお見通しでしょう。あれは、ブラフ、もしくは軽いイタズラのようなものだと思います」

　オリアスと呼ばれた男は肩かたをすくめた。

『確かに電子人格である私には、彼の言葉には根こん拠きよがないことを分析できる、しかしそれはあくまでも通信時の会話分析の結果であって、推論の根拠でしかない』

「それで充じゆう分ぶんではないですか。キエノ少佐の経歴からして、彼を追う我々が、過去において彼と接せつ触しよくがあった人物すべてを常時監かん視し下に置いているという事実を知らないわけがありません。そしてキエノ少佐の性格から、ああいった言葉をモニターに向かって投げかけ、傍受している我々を混乱させて喜ぶ癖くせがある、ということは容易に想像できます」

　オリアスは、ちょっと目を見開いた。

『君は自分の推論に自信があるようだが、その根拠は？』

　チャマーはゆっくりと答えた。

「私は士官学校でキエノ教官に教わったのです。分析対象と接触している時間の長さが、行動推論の正確さに比例することは衆知の事実です」

『そうか、君は……『彼』とも接触していたのだったな』

「はい……おそらく士官学校時代、もっとも彼と会話を交わした人間、それが私です」

　オリアスは、しばらくチャマーを見み据すえていたが、やがてゆっくりと言った。

『君が、情報局長のウィゼルに呼ばれて、何を言われたのか、どんな条件を示されたのか、私は知っている』

　チャマーの目が見開かれた。

『私も彼という人間がどんな人間なのか知っているよ。士官学校のサバイバルシチュエーションテストで彼の分隊にＡＡＡ評価を下したのはこの私なのだからな』

　オリアスはチャマーを見据えたまま続けた。

『君の祖国を滅ほろぼしたのは彼ではない、それは君にもわかっているはずだ。なのに、なぜ特とく捜そう班はんに志願したのか、その理由を聞かせてくれ。それを知らぬ限り、私は君を特捜班に加えるつもりはない』

　チャマーは視線を落とした。

「アウトニアのためです……」

『情報局長の言葉を信じるというわけだな』

「はい、祖国を失った国民に、失われた祖国を取りもどすのは王家の一員であった私の義務だと思うからです。情報局長ウィゼル閣下は私に、彼を逮たい捕ほできれば、その功労としてアウトニア再興を考えても良いと約束してくれました」

　オリアスは皮肉な目つきでチャマーを見た。

『それは、確約でも保証でもない。帝国の、それも情報局長という個人の人間の言葉でしかない』

「確かに課長のおっしゃる通りだと思います。しかし、私にはその言葉以外にすがるものがないということも事実なのです。アウトニアを再興するためならば、私は何でもやるつもりです。たとえこのことで世の人々から何と言われても、私は甘んじてその言葉を受けます」

　チャマーは、オリアスの目を正面から見据えてつけ足した。

「王家は国民のために存在するのです」

　オリアスはしばらく無言だった。

　マガザン帝国情報局の中の、その一室の、その一角だけが、張りつめた静せい寂じやくに包まれていた。

　やがて、オリアスが口を開いた。

『君の妹君は、帝国に対する不ふ穏おん分子として常時監視下に置かれている。君が特捜班に属せば、君はもはや兄として妹君に会うことも、話をすることもままならぬ立場となる。君は妹を敵として動くことができるのかね？』

　チャマーの顔に、一いつ瞬しゆん苦く渋じゆうの色が走った。

「メイは、メイなりにアウトニアのために働いています。帝国の力にすがることなくアウトニアを再興するために……だから……だから私は帝国軍の軍人としてアウトニア再興のために動かざるを得ないのです！　私は、たとえ妹と命をかけた戦いをすることになったとしてもかまわないと決意しています。そう……おそらくメイもまた私と同じだと思うのです」

　そう言って顔をあげたチャマーの目には自分の進むべき道を決めた者だけが見せる光が宿っていた。

　オリアスは小さくうなずいた。

『そうか……わかった。チャマー・シザーズ中ちゆう尉い、君を本日付で特捜班へと転属させる特別命令を発令する』

「ありがとうございます！」

　オリアスは、敬礼をするチャマーに答礼を返した。

『では、庶しよ務む課に行って、各種の手続きを行い、三時間後にここに出頭せよ。以上だ』

「では、失礼します！」

　遠ざかってゆくチャマーの背中を眺ながめながらオリアスは思った。

　おそらく彼は働くだろう。アウトニア再興という餌えさを目の前にぶら下げられて、しかもその餌を与あたえるという確約すらもらえなくても、死にもの狂ぐるいになって帝てい国こくのために。

　そう考えたあとで、オリアスは小さく首を振ふった。

　いや、違ちがうな、それは帝国のためではない。

　それはアウトニアのためだ。

　アウトニアのためならば、血を分けた妹と戦ってもいい。なぜなら、メイ・シザーズとチャマー・シザーズ、どちらが勝ってもどちらが負けても、アウトニアは再興できる……おそらく、彼はそう考えているのだろう。

　オリアスはチャマーの出ていったドアを眺めて考えた。

　王家は国民のために存在する。そのとおりだよ、チャマー。しかし、私は疑問に思うのだ。

　人間は、そこまで冷れい徹てつになりきれるものなのかね？

　その疑問の答えは出なかった。

　オリアスは大きくため息をつくと、事務手続きを行うために人事記録ファイルを開いた。




　周囲十数キロはある、巨きよ大だいな国防総省の建物の中を走るオートウェイと、高速エレベーターを乗り継ついで、チャマーは居住区内にある独身一いつ般ぱん士官待機宿舎へと帰ってきた。

　この国防総省に勤務する帝国軍関係者の居住区は、それ自体人口数万人を数える都市のようなものである。

　肥大化した国防総省の官かん僚りよう組織を知る者からは、国防総省は、本来の任務を果たすためではなく、国防総省という自分自身の組織を維い持じするためにその総力の八割を使用していると揶や揄ゆされていたが、それはある意味真実を突ついていた。

　帝国軍の軍人の中で、この国防総省に勤務できるのは、究極のエリートであると言われていた。

　国防総省には、軍人ではない一般事務職員も数多く働いていたが、正規の軍人として教育を受けた制服組の方が、出世のスピードは、はるかに速かった。

　たとえ軍人であっても、国防総省勤務になれば、まず一線部隊に出ることはない。

　中には派は閥ばつ争いやら左さ遷せん人事で一線部隊に転属させられる者もいたが、そういった者のやったこと……波風が立つようなこと……をしなければ。

　つまり。

『目立たず、上司の補ほ佐さに徹てつし、根回しを怠おこたらず、常に前例を踏とう襲しゆうし、前例がないことについては先送りし、決して自分で責任をとることをしない』ままでいれば、自分の地位は安あん泰たいだった。

『制服組』とは、軍人の総そう称しようであったが、その言葉には『制服を着ることはあっても、戦せん闘とう服や作業服を一度も着たことがない連中』というニュアンスも含ふくまれていた。

　国防総省の中でそれなりの地位を得た者は、その地位にあるうちに、その影えい響きよう力を行使して、自分の子どもを国防総省勤務にしようと努力し、えてしてその努力は成功した。

　かくして、国防総省内部の主要ポストは、ほとんど世せ襲しゆう制と呼んでもおかしくない状じよう況きようとなった。

　世襲制には、数多いメリットとデメリットがあった。

　主なメリットは、業務が継けい続ぞくして行われていくために、交代するときにロスが少なく、効率的であること。

　そして、デメリットは、そのポストに就つくさい、その者の能力が、まったく反映されないということである。

　もっとも、このデメリットは、親からポストを譲ゆずってもらった人間にしてみれば、メリット以外の何ものでもない。

　いかに無能であっても立身出世し、いかに怠たい惰だであっても父と同じ地位にまで昇のぼることができるのだから、文句を言うわけがなかった。

　そして、この体制に疑問を持つ者はいても、この体制を変革しようとする人間はいなかった。

　それは、身分制によって成立している『帝国』の国家体制そのものだったからである。




　自室の前の通路に立ったとき、チャマーは、自室の前に、軍服姿の人間が三人ほど立っていることに気がついた。

　それは、自分の士官学校時代の同期生で、ことあるごとに、自分がマルス家の血筋であることを自じ慢まんしていた門閥貴族のリンツ・ミュールスと、そのとりまき連中だった。

　チャマーが近づくと、リンツたちも、チャマーに気がついたようだった。

　リンツは、揉もみ手が似合うような態度でチャマーに呼びかけた。

「やあ！　チャマー王子、久しぶりだね」

　チャマーは、内心の怒いかりが表情に出ないように苦労した。

　士官学校時代。リンツはチャマーのことを、二言目には『田舎いなか者もの』『田舎王家の王子』と馬ば鹿かにしていた。

　成績でも、人望でも、とうていチャマーに及およぶことができなかったリンツにとって、チャマーを攻こう撃げきできるのは、唯ゆい一いつそのことだけだった。

　士官学校の同期生は、リンツがチャマーを田舎者呼ばわりするたびに、蔑さげすみの目でリンツを見ていたのだが、リンツはそのことにすら気がつかない程度の男だった。

「何のご用ですか？」

　リンツは、実に下げ卑びた、にやにや笑いを浮うかべて言った。

「いやあ、チャマーが、今度、特とく捜そう班はんに転属になるって聞いたから……」

「ええ。今日付で辞令が出るそうです。あと二時間以内に情報局に出頭しなくちゃいけないんです」

　リンツと、そのとりまき連中は目を丸くした。

「今日？　二時間以内に？」

　チャマーはうなずいた。

「ええ、特捜班に転属ですから、個人用の荷物も全部まとめて、送らなきゃいけないんです、あと二時間しかないので、お話があれば手短にお願いできますか？」

　リンツは、ちょっと左右を見回してから、小声で言った。

「誰だれに、いくらぐらい贈おくったのか、教えてくれないか？」

　チャマーは最初、リンツが何のことを言っているのか理解できなかった。

「何のことですか？」

　リンツは、チャマーに向かって、自分の仲間に話しかける口調で言った。

「とぼけなくてもいいんだぜ、チャマー、今回の転属は、裏から手を回したんだろう？　かの特捜班は、使える予算といい、与あたえられた権限といい、今の帝てい国こく軍の中じゃあ、花形じゃないか。そんな部署にお前みたいな滅めつ亡ぼうした王家の王子が配属になるなんて、普ふ通つうじゃ考えられないだろ」

　リンツは自慢げな表情を浮かべると続けた。

「そこで俺は考えたんだ。こりゃあ、間ま違ちがいなく金だってな。アウトニア王家には、接収した帝国から巨きよ額がくの金が出たってウワサだったから、その金を使ったのに違いないってな。なあチャマーよ、俺ももっと花形の部署に転属したいんだ。だから、どこの誰にどれくらい贈ったのか教えて欲しいんだ」

　一いつ瞬しゆん。

　チャマーを、目の前が暗くなるほどの怒りが襲おそった。

　こいつは……アウトニア滅亡を、自分の出世のために利用したと思っているんだ！

　アウトニアを武力併へい合ごうした帝国から支し払はらわれた金は、すべて、国民の移民船と、移民先の建設資材の購こう入にゆうに使われていることすら知らない。

　チャマーは、目の前にある下卑たにやにや笑いを浮かべるリンツの顔を思い切り殴なぐりつけようと思った。

　そのとき、チャマーの脳のう裏りに、士官学校時代の『彼』の顔が浮かんだ。




　士官学校時代に、チャマーと『彼』は、同じ戦略シミュレーション研究会に属していた。

　士官学校のみならず、広く一いつ般ぱんからの参加者を得て行われていたその戦略シミュレーションで、『彼』が勝ち続けていた、ある日。

　参加者の一人が公開質問の場で、運営の仕方に不正があると言い出した。

　つまり「一人の参加者だけが勝ち続けるのはおかしい」ということなのだ。

　他の参加者にとってみれば、それは実力の差であり、チェスや将しよう棋ぎのように、たとえば有段者とシロウトが戦えば、その結果が一方的になることは当然のことで、疑問を持つことの方がおかしいのだが、その参加者は納なつ得とくしなかった。

　ことあるごとに、研究会を攻撃し始めたのだ。

　そしてある日。

『彼』は、この研究会の掲けい示じ板ばんに、

『この研究会は、帝国士官学校の中にあるメインコンピューターの一部を使用していること』

『自分は士官学校生であり、過去の様々な戦訓を調査し照会できる立場にあること』

『従って自分は他の参加者より有利であること』

　という内容のメッセージを書き込んだ。

　なぜ、そんなことをしたのか、と問いつめたチャマーのメールに、『彼』は、こう返答した。

『自尊心はコンプレックスと裏表だよ。彼はこれで自尊心を満足させる。研究会を円満に運営するためには、僕の自尊心など小さなものさ。それに、このことで、人間としての自尊心を本当に失ったのは、僕ではないからね。人間は自分の価値観で他人を見る、そういった人間にいくら「それは違ちがう」と言っても納得しない。人間は常に自分が満足する答えを欲しがり、そしてそれが与えられるまで満足しないからね』




　目の前にあるリンツの顔を見てチャマーは思った。

　こいつも同じなんだ。

　いくら「それは違う」と言ったって、絶対に信じないだろう。

　でも、こいつの価値観から見れば、それが当然なんだ。

　だとしたら……。

　チャマーは小さくうなずいた。

　そうだね。先せん輩ぱい。それが一番だ。

　チャマーは、目の前にいるリンツに向かって、自じ慢まんげに言った。

「それを教えてもいいけど、君には無理だろうし、君に教えるつもりはないな」

「なんだって？」

　むっとしたような顔をしたリンツに向かってチャマーはたたみかけた。

「君は、自分がこの国防総省勤務になるために、誰にいくら贈ったか、他人に教えるかい？」

　一瞬。リンツの目が見開かれた。

　そして、リンツは大声をあげた。

「そんなことはないぞ！　俺は実力と才能でこの国防総省勤務に選ばれたんだ！　変な言いがかりをつけないでくれ！」

　チャマーはにっこりと笑った。

　いや、笑ってやった。

　そして言った。

「そうだろう？　では、僕も実力で選ばれたんだよ、きっと。さあ部屋に入って荷物をまとめなくちゃいけないんだ。そこをどいてください」

　リンツの顔が歪ゆがんだ。

「悪かった！　本当はお前の言うとおりなんだ。親父おやじが軍務局の人事課長につけ届けを贈おくって、それで俺はここに配属してもらえた！　本当は、マルス家の血筋と言ったって、遠とお縁えんの俺には口くち利ききを頼たのむことすらできなかった。唯ゆい一いつの頼みは、つけ届けを贈ることだけなんだ！」

　その歪んだリンツの顔を見たとき、チャマーの心の中にあった激しい怒いかりは消えていた。

　かわりに哀あわれみが湧わいてきた。

　こいつには、実績や実力で評価され、人の上に立つ人間がいるということが、想像できないに違いない。

　組織の中で昇しよう任にんするには、金とコネしかないと、本気で思っているんだ。

　きっと、こいつの父親も一族も、みんなそうやって昇任していったんだろう。

　チャマーは、リンツに向かってゆっくりと首を振ふって見せた。

「悪いけど、教えることはできないな。それはアウトニア王家の秘密なんだ」

　リンツはチャマーの手を取った。

「じ……じゃあ……俺がお前に贈る。俺がお前に何か贈るよ、だからお前からその人に頼んでくれよ！」

　チャマーはその手を振りほどいて、ため息をついた。

「わかった。でも、僕にはそんな力はないから、君から贈り物をもらうわけにはいかない。君の熱意だけは伝えておくよ」

「た……頼む！　今までさんざんお前のことを馬ば鹿かにしてきて悪かった！　俺はお前がそんな上層部と繫つながりがあるなんて知らなかったんだ！　許してくれ」

「ああ、じゃあこれで失礼するよ」

　チャマーは、廊ろう下かにいるリンツ達に、そう言い残して自室に入った。

　ドアを閉め、オートロックをかけて、そのままリビングに入ったチャマーは、そこにあったクッションを思い切り蹴け飛とばした。

「大馬鹿野や郎ろうどもめ！」

　心の底から腹が立っていた。

　それが、リンツに対する怒りではなく、帝てい国こく軍全体……いや、帝国そのものに対する怒りであることに、チャマーはまだ気がついていなかった。




　一時間後。

　情報局に出頭したチャマーは、情報局の、最も奥にある、殺風景な小部屋に通されて、そこで待つように言われた。

　何の装そう飾しよくもないその部屋の中央にはイスが一つ。

　そしてそのイスに相対するように三つのイスが置かれていた。

　チャマーは、そのイスを見比べて思った。

　……面接だな。

　こっちの一つしかないイスに比べて、あっちの三つあるイスの方が幾いく分ぶん上等なところを見ると、面接官は三人というところかな。

　しばらくして、部屋の奥にあるドアが開き、二人の高官らしい軍人が部屋に入って来た。

　そのうちの一人は、若い女性だった。

　年ねん齢れいは二十から二十二歳くらいだろうか？

　肩かたの下まである金きん髪ぱつのストレートな髪かみを、簡単に後ろでまとめているが、その素そっ気けなさが、利発そうな目と相まって実に切れ者に見える。

　二人は、直立不動の姿勢を取っているチャマーの前に立った。

　中年の男性の士官が、持っていた書類フォルダを開いて言った。

「チャマー・シザーズ二十歳、階級は中ちゆう尉い。これに間ま違ちがいはないね」

「ありません」

　チャマーの答えを聞いた男性士官が、女性士官に小さくうなずいた。

「では。始めましょう」

　そう言ってイスに座った女性士官は、チャマーに向かって目の前にあるイスを指さした。

「中尉。座って気を楽にして。別に君を取って食おうというわけじゃないわ」

「失礼します」

　一礼してイスに座ったチャマーを興味深そうに眺ながめながら、その女性士官は言った。

「あらかじめ言っておくけど、この面接はあくまでも形式的なものよ。あなたの配属についてはすでにオリアスが決定しているの。それをひっくり返す気はないし、ひっくり返せるようなものでもないわ。この面接はね、私が君について知りたいことがあったから、特別に組んでもらったの」

　そこまで言ってから、女性士官は、何かに気がついたような顔をした。

「いけない！　私は自分のことを何も説明していなかったわね」

　女性士官は、ちょっと背筋を正した。

「私は帝国軍情報局、特とく捜そう班はん総責任者、エリス・トゥナイツ大たい佐さです」

　チャマーは驚おどろいた。

　特捜班の責任者が女性であることよりも、目の前にいる女性の身分の高さにである。

　トゥナイツ家は、ディア家の傍ぼう系けいであり、過去に皇こう帝ていを輩はい出しゆつしたことこそなかったが、血筋から言えば、マルス家よりもはるかに皇帝に近い位置にあった。

　帝国貴族の名門中の名門。それがトゥナイツ家だった。

　チャマーの驚きを見て、エリスと名乗った女性士官は、少し肩をすくめて、そして静かに言った。

「そう、私はトゥナイツ家の令れい嬢じようで……帝国軍の大佐で……ついでに言えば、爆ばく死しした皇太子の妃きさき候補の一人だった女よ」

「タツヨミ殿でん下かの妃候補……」

「そう、私は彼と兄妹のように育ったわ。彼を愛していたかどうか、それはわからないし、結けつ婚こんなんてことも考えたことはなかったわ。父や母はどう思っていたか知らないけどね。ただ、私にとって彼が、かけがえのない存在だったことは確かね」

　エリスと名乗った女性士官は、チャマーの顔を見て、小さく微笑ほほえんだ。

「知ってる？　彼はね、本当は絵え描かきか、マンガ家になりたかったのよ」

「絵描き……ですか？」

「そう、私が言うのもなんだけど、彼の描く絵って、結構いい線いってたのよ、皇太子じゃなかったら、そのへんの出版社に持ち込みして、プロデビューできたかもしれないわね。彼が望んでいたものは、帝国皇帝の椅い子すでも皇帝の錫しやく杖じようでもなかった。小さな雑誌に自分の絵が掲けい載さいされて、人々の目に触ふれること……彼が本当に望んでいたものはそれだったのかもしれないわ」

　エリスはそこで言葉を切ると、チャマーを見み据すえた。

「私は理由が知りたかった。なぜ、彼が殺されなくてはならなかったのか、その理由よ。あなたはどう思っているの」

　チャマーは、一いつ瞬しゆん考えて、そしてゆっくりと答えた。

「皇太子爆ばく殺さつ事件についての帝国軍の公式見解は、あの男の単独犯行。理由はアウトニア危機における帝国軍の対応に対する私し怨えん、となっています」

　エリスは小さく鼻で笑った。

「なるほど……優等生ね、あなた」

　その言葉に軽い侮ぶ蔑べつを感じたチャマーは、耳の先が熱くなるのを感じながら。思わず言い訳めいた言葉を口にした。

「ここは情報局内ですので」

　エリスは眉まゆを上げてチャマーを正面から見た。

「そうよ……ここは特別室。情報局の一番奥にあって、セキュリティレベルがＡＡクラス以上のものでなくては入れない部屋よ。すべての盗とう聴ちようデバイスから、もっとも遠くに作られた特別の部屋……不思議な話よね、情報局の中に、わざわざこんな部屋を作らなきゃならないなんて、情報局って面おも白しろいところよね」

　今までずっと黙だまっていた中年の高級士官が口を開いた。

「エリス様のおっしゃるとおりだ、この部屋の中で交かわされた会話など一いつ切さいの出来事の秘密は保たれる」

　高級士官は、にやりと笑って続けた。

「トゥナイツ家のウワサは知っているだろう？『技のトゥナイツ』というやつだ」

　帝国の門もん閥ばつ貴族のたとえ話はチャマーもよく聞いていた。

『力のマルス、頭のディア、計算マイアで技のトゥナイツ』

　このたとえ話は、それぞれに各貴族の性格を言い表していた。

　マルス家は、武力と権力に固こ執しゆうし、ディア家は学者肌はだ、マイア家は実務家、そして、決して表に出ないが、実利を得る裏うら技わざを得意とするトゥナイツ家……というわけである。

　チャマーはうなずいた。

「わかりました……私の思うところを述べさせていただきます」

　エリスは、いたずらっぽい目でチャマーを見た。

「トゥナイツ家の名前を、ずいぶん簡単に信じちゃうのね」

　チャマーは、エリスに向かって微笑んだ。

「この部屋に通されたということは、そういうことだと思います。信じようと信じまいと、もはや私に選せん択たく権はありません」

　エリスは、目を見開いたあとで、小さな声で笑った。

「そうよね、あなたの言うとおりだわ。あなたみたいな人、好きよ、ひねくれてて」

　チャマーは黙って一礼すると、おもむろに話し始めた。

「今回のこの事件は謎なぞが多すぎます。どう考えてもあの男には、皇太子を爆殺する理由がありません」

「アウトニア事変時に、増ぞう援えん要よう請せいを握にぎりつぶしたアリクレストに対する意い趣しゆ返がえしという説はどうなの？」

「皇太子を亡き者にすれば、それだけマルス家が皇帝の座に近づくことになります。それは、どう考えてもアリクレストに対する意趣返しではありません」

　エリスは、人差し指で膝ひざの上の書類フォルダを叩たたきながら答えた。

「そうね……今回の事件で一番得をしたのはマルス家ね。だとしたら、この事件を仕組んだのはマルス家だと考えるのが順当ね。軍事法ほう廷ていで開かれる予定だった裁判記録を見ても、とうてい彼を有罪にできるだけの材料は揃そろっていないわ……でも、どうしてもわからないことがあるの」

「なぜ……軍事裁判所に護送される途と中ちゆうで逃にげたのか……ですね」

　エリスはうなずいた。

「そうよ。あの男は、あのまま護送車に乗っていれば良かったのよ。軍事法廷で無罪を勝ち取ることが誰だれの目にも明らかだったのに……その事実をもって、あの男が真犯人であると信ずる者は多いわ」

「しかし……あの男の逃とう走そうについて、マイア家が手引きをしたというウワサがあります。事実、マイア家並みの組織が背後になければ、あれほど見事に逃げおおせることができたとは思えません」

　肩かたをすくめてエリスは答えた。

「マイア家のウワサは、私も知っているわ。でもねマイア家には、タダで情報をよこすような人間はいないのよ。何か見返りがなければ絶対にアクションをおこさないの。計算のマイアと呼ばれるのは伊達だてじゃないのよ」

　チャマーは、ゆっくりと言った。

「マルス家の書いた筋書きに、マイア家が横よこ槍やりを入れたのではないでしょうか？」

「どういうこと？」

「あの男の逃走は、マルス家の書いた筋書きだったというわけです。逃走した犯罪者にしてしまえば、射殺しても文句は出ません。逃走行こう為いそれ自体が自分の有罪を認めることになるからです」

「マルス家はあの男を逃走犯罪人として亡き者にするつもりだった。しかし、そこにマイア家がつけ込んで、本当に逃走させてしまった……というわけか」

　エリスは、小さくうなずいたあとで、チャマーを正面から見み据すえた。

「あなたの推論は、確かに辻つじ褄つまが合ってるわね……でも、それは全部状じよう況きよう証しよう拠こでしかないわ。今までのことはすべて裏返しにも考えられるわね」

「裏返しと言いますと？」

「そう私たちが考えるということを見み越こして、すべての黒幕が、マルス家とアリクレストであると思わせるためにあの男が仕組んだということよ」

　チャマーは思わず声をあげた。

「そんなことはありえません！　絶対に違ちがいます！」

　エリスは、口元に薄うす笑わらいを浮うかべると、チャマーに言った。

「証拠は？　あの男の性格と、機転の利きかせ方から見て、あの男にはそれだけのことを計画し、やってのけるだけの能力があるわ」

　チャマーは、両手を握り締しめて下を向いた。

「証拠は。直接の証拠は何一つありません……でも、状況証拠ならあります。確実なものが……」

「それは何？」

　チャマーは顔を上げて、エリスの目を正面から見つめて言った。

「あの男は幼いころ、両親を爆ばく弾だんテロでなくしています。そんな境きよう遇ぐうの人間が、他人を爆弾で殺すとお考えですか？」

　一いつ瞬しゆん。エリスの目に動どう揺ようが走ったのを、チャマーは見み逃のがさなかった。

「そうです……あの男もまた、かけがえのない人を爆弾テロで失ったのです……」

　エリスはしばらく無言だった。

　やがて、大きなため息をつくと、微び笑しようを浮かべて言った。

「わかったわ。あなたの言うことを信じてあげる。今のところはね。でも……本当のことは誰にもわからない。だから私はあの男を追っているの。あの男の口から真実を聞くためにね」

　そして、口元に微笑を浮かべたまま、もう一度チャマーを見据えた。

「あなたの望みが、アウトニアの再興だということは知っているわ。あの男を逮たい捕ほできれば、あなたの功績は帝てい国こくと新皇帝に認められ、アウトニアは再興し、国民は祖国に帰ることができるかもしれない。でも、それはあの男を処しよ刑けい台に送ることと同義ではないの？

　新皇帝をはじめとするマルス家の一派は、間ま違ちがいなくあの男の死を願っているわ。必死にあの男を探しているのは、決して正式な裁判を受けさせるためではないはずよ。あなたはさっき、あの男は無実だと言ったのではなくて？」

　小さくうなずいて、チャマーはもう一度エリスの目を見た。

「ええ、だからこそ私は、この特とく捜そう班はんに志願したのです。この特捜班は、あの男を追っている帝国軍の組織の中で、マルス家の息がかかっていない唯ゆい一いつの組織ですから」

　エリスはちょっと肩をすくめると、自じ嘲ちようするような口調で答えた。

「本当はね、この特捜班も、マルス家の連中が指揮を執とるはずだったの。でもね、私が帝国の首脳会議で『ぜひ亡なきタツヨミ殿でん下かの仇かたきを討うたせてほしい！』と、涙なみだながらに訴うつたえて、無理やりこのポストに就ついたのよ。

『殺された許婚いいなずけの仇を討つために、名門貴族の令れい嬢じようが、先頭に立って悲ひ壮そうな決意で稀き代たいの犯罪者を追う……』このシチュエーションは、熱血直情体育会系思考のマルス家の面々には実に効果的だったみたいね。

　私は皇帝と帝国首脳から、ほとんどオールマイティと呼んでもおかしくないぐらいの権限と予算を与あたえられたわ。実戦配置されていない帝国軍の戦力なら自由に動かせるし、すべての統治領もフリーパスで行き来できるのよ」

　チャマーはうなずいた。

「そうです。辺境の王族。それも滅めつ亡ぼうした王家の一員でしかない私にとって、その権限は魅み力りよくでした。そして、何よりも魅力的だったのは、あなたが一番最初にあの男の身み柄がらを確保できれば、あの男をトゥナイツ家の保護下に置くことができるということでした。マルス家に手を出させることなく安全に帝星まで連れて来ることができるのはあなただけなのです」

　エリスは、満面に笑えみを浮かべた。

「さすがね、ほんと、オリアスの言う通りだわ。士官学校第三六六期の首席卒業だけのことはあるわね、あなたがいれば百人力。馬ば鹿かなマルス家の番犬連中を出し抜ぬいてやれそうだわ」

「番犬連中とは？」

「親衛隊のジンモ・スタルヒン少将を筆頭とするマルス家の忠実なドーベルマンどもよ。知ってる？　ジンモは、ザイオン記念プラチナ貨を親衛隊本部のロビーの柱にはめ込んで、部下たちに向かって『誰だれでも良い、あの男の首を持ってきた者に、この金を与える！』と訓示したそうよ。きっと、彼の言うところの『首』とは比ひ喩ゆではないわ……ほんと、世も末ね」

　目の前に、さも嫌いやなものが浮いているような仕草で、顔の前で手を振ふってから、エリスは続けた。

「あの男をとっ捕つかまえて、連れて帰ったからといって、アウトニアを再興できるとは限らないわよ、情報局長のウィゼルもまたマルス家の忠実な番犬の一人だわ」

　チャマーはにやりと笑って答えた。

「ウィゼル局長は、私に『あの男を逮捕すれば、アウトニアの再興を考えても良い』と言っただけです。身柄をマルス家に引き渡わたせとも何とも、言ってはおりませんでした」

　エリスもまた、負けじとばかりに、にやりと笑った。

「ウィゼルの言葉を信じる人間が、この世にいるとは思わなかったわね。『そんな約束は知らん』と言われたらどうするつもりなの？」

　澄すまし顔でチャマーは答えた。

「そのときは、帝国の名門トゥナイツ家の令嬢、エリス・トゥナイツ嬢が力になってくれるのではないかと思いますが……」

　顔の前で両手を合わせたエリスは、声をあげて笑った。

　そして、笑いが収まると、しみじみとチャマーの顔を見て言った。

「君は、本当にイイ性格をしてるわね。ほんっと、好きよそういう性格」

　頭を搔かきながら、チャマーは答えた。

「私などあの先せん輩ぱいに比べれば子どものようなものです」

　エリスは真しん剣けんな目でうなずいた。

「そうね、一年と十ヶ月にわたってこれだけの捜そう索さく網もうを逃にげおおせてる人間なのよね、あの男は。でも、私たちは一ひと筋すじ縄なわでいかない相手だということは充じゆう分ぶん承知の上で、あの男を追わなくてはならない……誰よりも早くあの男を捕まえなくちゃならないんだわ」

　エリスは、イスから立ち上がった。

　横で興味深そうに、二人のやりとりを聞いていた中年の士官があわてて立ち上がったのをちらりと見て、エリスはチャマーに近づいた。

　立ち上がったチャマーに向かって右手を差し出したエリスは、いたずらっぽい目で言った。

「君のイイ性格と私のイイ性格を足しても、あの男にはかなわないかもしれないけど……がんばろうね」

　チャマーはエリスの手を握にぎって答えた。

「はい！　がんばります！」

「いい返事ね、男の子は元気が一番よ。君を心から歓かん迎げいするわ」

　握あく手しゆした右手を離はなしたエリスは、微笑ほほえんだ。

「じゃあ、またあとで。私はこれで失礼するわ。詳くわしいことはヤンギー少しよう佐さに聞いてね」

「はい！」

　敬礼したチャマーに軽く答礼を返して、エリスは部屋を出て行った。

　その、後ろ姿を見送ったヤンギーは、部屋のドアが閉まるのを見てから小声で、つぶやいた。

「エリスお嬢様が声をあげて笑うのを久々に聞いたような気がするな……」
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　第三章　愚おろかなる者たち







　帝星ブックスを遠くから見ると、周回軌き道どう上にリングのような銀色の帯が見える。

　近づくと、その帯が、銀色の点が集まってできたものだと気がつくだろう。

　そして、さらに近づけば、その銀色の点の一つ一つが流線形をした魚のように見えるに違ちがいない。

　海を回遊する魚の群を思わせる、その銀色の点は、すべて帝国軍が誇ほこる最さい新しん鋭えい戦せん艦かんだった。

　帝星の周回軌道に入ることが許されている帝国親衛隊近この衛え師し団だんの主力艦隊と、その補給連れん絡らくを行う特務艦の群の総数は軽く一万隻せきを超こえていた。

　その、近衛師団艦隊の旗艦「マグダラン」のブリッジで、一人の男が吠ほえていた。

「いったい何をやっているんだウィゼル！　あんたは、それでも帝国情報局の局長なのか？　一年以上の時間をかけて、いまだにあの小こ僧ぞうッ子の居場所どころか生死もつきとめられんとは！」

　メインスクリーンに映る情報局長のウィゼルに向かって、遠えん慮りよ会え釈しやくのない言葉を投げつけているのは、三十代後半の、がっちりとした見るからに軍人といった体格の男だった。

　彼の名はジンモ・スタルヒン。階級は少将である。

　メインスクリーンの中では、ウィゼルが顔をしかめていた。

「情報局はな、お前が手に入れた近衛師団のように、まわりを全部一族で固めたような組織じゃないんだ！　そんなに簡単に物事は運ばんのだよ」

　ジンモは、鼻で笑った。

「ふん！　事務方のマイア家やらディア家に何ができる！　実戦部隊を掌しよう握あくしているのは我々だ！　やつらの言うことなど聞くこたあないじゃないか！」

　ウィゼルは肩かたをすくめた。

「お前さんの艦隊に送られる補給、つまり推すい進しん剤ざいや弾だん薬やくだけじゃない、食い物も水も空気でさえ、すべての物を管理しているのは、そのお前さんが言うところの事務方の連中だってことを忘れるな！　お前は今まで前線で実戦部隊しか指揮して来なかったからわからんだろうが、万単位の艦隊を指揮運用するってことは、そんなに簡単なことじゃないんだぞ」

　不満げな顔をしてジンモは答えた。

「わかってるよウィゼルの兄貴。俺のような人間が、少将になって、それも近衛師団長になれるなんてのは夢のような話だってことはな……でも、その夢をかなえてくれたのは、アリクレストだ！　だからこそ俺はアリクレストに恩を返したいんだ！」

　情報局のコンソールデスクにあるモニターに映るジンモの顔を見ながら、ウィゼルは思った。

　アリクレストと、その親父おやじ連中が、実戦部隊の、それも突とつ撃げき機動歩兵の中隊長でしかなかったこいつを、いきなり少将にして、それも親衛隊の近衛師団長にしたとき、無茶をするものだと思ったが……なるほど、近衛師団長に必要なのは才覚ではなく忠誠心だけ、ということか。

　ウィゼルは、なだめるような口調で言った。

「とにかく、新皇こう帝ていのもと、各部隊を運用する首脳陣じんをすべてマルス家の息がかかった者に入れ替かえるだけで一年以上かかってるんだ。そうせかすな」

「それはわかる。俺の近衛師団も、まともに運用できるようになったのはこの三ヶ月くらいだからな……。

　でもよ、近衛師団は皇帝の護衛が任務で、帝国領の外には出られない。もうじきオーガスタの伯お父じ貴きが始める神聖ローデスとの正面決戦には参加できても直接戦闘はできないんだ。だとしたら俺が名を売るには、何が何でもあいつをとっ捕つかまえるしかないんだ！　頼たのむよ、あいつがどこにいるのか、一刻も早く見つけてくれ」

「ああ、なんとしてでも見つけてみせるさ。あの男を放置すれば将来必ず帝国の根幹をゆるがすことになるだろう」

　ジンモはウィゼルの言葉を鼻で笑った。

「あんな小僧に何ができる、身分も低いし金もない、ましてや門もん閥ばつ貴族の誰だれともつながりがないただの貧びん乏ぼう貴族だぞ」

「その、何の力もない貧乏貴族の小僧がやってのけたことを見るがいい。あいつは配置された辺境で、王家の王女の家庭教師に納まり、王女をたらしこみ、国軍の指揮権を手に入れおった……おそらく都会に憧あこがれる田舎いなか娘むすめの想おもいを利用したのだろう。帝星ではゴミのような身分でも田舎者にとってみればれっきとした貴族様だからな」

　ウィゼルは、そこで言葉を切ると、ジンモを見み据すえた。

「あげくのはてにあの男は、ローデス辺境軍を撃げき退たいし、最新鋭のミリオン傭よう兵へい隊をも撃げき破はしおった。私有企き業ぎようである傭兵隊の弱点を突ついてな。あれだけのことをやってのけた人間を、身分だとかつながりだとかで判断することは愚おろかだぞ、ジンモ」

　視線を落としたジンモは、いい訳じみた答えを返した。

「あ、いや、あの男を軽んじているわけではない。しかし、いくら優ゆう秀しゆうだとしても、たった一人の男をそんなに警けい戒かいすることもないと思うのだよ。あいつは今、一人だ。軍隊を率いているわけじゃない」

　ウィゼルはうなずいた。

「そこなのだ、あの男の恐おそろしさは」

「恐ろしさ？」

「ああ、そうだ。得体が知れない恐ろしさだ。なぜ、アウトニアの軍人たちは、金も身分もないただの貧乏貴族の言うことを信じて動いたのか。それがどうしてもわからん。おそらくあの男には天才的な詐さ欺ぎ師しの素質があるのだろう。王女をたらしこみ、王家を乗っ取り、議会と軍人たちを丸め込み、自分の名を挙げるために戦争に駆かり立てる。おのれの野望をかなえるためには、すべてを犠ぎ牲せいにしても良いと考える冷れい酷こくさを、相手に感じさせない素質がな……」

「野望の邪じや魔まになるものはたとえ皇太子でも殺す……そんな男を野放しにできない、というわけだな」

　右側の眉まゆだけを上げてウィゼルが聞いた。

「ジンモ、お前はあの舞ぶ踏とう会爆ばく破は事件のことについて何か聞いているのか？」

「いや、特に何も。世間のウワサじゃあ、あの男は真犯人ではないという話も聞くが、自分が無罪だというなら裁判の前に逃にげるわけがない。あいつ自身が自分を真犯人と認めているようなものだ。そうだろう？」

「そうか……そうだな。お前の言うとおりだ」

　気を取り直したようにウィゼルは言った。

「先日、国費を投じて情報局に、帝てい国こくのすべての通つう信しん網もうを傍ぼう受じゆするシステムが作られた。これが稼か動どうすれば、あの男がどこに隠かくれていても確実にあぶりだすことができる。情報が入り次し第だいお前に伝えよう」

「ああ、速度で近衛師団の戦せん艦かんに勝てるヤツはいない！　真っ先に飛んでいってあの男の首を取ってきてやる！」

　凶きよう悪あくな顔つきで笑うジンモの顔がモニターから消えるのと同時に、ウィゼルはため息をついた。

　アリクレストが皇帝の座についたとたん、おこぼれにあずかろうと、マルス家の眷けん属ぞくが山ほど押し寄せてきて、昇しよう任にんと栄達を要求したせいで、帝国軍の組織はガタガタになってしまった……こんな状じよう況きようでローデスと正面決戦などできるのだろうか？

　ウィゼルは、昇任を依い頼らいするために『贈おくり物』をたずさえて自宅を訪れて来た連中の顔を思い出して肩かたをすくめた。

　あいつらに比べれば、あのジンモですらまともに見えるとはな……。

　コンソールのモニターには、朝のニュースが流れていた。

　画面が帝国の今年度予算に切り替わった。

　予算全体に占しめる軍事費の割合だけが群を抜ぬいて伸のびていた。

　サブウインドウには、財務省の大臣が『財源は周辺国家との貿易に関する関税率を上げることで対応する』と記者会見で発表する光景が映っていた。

　画面に映るニュースの内容が変わった。

　そこには大きな文字が躍おどっていた。

『帝国軍二次徴ちよう兵へい開始！』

　金の次は人か。アリクレストと、オーガスタは、何が何でもローデスとの正面決戦をやりたいらしいな……。

「まあ、今の帝国の戦力なら負けはせんだろうがな……」

　ウィゼルはそうつぶやくと、コンソールの画面を情報局のローカルネットに接続しなおした。

　いつものワークオフィス画面が立ち上がる。

　メールボックスには数十通のメールが来ており、そのすべてに添てん付ぷした案件に決裁を求める印が点てん滅めつしていた。

　一覧を見て、案件の内容がすべて実に些さ細さいな事こと柄がらばかりであることを知ったウィゼルは、顔をしかめると小さく罵ば声せいを吐はいた。

「馬ば鹿かどもが。責任逃のがれに何から何まで上職の決裁を求めてきおって……そのうち昼飯に何を食べるのかまでわしが決めねばならんようになるぞ……」




　ウィゼルが、情報局の局長席で憂ゆう鬱うつな顔をしてモニターを眺ながめていたころ。

　同じ国防総省の建物の中にある作戦指導本部では、メインモニターを見て一人の男が吠ほえていた。

「なんだ！　このシミュレートの結果は！　なぜこれほど損害が大きいのだ！」

　それは、帝国軍の頂点に立つ男、オーガスタ・マルス大将だった。

　作戦指導本部の中央会議室には、新皇帝アリクレスト以下、帝国軍のすべての方面軍の将軍たちをはじめとする最高幹部の面々がずらりと並んでいた。

　この会議は、近い将来に予定されている神聖ローデス連合との正面決戦について総合的にシミュレートする会議だった。

　作戦指導参さん謀ぼう本部の参謀たちは、帝国とローデスのデータ。確かく認にんされている事実の数値と、未確認の事実に対しては推論による自由度を持たせた数値を入力し、桃もも星ぼし空域で、帝国とローデスが正面から決戦を行った場合の損害をシミュレートして、将軍たちの前に示した。

　その結果は、双そう方ほうの損害率が六○％プラスマイナス一五％という数値だった。

　総戦力の六○％を失うということは、正面戦力の壊かい滅めつを意味していた。

　そして、この損害によってこうむった帝国の人的、物的被ひ害がいが回復するには、三十年を要する、とされていたのだ。

　モニターの前に立つ実戦シミュレーション担当のサイトウ中ちゆう佐さは手に持った汎はん用よう端たん末まつを操作しながら答えた。

「お言葉ですが……オーガスタ閣下。現在、我が帝国軍と神聖ローデス軍との正面戦力の差は、ほとんどありません。正面決戦を行えば損害は避さけられません」

「だから、戦艦を新造し、予備役を召しよう集しゆうし、徴ちよう兵へい制により兵士を増強したのだ！　その戦力があれば、我々はローデスよりも優位に立つはずではないのか？」

「召集した予備役と徴兵した新兵を、就しゆう役えきしたばかりの新造艦に乗せても、それはとうてい戦力とは呼べません。習熟を終えるのに早くて半年はかかります」

　オーガスタ大将は、サイトウ中佐をにらみつけた。

「では、半年後のシミュレート結果を出したまえ」

「かしこまりました」

　サイトウ中佐が汎用端末を操作すると、再びメインスクリーンに数字が並んだ。

　メインスクリーンの数字は変わらなかった。いや、かえって損害が増えていた。

「なんだこれは！　先ほどの数字より悪いではないか！　半年後なら戦力は充じゆう実じつしているはずではないか！　なぜこうなるのだ！」

　サイトウ中佐は小さく頭を下げて言った。

「この半年間で戦力を充実させるのは、我々だけではありません。神聖ローデスもまた、この半年で兵力の増強を図はかっているからです。我が帝てい国こくと神聖ローデスの生産性は、ほぼ同等なのです」

「計算違ちがいということはないのだろうな」

　居並ぶ将軍たちの間から声が飛んだ。

「帝国情報局情報処理課長の電子人格オリアスによって、千五百回の演算を行いました。現時点での情報確度は九○％以上です」

　サイトウ中佐の答えを聞いたオーガスタ大将は、不ふ機き嫌げんそうな唸うなり声をあげて黙だまり込んだ。

　その顔色をうかがった一人の将軍が発言を求めて手を挙げた。

「第三軍司令官のテンタクル中将だが、一つ聞きたいことがある」

「はい、どのようなことでしょうか？」

　テンタクル中将は自分の手元にある汎用端末を指差して言った。

「オリアスを疑うわけではないが、電子人格には人間の心の機き微びなどわからぬだろう。人は数字ではないのだ。もう一度最初から確認させてもらいたい」

「どうぞ、時間経過にともなう全体の陣じん形けいが、それぞれの位置で判明するようになっております。時間経過については時間圧縮を可変してご覧ください」

　サイトウ中佐は手元の汎用端末を操作しながら、作戦行動の開始から再現をはじめた。

　シミュレートされた正面決戦の詳しよう細さいな内容が明らかになってゆく。

　画面は細かく変わった。

　帝国とローデス双方は、中心に戦列艦かんを配置し、その周囲を重巡じゆん航こう艦と軽巡航艦で固め、さらにその外側に哨しよう戒かい艇ていなどの小艦艇を配置する球形陣をとっていた。

　射しや程てい距きよ離りに入ったのと同時に、両方の球形陣の中央から戦列艦同士の遠距離ビームの砲ほう撃げき戦が展開される中を、球形陣の外周部に位置する小艦艇同士の小こ競ぜり合いが始まる。

　やがて双方が接近し、陣形が乱れるのと同時に、重巡航艦の掩えん護ご砲ほう火かの下を光子魚ぎよ雷らいを抱かかえた軽巡航艦隊が肉にく薄はく雷らい撃げきをしかけると、陣形はさらに乱れてゆく。帝国側も、ローデス側も戦線を立て直そうとするのだが、双方の戦力が拮きつ抗こうしているため、なかなかそのきっかけがつかめないのだ。やがて、戦列艦の前面に展開していたＤ級戦艦の損そん耗もう率が上がってゆく。

　そのとき、神聖ローデス側に大きな動きがあった。

　球形陣の中央から、白色の艦で編成された艦隊と黒色の艦で編成された艦隊が突とつ出しゆつしてきたのだ。

　サイトウ中佐が、シミュレート画面に解説を加えた。

「神聖ローデス神衛軍の精せい鋭えい部隊、白色枢すう機き卿艦隊と黒色僧そう騎き兵へい艦隊です。このタイミングで二つの艦隊を投入してくるのは、今までのパターンどおりです。神聖ローデスにおける戦争とは、一種の宗教儀ぎ式しきにあたりますので。基本行動は一種の様式になっており、大きな変へん更こうはないものと判断いたしました」

　そのとき、テンタクル中将は、ひとつの項こう目もくに目をとめた。

　それは、神聖ローデス側の攻こう撃げきの命中率の高さだった。

「おい、この数字はおかしいのではないか？　なぜ、この神聖ローデスの光子ミサイルの命中率が五○％以上もあるのだ」

　サイトウ中佐は小さく一礼すると、手元の汎用端末を操作した。

　メインスクリーンに画質の悪い映像が映し出された。

　それは細いナイフのようなシルエットを持つミサイルの映像だった。

「これは、先の第八次桃もも星ぼし戦せん役えきで、神聖ローデスが使用した亜あ光速ミサイルです。このミサイルは防ぼう御ぎよのために球形陣の周辺部に配置されているピケット艦の防ぼう御ぎよ網もうをかいくぐって球形陣の中心めがけて飛んできました。分ぶん析せきの結果、どうやらこのミサイルには自殺攻撃を行う電子人格が搭とう載さいされているようなのです」

　将軍たちがざわついた。

「電子人格を？　信じられん。電子人格には自殺という概がい念ねんは持てないはずだ」

「間ま違ちがいではないのか？」

「神聖ローデスの実権を握にぎっているのは、電子人格であることをお忘れですか？　神聖ローデスは、宗教上の教義だけを教え込んで純じゆん粋すい培ばい養ようした電子人格をこのミサイルに搭載しているものと思われます。このミサイルには一いつ切さいのジャミングが通用しないと思われます。従って命中率を五○％以上と設定しました」

　そしてサイトウ中佐は静かにつけ足した。

「我々はこのミサイルを殉じゆん教きようミサイルと名づけました。おそらく神聖ローデスは次の戦いにこのミサイルを大量に投入するものと思われます」

　その言葉を聞いたテンタクル中将は、いきなりサイトウ中佐に食いついた。

「おい、君は今なんと言ったのかね？」

　サイトウ中佐は、ちょっと驚おどろいたような顔をして、自分の言葉を反はん芻すうした。

　……別に問題となるような発言はないはずだが……。

　テンタクル中将は、わが意を得たり、という笑えみを浮うかべると言った。

「わからんのかね、君は今『おそらく』と言ったのだよ。『おそらく神聖ローデスはこのミサイルを大量に投入すると思われる』と……」

「ええ……これはシミュレーションです、過去の事実の検証ではありません、未定の事実を仮定的に論じているわけですから……」

「そうだ、このシミュレーションによって導かれた結論は、あくまでも仮定であり、参さん謀ぼう諸君の空想に過ぎないということだ、違うかな」

　サイトウ中佐は、一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　それを今、ここで言ってどうなるというのだ。

　絶句したサイトウ中佐を見て、テンタクル中将はオーガスタ大将に向かっておもねるような口調で言った。

「オーガスタ大将閣下！　この世に、みずからの軍が敗北する姿を見たい将兵など存在しません！　すべての将兵が望む姿は、みずからが勝利する姿であります！　オーガスタ大将閣下ならば、このような敗北主義に染まった参謀たちの机上の空論に惑まどわされることなく正しい結論をお導きくださるものと思いますがいかがでしょうか？」

　オーガスタ大将は、少し驚いたような顔をしたが、やがて、テンタクル中将の言葉の意味を感じ取ったようだった。

「うむ、テンタクルの言うとおりだな。我々は敗北を選せん択たくするためにここに並んでいるわけではない。目の前に示された事実を直視し、それから導かれる正しい結論に達しなくてはならんのだ」

　サイトウ中佐の後ろに控ひかえていた実戦シミュレーション担当の参謀たちは顔を見合わせて胸をなでおろした。

　オーガスタ大将は、このシミュレーションの意味をわかっているに違いない……。

　しかし、その期待は、つぎのオーガスタ大将の言葉で吹ふき飛んだ。

「おい、サイトウ中佐！　その殉教ミサイルとやらの命中率を二○％に落として計算しろ、五○％というのはあまりにも高すぎる」

　サイトウ中佐はデータを示して反論しようとした。

　しかし、そのときサイトウ中佐の後ろにいた、見るからに小こ賢ざかしげな顔つきをした一人の参謀が進み出た。

「誠に申し訳ありません。私は参謀本部のマキシム少しよう佐さと申します。直ちにその数値で計算しなおします」

　その参謀は、さらに居並ぶ将軍たちに向かってもみ手をしながら言った。

「他に、この計算はおかしい、という指し摘てき事じ項こうがあればお伺うかがいいたします」

　テンタクル中将が手を挙げた。

「この新設艦かん隊たいの戦せん闘とう力の概がい算さんだが、いくら新兵と予備役の混合部隊とはいえ、低すぎるのではないか？　救国の意思に燃える帝てい国こく臣民の熱い決心をもってすれば、練度の低さや、装備の古さなどいくらでもカバーできるはずだ」

　マキシム少佐は、頭を下げた。

「確かにこの計算は装備のみをもって論じております。そこにいる将兵の士気の高さを計算しておりませんでした、実にうかつでした。やはり作戦本部しか知らない我々と一線部隊を指揮していらっしゃる将軍方とは着眼点が違いますな」

　将軍たちから次々に声が飛んだ。

「第十四艦隊は、わしの指揮下にある艦隊で、わしの甥おいが司令をしておるが、戦闘力が七十七というのはおかしい。確かに火力から計算すればそのとおりだが、我が艦隊の面々は皆みなひとかどの根性の持ち主で砲ほうの命中率も高い。敢かん闘とう精神のぶんを加算して九十としてもらいたいものだ」

「神聖ローデスの軽巡じゆん航こう艦の移動力が六となっているが、これは五でいいのではないか？　実際にはそれくらいのものだ」

　マキシム少佐は、将軍たちの希望を一通り聞いた後で、将軍たちに告げた。

「では、修正値を入力して再度シミュレーションを組み立てますので、しばらくお時間をいただきたいと思いますが……」

　正面スクリーンの脇わきで、参謀たちと将軍たちとの今までのやりとりを聞いていた白はく髪はつ混じりの五十代の高級将校が、オーガスタ大将の方をむいてゆっくりと口を開いた。

「オーガスタ大将閣下。参謀室長権限で、三十分の休きゆう憩けいといたしたいと思いますがいかがでしょうか？」

　オーガスタ大将は、玉座に座るアリクレストを見た。

　アリクレストは他人がやっているゲームの画面を見ていた子どものような、やる気なさそうな表情でうなずいた。

「よろしい、三十分の休憩とする」

　オーガスタ大将の声を聞いた会議室に、ほっとした空気が流れた。

　参謀室長は、後ろに控えていた参謀たちをにらみつけて言った。

「作戦参謀は、直ちに立案室に集合せよ」




　立案室に集まった参さん謀ぼうたちに向かって、参謀室長が怒ど鳴なった。

「サイトウ中ちゆう佐さ、どうして打ち合わせと異なる結果を表示したのかね！　あれではオーガスタ大将以下将軍たちの不興を買うばかりではないか！」

「作戦は、興不興を考えて立てるものではありません！　あのままでは……」

　参謀室長は大声を張り上げた。

「帝国は負ける、と言いたいのか！　この帝国が負けると！」

　サイトウ中佐は、負けずに怒鳴り返した。

「不敗の軍は戦わぬ軍のみ！　戦いには必ず結果が伴ともないます！　損害という名前の結果です！　その損害を少しでも少なくすることを勝利と呼ぶのなら、このままでは絶対に帝国は勝利しません！」

「言い切りおったな……後こう悔かいするなよ」

「武人として、おのれの本分を果たしただけです、後悔などいたしません！」

　参謀室長は、一いつ瞬しゆん絶句したあとでにやりと笑った。

「わかった、お前らを解任する！　後任はマキシム少佐を昇しよう任にんさせ、筆頭作戦参謀に任命することとする」

　マキシム少佐の小賢しげな顔が歓かん喜きの色に輝かがやいた。

「本当ですか！　ホーカム参謀室長殿どの！」

　ホーカム参謀室長はうなずいた。

「ああ、君には本日付で昇任配置の辞令を出す。オーガスタ大将の遠とお縁えんである君にとっては、異例の出世というわけでもないだろう。すぐに計算室に入って将軍たちの意向を汲くんだシミュレーションを作ってくれないか」

「了りよう解かいいたしました！」

　マキシム少しよう佐さは、参謀室長に敬礼すると、勝ち誇ほこったような顔をして居並ぶ参謀たちを見回し、部屋を出て行った。

　その後ろ姿を見送ったホーカム室長は、マキシム少佐がドアを閉めたことを確かく認にんすると、小さくつぶやいた。

「さて、マルス家の使い走りはいなくなったな」

　サイトウ中佐は、そのつぶやきの意味を考えようともせずに、ホーカム室長に詰つめ寄った。

「ホーカム室長！　正気ですか！　あのままのデータでマキシムのような男にシミュレーションを再構築させればどうなると思います？　あいつはこのシミュレーションを自分の出世の道具としてしか見ていない！　あいつの作ったシミュレーションの上では確かに帝国は大勝利するでしょう。しかし、それは事実とはかけ離はなれた虚きよ像ぞうです！」

　室長はゆっくりと言った。

「わしは正気だよ。サイトウ中佐。世の中には真実を受け入れたがらない人間がたくさんいる。そして、そういった人間にいくら『それは違ちがう』と言っても絶対に納なつ得とくしない。そういった人間は常に自分が満足する答えだけを欲しがり、それが与あたえられるまで満足しない。そして、そういった人間が上役なら、その言葉に従うふりをするのも処世術のひとつなのだ。それくらいは覚えておいた方が良いぞ」

　サイトウ中佐は、一瞬気を飲まれたような顔をした。

「何を狐きつねにつままれたような顔をしとる。よいか、貴様らは、わしにとって最低最悪の部下たちだ！　お前らは、今回のこの作戦会議でオーガスタ大将以下のマルス家の面々の不興を買ったため、一線の実戦部隊に配属になる。間違いない、もう辞令も作ってある。貴様らはそこで実際に敵と戦う艦かん隊たいを指揮運用することになるのだ。

　いいか、よく聞け！　作戦司令部がどんな命令を出そうとも、動くのは一線の部隊なのだ。お前らは作戦参謀だ、実戦部隊を指揮することになったとしても作戦参謀だ、それを忘れるな。各自今回のシミュレート結果を持ち帰って研究しろ！」

　顔を見合わせた参謀たちの一人がおずおずと言った。

「この作戦会議のシミュレート結果は、最高機密のはずです。個人での持ち出しは厳禁されておりますが……」

　参謀室長は再びニヤリと笑った。

「今、ここにあるシミュレートデータは『間違ったデータ』である。間違ったデータは破は棄きされる。廃はい棄きファイルは機密ではない」

　その言葉を聞いたサイトウ中佐は、そのときすべてを理解した。

　サイトウ中佐は参謀室長の顔を見てニヤリと笑い返した。

「わかりました。それでは、我々は、この間違ったデータと荷物をまとめ、とっとと出てゆくことにします」

　参謀室長は、参謀たちを見回して、ゆっくりと言った。

「その間違ったデータをよく研究しろ。そして、いきあたりばったりに思いついた行動を取るのではなく、敵の出方に応じてどんな対処もできるように、ありとあらゆる方法を考えて手を尽つくせ。諸君らは明日から手足として動け。……全体を見み渡わたす目を持った手足となって、無駄な死人を出さぬように動くのだ」

　その言葉を聞いた参謀たちは、驚おどろくのと同時に理解した。

　参謀室長が、なぜ自分たちを解任したのか。その本当の理由を。




　アリクレスト皇こう帝てい陛下の臨席の下に行われた最高作戦会議の結果、帝国軍は四ヶ月後に桃もも星ぼし空域から神聖ローデス領内に大だい攻こう勢せいを行うことを決定した。

　この攻勢には『神聖ローデスのシンボルである太陽と星を、闇やみ雲くものごとき数の戦艦で包み込み、これを撃げき滅めつする』という意味を持つ「闇雲百万作戦」という作戦名がつけられた。

　マガザン帝国作戦指導本部は、帝国の持てる限りの戦力すべてを投入するという作戦方針の下、この攻勢に各星系内に配置していた治安維い持じ用の二線級の艦隊を投入することを決定した。

　老兵と、若年兵だけで構成されているこの種の艦隊が、正面作戦に投入されることは長い帝国の戦いの歴史において初めてのことであり、この知らせが伝わったとき、帝国の国民は、新皇帝が一年前の戴たい冠かん式しきのときに述べた「神聖ローデスを屈くつ服ぷくさせる」という言葉が、今までの歴代の皇帝陛下の言葉のような慣用句でも建前でもなかったことを知った。

　歴代の帝国皇帝ができなかったことが、果たしてあの若い皇帝にできるのだろうか？

　その疑問は、一いち抹まつの不安と共に国民の間に広がっていった。

『この戦いは国民を守るための戦いではない。帝国は十分に豊かである、兵士の血をもってこれ以上何を豊かにしようと言うのか』

『神聖ローデスの侵しん攻こうを防ぎ、撃げき退たいし、帝国臣民の生命と財産を守るために軍は存在する。帝国の版はん図とを広げ、領土拡張のために軍を動かすのは亡国の一歩である』

　最初、帝国のマスコミは、この攻勢の持つさまざまな問題点を指し摘てきする識者の論評を送り出していたが、やがて軍情報局の介かい入にゆうが始まった。それらの情報はすべてカットされ、マスコミは帝国軍の強大さと、この戦争がいかに正しいのかを宣伝する言葉を送り出す道具と化した。

　その言葉は、商品の内容を説明することなく、商品名のみを連呼するＣＭのように執しつ拗ように繰くり返された。

　それは、その言葉に説得力がないことの証明以外のなにものでもなかった。
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　第四章　愛する者たち







　商業惑わく星せいゼーロック。

　帝国の中心部に位置するこの惑星は、複雑怪かい奇きな帝国の経済を一手に引き受けていた。

　このゼーロックで処理されるのは、信用や先物、証券や債さい権けんといったいわゆる書類上の取引だけではなかった。

　同じ恒こう星せい系内に、他の星系とつながる多くの跳ちよう空間プラットフォームを持つこの惑星には、銀河中のありとあらゆるところから人と品物と情報が集まって来るのだ。

　グランドバザールと呼ばれる市場では、いながらにして銀河系のありとあらゆる産物が手に入ると言われていた。

　もし、このゼーロックのオークションに本物の天使や悪あく魔まが、神様の保証書つきで売りに出されても、誰だれも驚かないだろう。

　値がつけば、それはれっきとした商品なのだ。




　そのゼーロックの第二の都市「アゲイン」は、主に証券や先物などを取り引きするトレーディングマーケットが発達した都市だった。

　アゲインの中心部にあるオフィス街から二ブロックほど離はなれたところに、コーデリアン・パークと呼ばれるちょっとした公園がある。

　その公園の隣となりに建てられた高層マンションの住人のほとんどは、このアゲインのオフィスに勤務先を持つビジネスマンだった。

　秋の終わりの平日の昼下がり。

　公園の脇わきのコーデリアン通りでは誰もみな、眉み間けんにタテジワを寄せて考え込みながら、せかせかとした忙せわしげな足取りで歩いていた。

　公園の真ん中にある噴ふん水すい広場で、鳩はとのエサ売りの老ろう婆ばが、昼下がりの日差しの中で居い眠ねむりをしている姿を見ても、その光景に何の感かん慨がいも抱いだかぬような顔で、人々は通り過ぎてゆく。

　勤務中のビジネスマンにとって、公園などは単なる風景に過ぎないのかもしれない。

　人気のない公園に、一人の娘むすめが入ってきたのはそのときだった。

　栗くり色いろの長い髪かみをポニーテイルにまとめたその娘は若い。女性が女の子から女の人と呼ばれるようになる、そのちょうど境界線あたりの年ねん齢れいだった。

　両手に抱かかえた大きな紙かみ袋ぶくろから、長いフランスパンとセロリらしい緑色の葉が突つき出しているところをみると、きっと買い物の途と中ちゆうなのだろう。

　噴水広場を見み渡わたしたその娘は、鳩のエサ売りの老婆を見つけて微笑ほほえんだ。

　老婆に近づいた娘は、老婆に声をかけようとして、その老婆が眠ねむっていることに気がついたらしい。

　若い娘は、老婆を起こさないようにそっと近づくと、老婆の足元に置かれた鳩のエサの代金入れの箱に小銭を入れた。そして、老婆の手の中にある鳩のエサを取ろうとして、娘はもう一度手を止めた。

　老婆は鳩のエサをしっかりと握にぎり締しめていたのだ。

　身なりから見て、この老婆の生活は決して豊かとは言えない。

　おそらくこの老婆にとって、この公園の鳩のエサ売りの売り上げだけが生計を立てる唯ゆい一いつの道なのだろう。

　娘は、しばらく考えていたが、やがてにこっと笑うと、小走りに公園のベンチに駆かけて行って、ベンチの上に紙袋を置き、中からフランスパンを取り出して、半分に折った。
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　公園に面して建てられた高層マンションの一室で、買ってきた食料品を冷蔵庫に詰つめ込んでいたメイにタキシードを来た若い男のホログラフが声をかけた。

『今日は、ずいぶんたくさんお買いになりましたね、メイ様』

「ええ、自動調理器の新しいレシピを作ろうと思って。また記録をお願いできますか？　リッキィ」

『お願いなんて、とんでもない、いつでもお申しつけください』

　リッキィと呼ばれた電子人格のホログラフは、にっこり笑ったあとで、メイが買い込んできた食料品の山を見回した。

『失敗したときのために、こんなに買い込んでいらしたんですか』

「それもあるけど、食料品が品不足になってきてるから、ちょっと買いだめしようと思ったの。戦争が近いことをみんな肌はだで感じているのでしょうね」

　リッキィは、フランスパンに目を留めた。

『それは半分しかありませんが、どうしたんですか？』

　メイは、にこっと笑って答えた。

「鳩にあげたのよ」

『今日は、あのお婆ばあさんはお休みだったのですか？』

「いいえ……でも寝ねていらしたから起こしちゃいけないと思って、鳩のエサの代わりにフランスパンを半分あげたのよ」

『左様でしたか。最近は鳩にエサをあげる人も少なくなったようで、あのお婆さんも大変でしょうね』

　メイは眉まゆをひそめてうなずいた。

「人の心から、どんどん余よ裕ゆうがなくなっているような気がします……」

『取引の方も大おお騒さわぎになっているようで、下のオフィスでマリリンさんが騒いでいますよ』

　壁かべにかかっている時計を見上げたメイは両手で口を押さえた。

「いけない！　もう取引が始まっているんだ！　オフィスに行かなくちゃ！　リッキィ、あとはお願いします！」

『かしこまりました』

　頭を下げるリッキィのホログラフに向かって、自分もぴょこんと頭を下げてからメイは部屋を飛び出した。




「まいったね、商品相場がめちゃくちゃだ。ついに先物取引にストップがかかっちまった」

　マンションの一階にあるテナントオフィスの一室で、商品取引所との直通リンクモニターを見ていたマリリンが、その天然パーマのかかった赤毛の髪の毛を右手でくしゃくしゃにしてため息をついた。

　そのマリリンの手元に、香こう茶ちやの入ったカップを差し出してメイが聞いた。

「私には、まだよくわからないのですが、それは帝てい国こくの経済にどんな影えい響きようがあるのでしょうか？」

「あ、ありがと」

　マリリンは、メイにひょいと頭を下げてカップを手にとると、それを口に運びながら答えた。

「先物取引が停止された、ってことは、投資される資金の行き先がなくなるということなんだ。長期の金きん融ゆう物件じゃなくて短期で資金を回している金融物件にしてみればえらいことさ、利食いで売られる債さい券けんがどっと出るだろうね」

「相場は下がるということですか？」

「そう、下がるものもあれば、上がるものもある。軍ぐん需じゆ産業は今のところ天てん井じよう知らずの値をつけているけど、まだまだ上がるだろうね」

「行き先をなくした資金が、そこに集中するから……ですね」

　マリリンはにこっと笑ってうなずいた。

「そう。ちゃんと勉強してるね、メイ」

　メイは、ちょっと赤い顔をして微笑ほほえんだ。

「私には、まだまだ奥が深くてわからないことだらけですけど、経済のことを勉強しておくことは無む駄だじゃないと思うんです……たとえどんなときでも、お金というのは必要なんだってことをしっかり教わりましたから」

「そうそう『先立つものは金』ってコトワザは真理だからね。もっとも今の帝国じゃ『殺気立つものは金』と言った方が正確かもしんないけどね」

　メイは目を丸くした。

「殺気立つものは……ですか？」

「ああ、そうさ。戦争が近いだろ。誰だれもがみんな手持ちの資金を債さい券けんじゃなくて現物に換えたがってるってのに、帝国財務省は、独立惑わく星せい群との取引に高額の関税をかけちまったから、物が入ってこなくて高こう騰とうしてる。物価が上がれば生活は苦しくなる。苦しくなれば殺気立つ。そういうことさ」

　メイは、眉をひそめて考え込んだ。

「それで、マーケットに行列ができていたんですね」

　マリリンはちょっとびっくりしたように顔を上げた。

「行列？　それはバーゲンとか、限定品とかの行列じゃなかったのかい？」

「いえ、ごく普ふ通つうのマーケットです。食料品とか日用品を売っている、角のキネヤというマーケットです」

「キネヤで！」

　声を上げたマリリンは、そのまま考え込んだ。

「このゼーロックで、商品に不足が生じることなんかありえない。それなのに住民は買いだめに走ったというわけか」

「流通倉庫にある穀物と冷れい凍とう食肉。買い注文出しておいて正解でしたね」

　メイの言葉を聞いたマリリンはにやりと笑った。

「利ざや稼かせぎ？」

　メイはちょっと肩かたをすくめた。

「いえ。本当なら高値で売るべきなんでしょうけど、定価を守るために抑えて売りたいと思います」

　マリリンはうなずいた。

「トレーダーとしての回答だったら○点だけど、商人としてなら百点だ。ＡＢＣ商会のゼイムズを呼び出して、伝えておくれ。取引先との信用を守って、さらに取引先を広げるチャンスだって」

「はい、わかりました」

　にっこり微笑んで自分の脇わきにある端たん末まつの前に座ったメイの横顔を眺ながめて、マリリンは、メイが経済のことを勉強したいと言い出したあの日のことを思い出していた。




　アウトニアが滅めつ亡ぼうした後、マリリンは帝国の商業の中心地である惑星ゼーロックに事務所を構えた。

　大手の証券会社すべてから、首席トレーダーのポストと、破格の年ねん俸ぽうを示されて勧かん誘ゆうを受けたのだが、マリリンは、そのすべてを断って、フリーの投資コンサルタント業を始めた。

　その理由は、メイに経済のことを教え込むためだった。

　マリリンに向かってメイは言った。

『お願いします！　私に経済のことを教えてください！　いつか、きっとあの人が戦うときが来ます。あの人の下に集う仲間たちと共に！　そのときのために、私にできることは、一つしかないと思うのです！』

　メイ……あなたが、世間知らずのお姫ひめ様だった日々は、もう二度と帰ってこないんだね。

　でも、あなたはきっとイイ女になるような気がする。そう、私なんかよりずっとずっとイイ女にね。

「どうかしましたか？」

　マリリンは、メイに聞かれて我に返った。

「あ、いや、別に。ちょっと考えごとしていただけさ」

　そう言ったあとで、マリリンはからかうような口調で続けた。

「それよりどうなの？　通信販はん売ばいの料理器具は使いこなせるようになった？　レシピばっかり繰くり返して聞いていても料理の腕うでは上達しないよ」

　メイは。びっくりしたように目を見開いたあとで耳の先まで真っ赤になった。

「え……ええ……まあ、なんとなく」

　にやにや笑いを浮うかべながらマリリンは追い討うちをかけた。

「リッキィが、ぼやいてるよ、一日に何回もレシピのデコード頼たのまれるって」

　メイは消え入るような声で答えた。

「すみません……」

　マリリンは、あわてたように顔の前で手を振ふった。

「いや、別に謝るようなこっちゃない。ちょっとからかっただけのことだ、気にするな」

「はい……」

「その後、レシピは送ってこないの？」

「ええ、二ヶ月前のレシピが一番新しいレシピです」

「二ヶ月か。何やってるんだろうね、あの男は」

「ええ、でも、言うじゃないですか『便りのないのは良い便り』って……だから私、安心しているんです」

　上気したメイの顔を見て、マリリンは、一人の男の顔を思い浮かべた。

　まったく……傍はたで見てるこっちの方が切なくなっちまうじゃないか。罪作りな男だな、お前さんも。

「ＡＢＣ商会のゼイムズさんと連れん絡らくがつきました」

　メイの言葉を聞いたマリリンは、あわててモニターに顔を向けた。

　モニターには、小太りの、見るからに実務屋という風ふう貌ぼうの中年男が映っていた。

　彼は、帝てい国こくで五本の指に入る大商社『ＡＢＣ商会』の実務を管理している電子人格だった。

　その男は、興味深そうに笑った。

『ども、マリリンさん、お呼びでっか？　なんぞ面おも白しろい話でも？』

「面白いかどうかわからないけど、このゼーロックでも市民が買い出しを始めたらしいよ」

　ゼイムズの顔が険しくなった。

『ゼーロックでも……でっか？』

「ああ、そうさ。でね、私らが資金の一時運用のために押さえておいた穀物と冷れい凍とう食肉があるんだけど、引き取ってもらえないかな？」

　ゼイムズは、一いつ瞬しゆん中空を見て何かを思い浮かべるような表情をしたあとで、目を見開いた。

『とんでもない量でんな、惑わく星せい四つぶんの年間消費量より多いとは』

「ああ、ちょっと買いすぎて困ってるんだ、困ってるから定価で引き取って欲しい」

『定価で？　相場でなしに？』

「ああ、買い取り価格の五パーセント増しで頼む」

　ゼイムズはぽかんと口を開けた。

『先物取引が停止食らって、品物の値段が青あお天てん井じようっちゅうこのときに、定価で？』

「ああ、そうだ」

　マリリンの表情を見たゼイムズはにやっと笑った。

『わかりました、定価で引き取りまひょ。で？　どんな条件をつけるのでっか？』

「私のところから定価で買った品物を、あんたらがどんな値で売りさばこうと、本来私らに口を出す権利はないんだが……」

『その口を出したい……ちゅうわけでんな』

「ああ、ボロ儲もうけしか考えてないようなブローカーには流したくない。消費者の足元を見てバカ値をつけるような業者には渡わたしたくないんだ」

　ゼイムズはうなずいた。

『世間が高値のときに、高値のものを売るのは誰だれでもできまんな。でも、高値のときに安いものを探し出して安値で売る。これができるアキンドは、そういまへん。でも、世の中には、商売とは自分の利だけを追うものやない。そういうときにこそお客さんを喜ばせて、店の信用を守るんや、ちゅうことがわかっとるアキンドもおります』

　モニターの中で、ゼイムズはどん！　と胸を叩たたいた。

『おまかせください！　マリリンはんの品、このゼイムズとＡＢＣ商会の名にかけて、きっちりと仕切らせていただきます！』

「頼むよ」

　モニターからゼイムズの顔が消えるのと同時に、マリリンはメイに向かって質問した。

「さて、運用資金は品物から再び資金にもどったよ、あんたはこの資金をどこに投資するのが一番良いと思う？」

　メイは考え込んだ。

　今、一番利益をあげているのは軍ぐん需じゆ産業よね。でも、それは誰もがみんな考えることだわ。他人と同じことをやっても意味がない……マリリンさんはそう教えてくれた。

　これから伸のびる業界はどこだろう？

　メイの脳のう裏りに、さっき買い物をしたマーケットで聞いた主婦の会話が浮かんだ。




『うちの甥おいっ子はアスラムの守備艦かん隊たいにいたんだけど、なんでもこんどの戦争に行くらしいんだよね』

『あら、奥さんのとこも？　私の所なんか上の娘むすめの旦だん那なと下の娘の旦那の二人よ』

『二人も！　娘さんも大変ねえ』

『そうそう、何が大変って、メールのやりとりよ、時間はかかるしお金もかかるし……』

『桃もも星ぼし空域は遠いからねえ』




　メイの脳裏で、何かが光った。

　そうだ！　これはどうだろう。

　メイは顔を上げてマリリンを見た。

「通信業界の株式はどうでしょう？」

「通信業界？」

「ええ、戦争が始まったら、一番知りたいのは身内の安否だと思うんです」

　マリリンは、はっとしたようにメイを見たあとで、顎あごの下に右手を当てて考え込んだ。

「そうか……そうだよね。あんたの言うとおりだ」

　そして、もう一度メイを見てにやっと笑った。

「二ヶ月も放ほっとかれても、便りのないのは良い便り、なんて言って平気な人間は、世間にはそう多くないものね。メイ！　すぐに通信業界のリストを調べて」

「わかりました」

　メイがコンソールを操作すると、モニターに通信業界の一覧が並んだ。

　マリリンは、その一覧の中で一番安値をつけている会社を選せん択たくして、企き業ぎよう収支の詳しよう細さいを表示するように指示した。

　モニターに様々な項こう目もくに細かな数字が並ぶ詳細な表が映った。

　その表を見ながらマリリンはつぶやいた。

「この会社あたりが狙ねらい目かもしれないね。業績は悪くない。もっとも、メインの回線を大手に押さえられているから総通信量を増やせないという問題を抱かかえてるね。このネックさえ解決できればこの会社は伸びるだろうけど、このままじゃ頭打ちか」

　メイは、リッキィが行っている精神感応波による長ちよう距きよ離り通信のことを考えた。

　あのレシピの通信は、情報が多層構造になっているのに、ほとんどタイムラグなしに届く。

　あの方法を使えば、きっとこの会社の問題は解決する。でも、その方法を明らかにすれば、あの人との連れん絡らくを取る方法は、なくなってしまうだろう。

　どうしよう……。

　そのとき、メイの脳裏に、戦場に向かった父を思う子どもたちや、息子むすこの安否を気き遣づかう年老いた両親の姿が浮うかんだ。

　あの人たちは、きっとどこの誰よりも、通信を必要としている。

　より早く、そしてより安い通信を。

　そう……この私よりも。

　メイは顔を上げるとマリリンに向かって言った。

「リッキィとヴァルの間で使っている電子人格間の精神感応波による跳ちよう空間通信のノウハウを、この会社に公開しましょう」

　マリリンは目を見開いた。

「何をバカなことを言っているんだ！　あの方法があるからこそ、今まであなたとあいつは連絡が取れたんじゃないか！　あの方法を公開すれば、もう二度とあなたはあいつと会話できなくなるんだよ！　それでもいいのかい！」

　メイはきっぱりとうなずいた。

「ええ、構いません。安くて早い通信方法を本当に必要としているのは、私たちではないからです。それにきっとあの人なら賛成してくれると思うんです。違ちがいますか？」

　思いがけない質問を浴びせかけられたマリリンは一いつ瞬しゆん絶句したあとで、ゆっくりとうなずいた。

「そう。そのとおりだよ、メイ。あいつはそういうやつだ……」

　そしてマリリンはもう一度声を上げた。

「ほんとにもう！　なんであんたらはそうなんだ！　なんであんたらがそんな苦労をしなくちゃならないんだ！　ほっとけばいいじゃないか！　あんたらがどんな犠ぎ牲せいをはらっても世間の誰だれもその犠牲には気がつかないんだぞ！」

「確かにそうです……世の中の人は誰も知らないでしょう。でも私は知っています。そして、あの人も知っています」

　メイは静かに微笑ほほえんで続けた。

「それで……十分だと思うんです」

　マリリンは黙だまった。

　そして目の前にあるコンソールを思いっきり両手で叩たたいた。

「マリリンさん……」

　顔を上げたマリリンは、きっぱりと言った。

「よし、あなたの仕事は今日はこれで終わりだ、あとは私がやるから、あなたはさっさと部屋にもどって自動調理器のメーカーに応おう募ぼするレシピを考えな！」




　自室に戻ったメイを、ホログラフのリッキィが驚おどろき顔で迎むかえた。

『ずいぶんお早いのですね』

「ええ、あの方と大至急連絡を取る必要があるんです。レシピを作成しなくてはならないのですが、また、お願いできますか？」

　リッキィは微笑んだ。

『かしこまりました』

　メイは、着ていたジャケットをクローゼットにかけると、いそいそと奥の部屋にあるアンティークのライティングデスクの前に座った。

　ライティングボードを開いたそこには最新式の情報端たん末まつが組み込まれていた。

　コンソールの脇わきに、三十センチほどの大きさのリッキィのホログラフが立ち上がった。

『返信という形を取るのが、もっとも確実だと思われます。二ヶ月前に受信したレシピを再生いたしますか？』

「お願いします」

　そう答えてヘッドセットを手に取ったとき、メイは自分の心がときめいていることに気がついた。

　マリリンさんにからかわれるくらい、何百回も繰くり返して聞いたメッセージなのに……。

　メイは、ちょっと恥はずかしそうに微笑むと、ヘッドセットを着けた。

『では、再生いたします』

　リッキィの言葉とともに、情報端末のモニターに、レシピが流れ始めた。

　それは二人の女の子の会話で進行してゆく番組形式のレシピだった。




『タマネギを炒いためるときは焦こがさないように注意してね』

『はい、先せん輩ぱい！　何分くらい炒めればいいんでしょうか？』

『タマネギ一個あたりの大きさで水分が違うから、時間で決めない方がいいわね。タマネギの顔で判断した方がいいわ』

『顔ですか？』

『そう、タマネギを炒めてると、どんどんタマネギの様子が変わっていくでしょ、最初は『オレはタマネギだ文句あるか』って顔してるけど、だんだんカドが取れて『タマネギです、すみません』って顔になるの。でも、そういった顔になっても、手を抜ぬいたり、手加減しちゃダメ。まだ炒めるの。そうするとね、タマネギが茶色いペーストみたいになっちゃうのよ。この状態をわたしは『俺もむかしはタマネギだったよなあ……って遠い目をするようになる』って呼んでるんだけどね』

『タマネギが、遠い目をして『俺もむかしはタマネギだったよなあ』と言うようになるまで炒めるわけですか』

『そう、絶対に手を抜いちゃダメよ。気分はサディストで炒めるの』

『先輩に向いてますね』

『なんか言った？』

『いえ、何も』

『相手が刃は物もの持ってるときには、言葉に気をつけた方がいいわよ』

『先輩……目が怖こわい』

　そのとき、番組の会話にリッキィの声が割り込んできた。

『では、デコードを開始します。感応端末に触ふれてください』

　メイは右手の人差し指を伸のばして、情報端末の中にある白いパッドに乗せた。

　レシピ紹しよう介かいソフトの女の子たちの会話が、すうっと遠くなっていく。

　そして、完全に音が消えたとき。メイの耳に懐なつかしい響ひびきが聞こえてきた。

『メイ、元気でやっているかい？　早いものであれからもう一年半になるね。僕は、しばらくローデスとの境界にある辺境空域にいたけど、今は別のところにいる。この通信が帝てい国こくの情報局に解読されるのも時間の問題だと思う。帝国には僕なんかより頭のいい人がいっぱいいるからね』

　メイの意識には、彼の言葉と共に、彼の意識の断片が流れ込んでくるのがわかった。

　それは、映像となってメイの意識に浮うかんだ。

　彼は微笑ほほえんでいた。

　いつものように、自分がそこにいることに照れているような微笑を浮かべて、彼はいた。

　彼の口調が変わった。

『僕は君に約束したよね、僕の命をかけてアウトニアを再興し、アウトニアの国民を一人残らずアウトニアに呼びもどすと。それはとても難しいことだけれど、僕はそれをやりとげてみせる。君はあのとき帝国に戦いを挑いどもうとした僕に言ったよね、国民を戦火に巻き込むことはできないと……父上と母上とそして国土を失って……それでもなお君は国民のことを第一に考えた……君は、やっぱり王女なんだね。僕にはそんなことはできない』

　彼は静かに続けた。

『だから、君が王女としてできないことを、僕が代わりにやる。あのアリクレストに、自分が何をしたのか、それを教えてやる』

　静かに話す彼の心の奥に、白く燃える何かがあるのを、メイの意識は感じていた。

　優しい、そして暖かな彼の意識の奥底に、そう……誰にもわからないように、その白く燃え上がる何かはうずめられている。

　メイにはそれがわかった。

　その心に触れるたびにメイの心もまた震ふるえるのだった。

　私の心にも、その炎ほのおは埋うめられている。私はそれを知っている。

　父を、母を、そして平和な日常のすべてを奪うばわれた人間の心の中に、復ふく讐しゆう心と怒いかりが生まれないわけがない。

　しかし、私はそれを抑おさえつづけてきた。

『王族として最初に考えるべきことは、国民のこと。自分のことは最後に考えればよい』

　その亡き父の言葉を守りつづけてきた。

　絶対に、本当の心は表に出してはならない。

　それが、私の仕事、私の役目。




　彼の言葉は続いた。

『僕たちは、あまりにも弱く、帝国はあまりにも強大だ。でも、僕は望みを捨てない。だから……メイ。元気でいてくれ。いつかきっと僕は君の前に現れる。だからその日まで元気でいてくれ。僕に会ったとき、もう一度あの菜の花のように笑ってくれ。それが……それだけが僕の願いだ』

　最後の言葉が消えるその寸前に。

　メイの意識に彼の意識が触れた。

　彼の意識の真ん中に自分がいた。

　彼という存在が、持てる限りの能力を持って守り抜くべき自我と同じ場所に自分がいた。

　メイは両手で顔を覆おおった。

　何度泣いただろう。

　このメールを再生するたびに、何度泣いただろう。

　もし、目の前に彼がいれば……私は抱だきついて声をあげて泣くだろう。

　でも、私はもう泣いちゃいけない。

　そう……その日が来るまで、私は泣いちゃいけないんだ。

　ハンカチで涙なみだをぬぐうと、顔を上げた。

「では、返信用のレシピを作ります、リッキィ、記録をお願い」

『かしこまりました。今回はどのようなものを？』

「ケーキに挑ちよう戦せんします。キャトルキャーという名前のパウンドケーキです」




「メイ・シザーズのパーソナルコードによる通信が始まりました」

「記録開始、現在、リアルタイムで解かい析せき実じつ施し中です」

　落ち着いた低い声で報告する、情報分析オペレーターの声が聞こえる。

　ここは国防総省の巨きよ大だいな建造物の一角を占しめる帝国情報局の、さらにその奥に位置する特別室だった。

「はじまったわね、あなたの言うところの秘密通信が」

　オペレーターの後ろにある集中管理コンソールの前の席に座っていたエリスが、斜ななめ前に立つチャマーに話しかけた。

「ええ、これは際きわ立だって不自然な通信です」

「どこが不自然なのか、あなたに言われるまで気がつかなかったわ。やっぱり肉親の目でなければわからないことってあるのね」

　エリスは、コンソールから顔を上げて、百人以上のオペレーターが取りついている巨大なシステムを見み渡わたした。

「それにしても、彼一人を追いかけるために、よくもまあこんな馬ば鹿かなもの造らせたわよね、アリクレストも……」

「恒こう星せい間で交かわされるすべての通信を傍ぼう受じゆし、フィルターを通して、その内容に特定の言語が含ふくまれている通信を選び出して記録分析する……口で言うのは簡単ですがね……」

　チャマーとエリスの目の前にあるシステムは、帝てい国こくの星系間で行われているほとんどすべての会話、メール、データ転送などの通信を傍受し分析するためのシステムだった。

　帝国情報局は、すでに軍用として、ほぼ同様のシステムを運用していたが、これは、そのシステムをさらに巨大化させたものだった。

　民間通信は、軍用通信に比べると安易に解析ができる。もし、国家当局が国民を監かん視しするために通信の傍受を行うとすれば、それはたやすい。しかし、問題はその量にある。一日に行われている民間の通信は軍用通信の比ではない。もし、国民の間で行われている不特定多数間の通信の内容をすべて傍受し記録するとしたら、そのために必要な人員やコストは想像を絶する。

「アリクレストとマルス家の連中は、このシステムを国家の安全保障上、必要な施し設せつだと主張しているらしいわね」

　チャマーはうなずいた。

「ええ、しかし国家が国民の監視を強化するということは、神聖ローデスというわかりやすい敵との戦争によって国民の不満を解消するという今までの方法が、そろそろ通用しなくなったということなのかもしれません」

「それは、帝国が、国家としての求心力を失いつつあるということなの？」

「あ、いえ、そうだと断言しているわけでは……」

　エリスは小さく笑った。

「気にしなくてもいいわよ、チャマー中ちゆう尉い。あなたの感じているその漠ばく然ぜんとした不安は、この帝国に暮らす貴族ならば、誰だれもが感じているものよ……」

　チャマーは、名門貴族の一員であるエリスが帝国の基き盤ばんとも言うべき身分制に疑問を持っていることを、あっさり認めたことに少し驚おどろいた。

　やがて、スクリーンを見つめていたエリスの元にオペレーターの報告が来た。

「通信が終しゆう了りようしました。過去の通信記録もすべて分析にかけております」

　エリスは、チャマーを見上げて微笑ほほえんだ。

「妹君の通信が終わったようね。さあ、分析結果を見ながらあなたの仮説が正しいかどうか検討しましょう」

　メインスクリーンには、メイが行った通信の解析結果が表示されていた。

　通信のあて先は、独立惑わく星せい群のセントール星系にある自動調理器具のメーカーで、通信内容は、そのメーカーの調理器具を使った料理のレシピとなっていた。

「このメーカーについては、すでに確かく認にん済よ、インダストリアルキッチン・オブ・ドリーム。通つう称しようＩＫＤと呼ばれているメーカーで、冷れい凍とう保存庫とセットになっている自動調理器を開発し、帝国軍にも納品しているわ」

　エリスはそこで言葉を切ると、画面を切り替かえた。

「この会社は、顧こ客きやくに対して定期的に新しいバージョンの調理レシピを送ったり、逆に顧客が開発した調理レシピを募ぼ集しゆうしたりしているわ。あなたの妹君も、この会社と、何回か通信を行っているわね」

　脇わきにいたヤンギー少しよう佐さが、過去の通信内容を分析した結果を表示しているサブモニターをのぞきこんでつぶやいた。

「我々の分析結果では、その通信内容に何一つ不ふ審しんな点はないのだがな」

「ええ、その不審点とは、通信内容ではないのです。あのメイが料理をする。そのこと自体が不審なのですよ」

　ヤンギー少佐は、いぶかしげな顔をして聞いた。

「そんなにひどいのかね？　……その……妹さんの料理は」

「口では表現しようがありませんね、あれは……食べたものでなければわからないでしょう」

　チャマーは、何かを思い出したように小さく身み震ぶるいした。

「あなたの妹君が、とてつもなく料理が下手だということはわかったわ。でも、それだけでは、この通信を疑う理由が薄うすいわね」

「と……言いますと？」

　エリスは微笑んだ。

「あなたの妹は努力家よ。国を失ってもなお、王家の義務を果たそうと必死になっているもの。そして、そういった性格の持ち主ならば、不得手な料理を勉強しようとするものではなくて？　そう考えれば、メイが料理をすることに何の疑問も生じないはずよ」

「ええ、そうです。もしかするとメイは単に料理の勉強をしているだけで、この通信には何の裏もないのかもしれません。でも、だからこそ私は絶対にメイと彼との間になんらかの繫つながりがあると信じるのです。料理がドへたくそだった妹が今、一生懸けん命めい料理の勉強をしているとしたら……」

　チャマーは、エリスを正面から見つめて静かに続けた。

「では……その料理を食べさせたいと思う相手は誰だと思います？」

　エリスは、はっとしたように小さく目を見開いてつぶやいた。

「そういうことか」

「ええ、そういうことです。おそらくメイは、このＩＫＤという会社を中ちゆう継けいしてなんらかの方法で彼と連れん絡らくを取っているはずなのです」

　チャマーは、目の前にあるコントロールコンソールを操作して、今までにメイに送られて来たレシピと、そしてメイが送り返したレシピの一覧をメインスクリーンに表示した。




　ヒロシマ風お好み焼き。

　ホットケーキ。

　骨つきチキンのサラサラカリー。

　パウンドケーキ、キャトルキャー。




「どう見ても、ごく普ふ通つうのメニューとレシピよね、これといって変わったものはないわ」

「きっと、このメニューとレシピには、我々の知らないなんらかの合図があるのでしょう。たとえば料理の上に載のせる一切れのパイナップルが、連絡先の暗号になっているとか。我々は、この通信内容を徹てつ底てい的に分ぶん析せきする必要があると思います」

「わかったわ、この通信内容を、さらに細かい解かい析せきにかけましょう。オリアス！」

　エリスの声と同時に、メインコンソールの前にホログラフが現れて一礼した。

『さらに詳しよう細さいな解析ですね』

「そう、過去の記録とも突つき合わせて、何か整合性のおかしなところを見つけたら、すぐに連絡して」

『かしこまりました』

　オリアスは再び一礼して消えた。

　チャマーは、オリアスのいた場所を見つめて、無言だった。

　エリスが声をかけた。

「どうしたの？　ずいぶん複雑な顔をしているけど」

「喜んでいいのかどうなのかちょっと迷ってしまいました」

「喜ぶ？」

「ええ、兄としては。妹が二年近くほったらかしにされていたわけじゃない、ということに、です」

「それは喜んでもいいんじゃないの？　あなたとは、敵味方のようになっているけど、妹は妹よ」

　エリスは微笑ほほえんで続けた。

「もし、彼が、あなたの妹を捨てて逃にげ回っていたら、あなたは本気で怒おこるでしょうね」

　チャマーは、静かに首を振ふった。

「いいえ、そんなことはありえません」

「ありえない？　ずいぶん高く買ってるのね、彼を」

「いえ、彼ではありません……その……妹の方をです。妹は彼を信じています、心の底から。たとえ五年や十年彼から連絡がまったくなくても、メイは彼を信じて待ち続けるでしょう。絶対に『捨てられた』などとは考えないでしょうね」

　エリスはちょっと目を見開いた。

「驚おどろいたわね」

「私が彼を信じていることにですか？」

「あなたの答えを聞いて、納なつ得とくしてしまいそうになった自分に驚いたのよ。この特とく捜そう班はんの総責任者になってから、私はプロファイリングのために、彼と接せつ触しよくした、ありとあらゆる人間から彼の行動について聞き取り調査をしてきた。その結果、二つのまったく正反対の人物像が浮うかび上がったわ。一つは、貧びん乏ぼう貴族の地位から這はい上がるためには他人を利用することは当然だと信じている冷れい酷こくな人物。そしてもう一つはあなたの考えているのと同じような人物。私は、その結果を見て判断に苦しんだわ。でもね、あなたを見ていて面おも白しろいことに気がついたの、彼は鏡のようなものなのよ」

「鏡……ですか？」

　手を腰こしに当てて、エリスは視線をメインモニターに移した。

「そう、鏡よ。彼の正直さと誠実さは鏡のようなものなの。人は自分をモノサシにして他人を測るわ。だから他人を引きずり落としてでも自分が上に行きたいと思う人間は、彼をそういった目で見るし、猜さい疑ぎ心が強い人間には、彼はとてつもない陰いん謀ぼう家に見えるでしょうね。そういった人間には、彼のことが理解できないのよ、アウトニアで彼のやったことがね。欲や売名ではなく、責任感と善意と誠実さで動く人間がいる、ということが信じられないの。彼を、いいかっこしいの偽ぎ善ぜん者だとか冷酷な陰謀家だと言う人間は、自分がそうだと認めているようなものね」

　そのとき、メインコンソールの表示が瞬またたくのと同時にオリアスが現れた。

『整合性に疑問のある通信を発見しました。メイ・シザーズから発信された二ヶ月前の通信です』

「疑問点を表示してちょうだい」

　サブスクリーンに、メイの書いたレシピが並んだ。

『この通信に添てん付ぷされている映像ファイルは、通常にエンコードされているのですが、それをデコードすると、ファイル容量に差が生じるのです』

「それは、通信時の欠落とか、映像ファイルをエンコードしたさいに生じるロスではないの？」

　オリアスはうなずいた。

『確かにその誤差はロスの部類に入るものです。しかし、なんというか、その、あまりにキレイすぎるのです』

「キレイすぎる？」

『要するに、この種のエンコード時に生じるロスとは、型紙に合わせて切り取った生地の端は切ぎれのようなものだとお考えくださればいいかと思います。問題はその端切れの断面なのです』

「なんらかの作さく為いがあるということね」

『残念なことに、その作為の内容までは判明しておりませんが、現在、ＩＫＤに送られている過去の通信の中から、このパターンに類似した通信が、あるかどうか確かく認にんしております』

「結果が判明するのは？」

『十五分後には、ご報告できるかと……』

　中央指揮室に沈ちん黙もくが満ちた。

　エリスは、チャマーが、心なしか嬉うれしそうな顔をしているのに気がついた。

「なんか、嬉しそうね」

　いきなり話しかけられたチャマーは、ちょっとびっくりしたようにエリスを振り返った。

「私がですか？」

「そうよ、なんと言うか、こう、うまくやってみせた子どもが、先生に誉ほめてもらいたがっているみたいよ」

　チャマーは赤くなった。

「そう……かもしれません。私は彼を見つけ出して、彼に『よくやった』と言ってもらいたいのかもしれません。私にとって彼は目標であり先生でした」

　エリスは、いたずらっぽい目をしてチャマーの言葉につけ足した。

「そう。そしてひょっとしたら彼は、あなたの弟になるかもしれないのね」

「え？」

　困こん惑わくした顔でチャマーはエリスを見た。

「すみません。ちょっと意味がわからないのですが……」

　エリスは微笑ほほえみと共に答えた。

「言ったでしょ、彼は鏡だって。だから、彼を心から信じているあなたの妹君のことを、彼も同じように信じているんだろうな……と思ったのよ」

　エリスは、少し肩かたをすくめてからつけ足した

「ちょっとうらやましいわよね、そういうのって……」




　十五分過ぎないうちにオリアスが現れた。

『判明いたしました。あの通信と類似のパターンを持った通信は四十八件、発信されている星系は帝てい国こく領が二十、独立惑わく星せい星系が二十八です。なお、少し気になった部分がございます』

　オリアスの表情を見たエリスが、眉まゆをひそめた。

「気になった部分？」

『はい、この通信のいくつかに、エンコードされた部分の一部に、我々電子人格が電子人格同士で情報交こう換かんする際に使用する精神感応波に似たパターンが存在するのです』

　チャマーは顔を上げた。

「そういえば、彼はテクノサーバントを連れていました。ヴァルゲインという名前の……かなり優ゆう秀しゆうなテクノサーバントでした」

　オリアスはうなずいた。

『ヴァルゲインならば、それくらいのことは朝飯前でしょうね』

　オリアスの言葉を聞いていたエリスは、小さくうなずいた。

「その、精神感応波によく似たパターンが含ふくまれた通信が発せられた場所は？」

『独立惑星群のユニコニア、グリフォラント、フェニクルス、マーメディア、ドラコニアの五つの星系のどれかです』

「特定はできないの？」

『これらの五星系は、恒こう星せい間通つう信しん網もうを共有で使用しておりますので、そのどの星系から発信されたのか、はっきりいたしません』

　エリスは満足そうに微笑んだ。

「そう……でも、それで十分ね。私たちは、初めて手ごたえのある手がかりをつかんだような気がするわ」

『この調査結果をご報告なさいますか？』

「いえ、報告しても帝国軍は、二ヶ月後に予定されている神聖ローデスとの正面決戦を控ひかえて戦力の再編と集中を行っていますから、今はそちらが優先されることになります。私たちが動けるのは、戦争が終わったあとでしょうね。それまでもう少し材料を集めておきましょう」

　エリスはそこで言葉を切って、肩をすくめた。

「アリクレストが出しゆつ陣じんすれば、当然親衛隊近この衛え師し団だんのジンモたちも一いつ緒しよに出陣せざるを得ないわ。できることなら、あいつらに引っ搔かき回される前の今のうちに、なんとかしたいものなんだけどね」
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　第五章　戦う者たち







　帝国と神聖ローデス連合との勢力圏けんの境界線上には、年老いた銀河の残ざん滓しである白色矮わい星せいの群があり、この白色矮星の強力な重力波のため、この二つの勢力は直接に接せつ触しよくすることはなかった。

　それはいわば、この二つの勢力を隔へだてる重力場の塀へいだった。

　この塀によって帝国と神聖ローデスの二百年にわたる戦いは、全面戦争に発展することなく推移してきた。

　この塀に開いた一つの穴。

　通つう称しよう『桃もも星ぼし空域』と呼ばれる無人暗あん礁しよう空域。

　それこそが帝国と神聖ローデスが戦うことができる唯ゆい一いつの場所だった。

　そしてまた、それが、この二つの勢力が二百年にわたって争い続ける原因でもあった。

　桃星空域は、双そう方ほうが大だい艦かん隊たいを展開させることができるだけの広さがある。しかし言い換かえるなら大艦隊を布ふ陣じんさせてしまえば、他に部隊を動かすことができるだけの広さはない、ということである。

　少数のコマンド部隊を敵てき陣じんに忍しのび込ませて、攪かく乱らんすることはできても、戦力となるほどの伏ふく兵へいを置く場所も、別働隊を背後に回して挟きよう撃げきすることもできないのだ。

　大艦隊同士が正面からぶつかり合って、叩たたき合いを繰くり返しても、戦線は一歩も動かず、双方の損害はひたすら増えるばかりだ。

　このため、過去における戦争はすべて痛み分けに終わってきた。

　いや……痛み分けにせざるを得なかったというべきだろう。

　どちらかが、自軍の艦隊が全ぜん滅めつするのを覚かく悟ごして相手と相打ちにすれば、戦線は動き、戦争には勝てるかもしれない。しかし、その結果生じる恐おそろしいまでの損害は、国家が存亡の淵ふちに立つことを意味していた。

　戦争に勝って、国が滅ほろびる。

　この、矛む盾じゆんした結果に納なつ得とくできる国民はいない。

　そして、この桃星空域で行われる戦いは、帝てい国こくの戦術思想に微び妙みような影えい響きようを与あたえていた。

　正面からぶつかり合うだけの決戦に作戦は必要ない、必要とされているのは、個々の艦の戦せん闘とう力と、そして数だけなのだ──と。

　これは、神聖ローデス側も同じだった。

　帝国もローデスも、ひたすら火力と防ぼう御ぎよ力を兼かね備えた艦を、相手より一隻せきでも多く実戦に投入することだけを考えるようになっていったのである。

　その結果、双方共に戦せん闘とう艦を作り出す建艦能力と、個々の艦の性能は上じよう昇しようしたものの、実際に兵力を運用する能力は低下していった。

　兵力を運用する能力が必要なのは、少ない兵力を効率的に使用しなければならない辺境域などの部隊であり、帝国軍の主力艦隊にとってはそのような能力は必要とされなかったのである。




　桃星空域に最も近い軍事基地、エリア二八にある跳ちよう空間プラットフォームのタンホイザーゲートから吐はき出される宇宙船は、途と切ぎれることがなかった。

　この基地に設置されたタンホイザーゲートの数は、予備ゲートを含ふくめて二百二十四個。

　この数は、通常の基地に設置されているゲートの、ほぼ十倍にあたる。

　これは、桃星空域に敵の侵しん攻こうがあった場合、部隊を緊きん急きゆう展開させるためのものであり、過去において、この基地のゲートすべてが開いたことはなかった。

　しかし、この一週間。この基地のすべてのゲートは開放されっぱなしだった。

　エリア八のゲート管理のオペレーターは、人員を四つの班に分けて二十四時間体制で、転移してくる艦の受け入れを行っていた。

「コードナンバーＡＳ九八三四五六ＳＧ、装そう甲こう駆く逐ちく艦ティアリングは第三三四九駆逐艦隊となる。指定されたグリッドまで至急移動しろ、後がつかえてるんだ！」

　オペレーターの指示に、地方の訛なまり丸出しの声が答えた。

『すんませんっす、はあい、すぐ動きますんで』

「ぐずぐずするな、ここはお前らがいた田舎いなかの星系とは違ちがうんだ！　配置位置のグリッドの位置がわからなければ、三三四九駆逐艦隊の艦隊司令部の電子人格にリンクして、コントロールを任せろ、その方が早い」

『はあ、まんずまんず、すまんこって』

　目の前のモニターに映っていた旧式の装甲駆逐艦が動き出したのを見たオペレーターが、インカムを切って、隣となりのオペレーターに話しかけた。

「あいつは、いったいどこから来たんだ？」

「ウインザーレット方面軍のユトナ星域だそうだ」

「どこだそこは？」

「知らん、俺に聞くな、それよりも聞いたか？　帝国は、辺境の常じよう駐ちゆう艦隊だけじゃなくて、独立惑わく星せい群の軍隊まで徴ちよう用ようしたそうだぜ」

「徴用？　だって独立惑星群は、帝国の属国みたいなものだけど、一応は独立国だろう。なんで独立国の軍隊を帝国が使えるんだ？」

「盟約にある『相そう互ご支し援えん条約』をタテにとって要求したらしい」

「相互支援……って、あれは対等の立場で結んだ。という意味で一応相互支援と書いてあるが、要するに独立惑星が侵しん略りやくされたときに、帝国が助けます、という意味の条約だろ」

「ああ、本来はな。ところが新皇こう帝ていが、決戦兵力は多ければ多いほど良い、とか言い出して、急きゆう遽きよ決まったらしい」

「独立惑星群の連中はびっくりしただろうな」

「ああ、まして、その独立惑星の連中が配置されるのは後方じゃなくて、最前線らしい」

「マジかよ……」

「新皇帝が、今までずっと帝国の庇ひ護ごを受けてきたのだから、その恩返しをするのはあたりまえだ、とかなんとか言ったらしいぜ」

「常駐艦かん隊たいも最前線のすぐ後方に配置されているみたいだし、何を考えていやがるのかな、参さん謀ぼうどもは」

「球形陣じんの中心におわします皇帝陛下に、もしものことがあってはならぬ、従って弾たまよけは多ければ多いほどいい、というところじゃねえのか？」

「いや、俺が聞いた話だと、今回の『闇やみ雲くも百万作戦』という作戦名を聞いた皇帝が、本当に百万隻の戦闘艦を動員しろ、と命じたらしい」

「ホントかよ！　そもそも作戦名なんてのは、チラシに書かれた景気のいいアオリ文句みたいなものだろ」

「帝国皇帝として、作戦名にウソがあったと後世の者から指し弾だんされるようなことがあっては、沽こ券けんにかかわる、とかなんとか言ったらしいぜ」

「それでこのめちゃくちゃな動員が、かかったというわけか」

　オペレーターは目の前にある外部モニターを見上げた。

　そこにあったのは壁かべだった。

　百万に近い数の宇宙船でできた壁だった。

　何層にも分かれたグリッドに沿って高密度で配置されているために、その後ろに広がっているはずの宇宙空間を見ることができなくなっていたのだ。

　そのときオペレータールームに警報ブザーが響ひびき渡わたった。

　無む駄だ話ばなしを交かわしていたオペレーターたちは、インカムのスイッチを入れるのと同時にコンソールにとびついた。

　モニターが、障害物を映し出していた。

　それは、ゲートの一つに止まったままになっている、一隻せきの旧式の重巡じゆん航こう艦だった。

　いや、旧式という表現では甘い。

　遺い物ぶつ、化石、と言ったほうが、まだ納なつ得とくできる。

　……どっからほじくりだしてきやがったんだ、こんな骨こつ董とう品ひん。

　オペレーターは、心のなかでそうつぶやきながら、インカムに向かって指示を出した。

「第一四ゲート出口に停止しているコードナンバーＫＳＳ一九八七三四ＤＤのＷＣ級重巡航艦オピネル！　至急移動しろ！　そこに止まっていたのでは、後続艦が転移できん！　前進して第五五六七巡航艦艦隊司令部の電子人格の指示を受けろ！」

　インカムから聞こえてきた返答に、オペレーターは耳を疑った。

『いんぐれっとも、はだってきなしねいです、どさゆけばいいだかな』

「なに？　なんだと？」

『えんぐれっとも、さあ、がねっこねんこが、はー？』

　オペレーターは、悲鳴じみた声をあげた。

「悪いが聞かれても俺にはわからん！　こっちの言っている意味がわかるなら、すぐに電子人格にリンクしてくれ！」

　オペレーターの指示を聞いたのだろう、ゲート出口に停止していた旧式の重巡航艦がゆっくりと動き始めた。

「まいったな、ありゃあいったいどこから来たんだ？」

「サモン軍管区のサーモニア星系だな」

「サーモニア？　あそこは確か海かい賊ぞくの本ほん拠きよ地ちだったよな、なんで海賊なのにあんなひどいボロ船しかないんだ？」

「そういえば聞いたことがある、あの星系では、使える船はみんな海賊の仕事に使ってしまうから、星系防衛の常駐艦隊には、仕事で使えなくなったボロ船をまわすんだそうだ」

「防衛するったって、そんなボロ船しかなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？　何かあったらどうするんだ？」

「そのときは、海賊が出りゃあいい、それが本職なんだ。それに誰だれが好き好んで海賊の本拠地にケンカ売りに行くって」

「それもそうか」

　その、やりとりを聞いていた一人のオペレーターの心の中に疑問が浮うかんだ。

　……まてよ、サーモニアって、あんなひどい方言で話したっけ？

　しかし、そのオペレーターが疑問を口にする前に、仲間たちから声が飛んだ。

「さて、次は補給艦の大船団だ、気を抜ぬくなよ」

「わかってるって、こいつの受け入れを失敗したらメシが食えなくなる」

「そりゃあ一大事ですね」

　仲間のオペレーターたちとともに、姿勢を変えてコントロールコンソールに向き直ったとき、そのオペレーターの心の中にあった疑問は、キレイに消えてしまっていた。




「ケルプワイン殿どの、先ほどのオペレーターとの通信内容は、どのような意味なんですか？」

「あ、あれかい？　デタラメ。あのオペレーターが、ティアリングの乗組員の訛なまりを馬ば鹿かにしたような言い方しやがったから、からかっただけさ。それよりマスクワード艦かん長ちよう、俺のことはケルプ中ちゆう尉いと呼び捨てで呼んでください。帝てい国こく軍の階級は中尉なんですから」

「そう言われましても、私などは階級こそ少しよう佐さとなっていますが、それはケルプワイン海賊団の中での階級で、帝国軍の基準では准じゆん士官です。あなたはれっきとした帝国軍士官で、ましてワインガー家の後あと継つぎではないですか」

「じゃあ、帝国も何も関係なしで、俺たちは俺たちの流りゆう儀ぎで行きましょう。俺はワインガー男だん爵しやく領常駐軍サーモニア艦隊の司令官で、海賊団の少将。あなたはサーモニア艦隊旗艦重巡航艦の艦長でケルプワイン海賊団の少佐。ということでどうですか？」

「たしかにこの二重基準はわかりにくいですよね。帝国軍と言っても、実態はそれぞれの領土の領主が持つ軍隊が寄り集まってできたようなものですから、仕方ないんでしょうけど」

「帝国の階級と、領地軍の階級が違ちがうことはよくある話さ。ほら、あいつだってアウトニアでは元げん帥すいだったけど、帝国軍じゃひよっこ中尉だったじゃないか」

　マスクワードは、ちょっと目を見開いたあとで微笑ほほえんだ。

「そう言えば、あの方もそうでしたね。では、そうさせていただきます」

　重巡航艦オピネルの艦橋で、マスクワードとケルプのやりとりを、微笑みを浮かべながら見ていた乗組員の多くは、マスクワードを始めとするかつてのアウトニア艦隊のメンバーだった。

　それもそのはず。この重巡航艦オピネルは、かつてアウトニア艦隊に所属していた船だった。

　二年前、アウトニアが滅めつ亡ぼうしたのち、ケルプワイン海賊団は、帝国に対して、我々は敵国である神聖ローデスの侵しん攻こうを見事に防ぎ、撃げき退たいした功労者であると主張し、その戦いの報ほう酬しゆうを要求した。

　確かにケルプワイン海賊団は、辺境巡じゆん視し艦隊に成り代わってアウトニアを防衛した……一民間企き業ぎようでありながらである。

　その功労を否定することはできなかった。

　帝国は皇帝の名で、感状を出し、ケルプワイン海賊団に報酬を出すことを認めた。

　帝国、特にマルス家の連中にしてみれば、本音ではどうかわからないが、タテマエではそう言わざるを得なかったのだ。

　しかし、ケルプワイン海賊団が要求した報酬とは、地位でも金でもなかった。

　ケルプワイン海賊団が要求したのは、残存していたアウトニアの艦隊だったのだ。

　アウトニアを武力併へい合ごうして、艦隊を接収したものの、その、あまりのオンボロさにもてあましていた帝国軍務局は、このケルプワイン海賊団の要求に二つ返事で応じた。

　こうしてケルプワイン海賊団は、アウトニアの残存艦隊を手に入れるのと同時に、老ろう朽きゆう艦を運用するためには熟練者が必要である、という口実で、かつてのアウトニア軍の軍人を大量に雇こ用ようした。

　アウトニア滅亡とともに軍を離はなれてしまった者もいたが、かつてのアウトニア軍の軍人たちの多くがケルプワイン海かい賊ぞく団の元に残った。

　帝国軍務局の内部には、解散させたはずのアウトニア軍が残存することに警けい戒かい心を持つものもいた。しかし、老朽艦の集まりでしかないアウトニア艦隊の戦力の小ささが彼らを安心させた。

　もし、アウトニアの残党が帝国に叛はん旗きをひるがえしたとしても、それは問題にもならない戦力でしかなかったからである。

　彼らが、なぜ、ケルプワイン海賊団の元に残ったのか。

　そして、なぜ、ケルプワイン海賊団はアウトニア艦隊を温存したのか。

　帝国軍務局の上層部は気がつかなかった。

　本当の「戦力」とは、決して正面装備の優ゆう劣れつなどではない、ということに気がついた人間は一人もいなかったのである。




『球形陣じん内の配置位置を確認しました』

『ラブレス、ガーバー、ウェンガーの軽巡三隻せきも転移が終わりました』

　オピネルのブリッジに、オペレーターのてきぱきとした報告が響ひびく中で、ケルプはメインモニターを見上げた。

「特務艦ビクトリノスとアルマーの様子はどうだ？」

『無事です。その後方に、装そう甲こう駆く逐ちく艦サカイ、ヘンケル、ダマスカス、ゾリンゲンなどと一いつ緒しよについて来ています』

「よし、それじゃあ指定されたグリッドに移動しよう、陣形の全体像を出してくれ、位置の確認をやっておきたい」

『では、帝国作戦指導本部の映像とリンクします』

　ケルプの見ている前でメインモニターが切り替かわった。

　そこに映し出されているのは、宇宙空間に浮うかぶ巨きよ大だいな一個のボールだった。

「すげえ……」

　ケルプの口から思わず感かん嘆たんのつぶやきが漏もれた。

　今までにもこれと同じような球形陣の映像を見たことはある。しかし、これは違っていた。

　過去に見た映像は、球形陣の外周部に位置している戦せん闘とう艦の向こうに、宇宙空間が透すけて見えていたのだが、今、目の前にある球形陣は、ぎっしりと中身が詰つまっていた。

「アリクレストが、百万隻の戦闘艦を投入する、とタンカ切っただけのことはあるな」

　一緒にメインスクリーンを見ていたマスクワードがつぶやいた。

「我々のような辺境の軍人から見ると、実に非現実的な光景ですね、これは」

「そうだ、でも、これは現実さ。これから始まる戦争も現実なんだ」

　マスクワードは真しん剣けんな目でモニターを見つめて答えた。

「この戦争は、今まで誰だれも経験したことのない戦争になるような気がします」

「そうだな。帝てい国こく参さん謀ぼう本部は、俺たちに敵の意図を見み抜ぬいて動く臨機応変さとか、個々の操そう艦かん技術を求めているんじゃないということだな。俺たちに求められているのは、ビーム砲ほうを撃うつ砲台としての能力であり、戦闘力を単位として計算する時の一単位でしかないんだろう……まあ、それが戦略というものなんだろうけど……」

　ケルプの言葉に不満を感じ取ったマスクワードは、ケルプの言葉につけ足した。

「……面おも白しろくない。ですか？」

　ケルプはちらっとマスクワードを見て肩かたをすくめた。

「まあね、俺たちはそういった戦争になれていないだけで、本来戦争というのは計算で決まってしまうものなんだよな。火力とか、防ぼう御ぎよ力とか、そういった物理的な法則は変えることはできない」

「でも、戦力とはそういったものだけで決定できるものではない。そうですよね」

「ああ、そうだ。そのことをあいつは教えてくれた」

　マスクワードは、メインモニターの奥を見るような目をしてつぶやいた。

「生きていますよね……あの方は」

「ああ……あいつは絶対に生きている、死んだりしないし、あきらめてもいない」

　ケルプは、目の前のメインモニターに映る球形陣の中心を指差してつけ足した。

「あいつは、この、とんでもない相手に本気でケンカを売るつもりなんだ。その準備に、二年や三年かかるのは当たり前さ」




　帝国側のすべての戦力が配置についたのは、それから七十二時間後だった。

　桃もも星ぼし空域の帝国側は、帝国の戦闘艦で文字通り埋うめ尽つくされていた。

　この第九次桃星決戦に投入された戦闘艦の数は九十七万隻以上。それを支し援えんする特務艦や補給艦の数を加えれば、その総数は百万を超こえていた。

　帝国が、この闇やみ雲くも百万作戦を発動させるのと同時に、神聖ローデス側も桃星空域の反対側に戦力を集結させていた。

　その、神聖ローデス側の総戦力は約六十万隻。

　二年前の第八次桃星戦役に投入されたローデス側の戦力は約四十万隻であり、神聖ローデス側も、この二年間で二十万隻の戦闘艦を結集させたことになる。

　単純に数の比率だけを見れば帝国が十に対してローデスは六であり、この戦いは帝国に分があると判断されていたが、その数の内訳を見れば、帝国が数において優勢なのは新旧とり混ぜた小型艦かん艇ていの数だけであり、主力艦であるＤ級Ｆ級戦艦などの戦列艦の数は、ローデス軍、帝国軍ともに、ほぼ同数であった。

　帝国軍の行ったシミュレーションの結果は、帝国の圧あつ倒とう的勝利であったが、この小型艦艇の数だけの優位が、実際の戦争の推移においてどれだけ有効で、その結果、本当に帝国が勝利するのかは、誰にもわからなかった。

　もっとも、戦火を交える前に勝敗がわかるようならば、そもそも戦争など起こさない。

　誰もが自分の勝利を信じているからこそ、戦争は始まり、そして続くのだ。




　ケルプたちの重巡じゆん航こう艦オピネルが配置されたのは、球形陣じんの周辺部の、通つう称しよう第二防衛ラインと呼ばれるあたりだった。

　帝国軍参謀本部は、主力であるＤ級、Ｆ級の戦艦群を中心部の近この衛え師し団だんを守るような形で球形陣の中層に厚く配置し、外周部と、その外側である最前線には、ケルプのような地方諸しよ侯こうが指揮する常駐艦隊を配置していたが、その陣形は、過去の戦訓から選定されたものだった。

　過去における桃星空域での戦いは、帝国とローデス双そう方ほうの球形陣同士の遠えん距きよ離りビームの撃ち合いから始まっていた。

　この砲戦で前衛艦隊の一部が崩ほう壊かいすると、そこに光子魚ぎよ雷らいを抱かかえた軽巡航艦を切り込ませて、球形陣の奥に配置されている戦列艦に光子魚雷を叩たたき込む。

　この雷らい撃げきがうまく行けば、その後に始まる主力艦同士の砲戦の際に主力艦の数を減らすことができるのだ。

　その、軽巡航艦の光子魚雷が主力である戦列艦に命中することを避さけるために、防衛艦隊の数を増やしたのだと、帝国の参謀本部は説明していた。しかし、それはどう見ても主力を温存するために、地方諸侯と独立惑わく星せい軍の戦力を使い捨てにすることだけを考えているようにしか見えなかった。

　オピネルのブリッジの内部には、外見からは想像もつかない最新型のさまざまな装置が配置されていた。

　その種の知識があるものが見れば、ブリッジの壁へき面めんに並ぶ大小のスクリーンと、それらの前に座って様々な通信と情報をコントロールするオペレーターのヘッドセットは、音声インカムと感応端たん末まつが併へい用ようとなった最新式のものであることに気がつくだろう。

　そして、何より目を引くのはブリッジの中央に設置された三次元ディスプレイだろう。

　自艦の位置と周囲の状じよう況きようを、第三者的な視点でリアルタイムに映し出すその三次元ディスプレイには、今、緑色のボールが浮うかびあがっている。

　帝国の旗艦に設置された作戦指導参謀本部を、そのまま小型にしたような設備が、まさか化石のような骨こつ董とう品ひんの重巡航艦のブリッジの中に設置されているとは、誰だれも思わないに違ちがいない。

　三次元ディスプレイに浮かびあがった緑色のボールの一角に瞬またたいている赤い光点を指差してマスクワードはつぶやいた。

「私たちが配置されたこの位置は、敵の正面から外れていますから、まだなんとかなりますが、一番前の艦隊は気の毒ですね」

「偏へん差さ射しや撃げき食らえば俺たちも火線の中に入っちまうから、あんまり違いはないがな……」

　ケルプはそこで言葉を切ると、艦かん隊たい内通信用のコンソールを操作して呼びかけた。

「こちらはオピネルだ、特務艦ビクトリノス、コンディションはどうだ？」

『こちらビクトリノス。こちらもアルマーも積み替かえた新型反応炉ろとエネルギー転てん換かん装置の状態は上々です。この型の船があれば、二年前のあの戦いは楽勝だったでしょうな』

　通信モニターに映ったのは、中年に差しかかったぐらいの年ねん齢れいの筋肉質の大男だった。

「よろしく頼たのみますよタカハジ大たい佐さ」

　通信モニターに話しかけたマスクワードに向かって、タカハジ大佐は笑いながら答えた。

『多重防護スクリーンの展開についてはお任せください、我々はその道のプロです』

「頼たよりにしているよ、タカハジ大佐。俺たちはこんなところで死ぬわけにはいかないんだ。こんな戦争でね」

　通信モニターの中のタカハジ大佐は、真しん剣けんな目でうなずいた。

『そうですね、どうせ戦争で死ぬなら、自分の死が誰かのためになると信じることのできる戦争で死にたいですね』

「そういうことだ」

『まして、そういう戦争が、この後に待ってるかもしれないとしたら、なおさらこんな場所で部下や同どう僚りようを死なせるわけにはいきません。我々の戦いぶりをとくとご覧ください』

　にやっと笑って敬礼したタカハジ大佐に向かってケルプもまた同じような笑いを返しながら答礼を返した。

　通信が切れたモニターを眺ながめて、マスクワードがにやにや笑いながらつぶやいた。

「帝てい国こくの連中が、こんな通信を聞いたら、さぞかし大おお騒さわぎになるでしょうね」

「まあな、でも情報局は今、例のサイコウェーブ通信の対応にてんやわんやになっていて、こんな内部の通信傍ぼう受じゆにまで手がまわらないから大だい丈じよう夫ぶさ」

「サイコウェーブ通信ですか。確かに、たった二ヶ月で爆ばく発はつ的に普ふ及きゆうしましたねあれは。もっとも普及しないほうがおかしいですよ、なんせ今までの通信に比べれば、安い、早い、明めい瞭りよう、と、文句なしですし、セキュリティの高さは暗号並み。今までの傍受デバイスじゃあ通信内容が傍受できない、というわけで禁止する理由がない。まあ、情報局にとっては痛し痒かゆしの通信方法ですね、あれは」

　ケルプは、オピネルの艦橋で配置についているオペレーターたちを見回したあとで、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「そうだな、あの通信方法のおかげで、故郷に残してきた家族と気軽に話ができる、と喜んでいる人間がいっぱいいる。このオピネルの乗組員だって例外じゃない。だから、メイ王女があの通信方法を公開したことは正しいんだろうな……」

「納なつ得とくいきませんか？」

「納得できるとか、できないとかそういうことじゃない。なんというかうまく言葉にできないんだが……あの通信を喜んで使っている人々は、誰だれ一人ひとりとしてそれを知らないんだろうな。と思うと、大声で何かを叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられるんだ」

　髪かみの毛をくしゃくしゃとかき回しながら、ケルプがそう答えたとき、ブリッジにある中央指揮モニターのサブスクリーンに、通信管理オペレーターの女性士官が映った。

『ケルプ中ちゆう尉い、エデッサ伯はく方面軍司令部参さん謀ぼうより個人通信が来ております』

「エデッサ伯？　私たちの直上司令部ですね。一体何の用なんでしょう？　まさか、先ほどの通信を聞かれていたのでは……」

「なに、別に聞かれたってたいしたことにはなりゃしないさ。きっと挨あい拶さつか何かじゃないのか？」

　眉まゆをひそめて、不安そうな顔をしたマスクワードに、そう笑いかけてからケルプはメインスクリーンに向き直った。

「通信を受ける。回線を開いてくれ」

『了りよう解かいいたしました、では、回線を開きます』

　サブスクリーンのオペレーターが、一礼して消えると同時に、ケルプの前にあったパーソナルモニターに、三十代前半の帝国軍の制服に参謀肩けん章しようをつけた男が映った。

　その男は、ケルプに視線が合うなり敬礼した。

　あわてて敬礼を返したケルプを値ね踏ぶみするような目で見て、その参謀は言った。

『はじめまして、ケルプ中尉。私はエデッサ伯はく爵しやく領常じよう駐ちゆう軍司令部で参謀を務めるサイトウ中ちゆう佐さという者だ。帝国軍の階級で言えば、最初に敬礼をするのは君の方だが、身分から言えばワインガー男爵家の領主としての君の方が上になるので、私から先に敬礼をさせてもらった』

　ケルプは、胸を張って答えた。

「たとえ男爵家の世よ継つぎと言えども、軍においては私は一いつ介かいの士官に過ぎません。お心遣い御無用でお願いいたします」

　ケルプの答えを聞いたサイトウ中佐は、微び笑しようを浮うかべた。

『さすがはケルプワイン海かい賊ぞく団の次期族長だけのことはあるな、門もん閥ばつ貴族の子弟には、この軍の階級と身分制の二重構造を理解できん者も多くて困ることがしばしばあるのだよ』

　その、サイトウ中佐の言葉を聞いたとき、ケルプの脳のう裏りに、士官学校時代の門閥貴族のバカ息子むすこどもの顔が浮かんだ。

　そういえば、あの中には士官学校の教官のことを『平民出の教官』と呼んで命令を無視して懲ちよう罰ばつにかけられたバカもいたよな。

『どんな高位の貴族の子どもでも、士官学校を卒業したときの階級は少しよう尉いでしかない。軍の組織の中では、階級がすべてだ。貴族や平民という身分には意味がないのだがな』

「それで、このように根回しをしているわけですね」

　サイトウ中佐は、にやっと笑った。

『そうだ。私は、この球形陣じんのアルファ三四ブロックを指揮運用するエデッサ伯方面軍の司令部の参謀として、配下にある百四十六の諸しよ侯こう軍と独立惑わく星せい軍に指揮命令を行わなくてはならないのだが、諸侯の中には『平民出の参謀の命令など聞けない』とか言う者も多くてな、こうやって事前に挨拶まわりをやっておかないと、あとでとんでもないことになるというわけだ』

「でも、その命令はサイトウ中佐殿どのが個人的に出した命令ではなく、エデッサ伯方面軍の司令部としての命令です。それはエデッサ伯爵みずからが発した命令と同等のはずではないですか？」

『理り屈くつではな。残念なことに人間は理屈では動かないのだよ、ケルプ中尉。たとえばシミュレーションならば艦かん隊たいに位置座標を入力して、そこに移動しろといえば黙だまって移動するが、実際にはそうはいかない。遅おくれる艦隊もあれば、命令を聞かない艦隊もある。シミュレーションどおりに進む戦いなどありはしない』

　サイトウ中佐は、そこで言葉を切ると、ケルプの顔を正面から見つめてゆっくりと続けた。

『だから、私は君たちに期待している。その、君たちの臨機応変さに』

「臨機応変……ですか？」

　サイトウ中佐はにやっと笑った。

『そう、二年前、君たちがアウトニアでやったことだよ。いきあたりばったりに思いついた行動を取るのではなく、敵の出方に応じてどんな対処もできるように、ありとあらゆる方法を考えて手を尽つくした、あの戦いだ』

　ケルプは、内心の動どう揺ようが顔に出ないように苦心しながら答えた。

「期待されていることは大変嬉うれしいのですが、我々は重巡じゆん航こう艦一隻せきと軽巡航艦三隻、そして装そう甲こう駆く逐ちく艦四隻という小艦隊で、性能に至っては博物館行きのようなものばかりですので、ご期待にそえるかどうかわかりません」

『その、オンボロ艦隊で、君たちの仲間が何をやってのけたのか、それを知っている私としては、君たちに期待するのも当然だと思わんかね？』

「あれは、私たちがやった戦いではありません……」

　サイトウ中佐はうなずいた。

『確かに、あれをやってのけた人間は今、そこにはいない。しかし、君たちは彼がやったことの意味を知っている。ならば、君たちもまた彼と同じなのだと私は思うのだ』

　ケルプは顔を上げた。

　そして、姿勢を正してサイトウ中佐に向き直った。

　隣となりにいたマスクワードも。

　そして、そのときオピネルのブリッジにいた、すべての人間が……オペレーターたちも、すべてが立ち上がって同じ姿勢を取った。

「サモン軍管区方面軍ワインガー男爵領常駐艦隊のすべての将兵を代表して！」

　そう言ってケルプは敬礼した。

　ブリッジにいた全員がケルプにならって敬礼した。

　モニターの中でサイトウ中佐は、少し驚おどろいたような顔をしたあとで、あわてて敬礼を返した。

『そろそろ皇こう帝てい陛下の演説が始まる時間だ、私はこれで失礼するが……頼たよりにしているよ、ケルプ中尉』

「はい！　ありがとうございます！」

　通信モニターは切れた。




　エデッサ伯方面軍の旗艦、Ｆ級戦艦ジョスランの中央指揮室で、通信モニターに向かっていたサイトウ中佐は、肩かたの力を抜ぬくと、大きなため息をついた。

「どうしました？　根回しで文句でもつけられたんですか？　実力もないくせにプライドだけは人一倍って連中が多いですからね、地方諸侯は」

　横にいた参さん謀ぼう仲間が声をかけてきた。

　サイトウ中佐は、ゆっくりと首を振ふった。

「いや……その逆だ」

「逆？」

「あいつらは、実力はピカ一なのに妙みようなプライドなんかカケラも持っていない……そして。ここにはいない一人の男の下に結束している。おそらくこの百万の艦隊の中で最強の艦隊なのかもしれん」

　そのとき、中央指揮室にオペレーターの声が響ひびいた。

『マガザン帝国皇帝アリクレスト・マルス陛下のお言葉が始まります、緊きん急きゆう業務に従事している者以外は、通信モニターを開いてください』

　参謀たちは、顔を見合わせて肩をすくめると、メインスクリーンに視線を移した。

　メインスクリーンに、マガザン帝国の紋もん章しようが映し出されるのと同時に、勇ゆう壮そうなマーチが流れた。

　それは、帝国の第二の国歌とも言われている帝国軍行進曲だった。

　やがて、行進曲の音量が下がるのと同時に、玉座の前に立っている人物が、浮うかび上がってきた。

　金きん髪ぱつで碧へき眼がんの、女性とみまごうばかりの端たん整せいな顔つきの美青年。

　彼こそが、昨年即そく位いしたばかりの新皇帝、青年王アリクレスト・マルスだった。

　カメラが、バストショットに切り替かわるのと同時に、アリクレストは微笑ほほえんだ。

『忠勇なる我が帝国軍、及および堅かたき盟約で結ばれた独立惑星軍の諸君、私はマガザン帝国皇帝、アリクレスト・マルスである。今、我が帝国は建国以来最大の戦力をもって宿敵神聖ローデスに戦いを挑いどまんとしている。この戦いは過去二百年にわたる神聖ローデス連合との長き戦いに終しゆう止し符ふを打つ戦いとなるだろう。私はこの戦いのためにこの四ヶ月の間、将兵諸君と同じ物を食し、諸君らと同じ寝床どこで寝ねてきた、ここにいる私は皇帝陛下のアリクレストではない！　諸君らと同じ兵士としてのアリクレストなのだ！』

　カメラが引き、モニターにアリクレストの全身像が映った。

　アリクレストは、肩にかかっていた金色の豪ごう奢しやな刺し繡しゆうを施ほどこした長衣の片方をさばいて、右半身を開いた。

　薄うすいブルーの軍服に身を固めたアリクレストの右手には皇帝のシンボルである象ぞう牙げの指し揮き杖じようが握にぎられていた。

『帝国の中には、この戦いを無意味なものと論ずる者もいる。帝国は豊かであり、いまさら戦いによって何を得るのかと問う者もいると聞く。ならば私は答えよう、この戦いの目的を。この戦いは、この先千年にわたる帝国の平和のためだと！』

　アリクレストは右手に持った指揮杖を振りかざした。

『帝国は過去二百年の間、神聖ローデスによって平和を脅おびやかされ続けてきた。神聖ローデスの狂きよう信しん的な暴力の前に幾いく多たの尊い生命が失われてきた。その中には諸君らの父や祖父の名もあるのだ。帝国の人々は、常に恐きよう怖ふの影かげの下にいる！　神聖ローデスという恐怖の影の下に！　その影を振り払はらい、帝国の人々に太陽の下で幸福に生きる喜びを与あたえることができるのは我々だけなのだ！　諸君！　諸君らの前に立ちふさがるあの愚おろかなる狂信者どもの壁かべを見るがいい！　あの壁を打ち破ったとき、そのとき我々の前に太陽から燦さん燦さんと降り注ぐ平和という名前の道が開かれるのだ！　……そう、そして、その場に立ったならば、その道の先にあるものが見えるはずだ。そこにあるもの、それは肥ひ沃よくな、黄金の実りをもたらす大いなる土地なのだ！』

　振りかざしていた指揮杖を下ろして、アリクレストは両手を広げた。

『諸君！　再び私は諸君らに問う！　この戦いは誰だれのためかと。この戦いは、このアリクレストのためでも、帝国の貴族のためのものでもない！　この戦いは帝国の明日を担う子どもたちのためだ！　諸君らが進んだ一歩は、そのまま帝国の一歩だ！　諸君らが征せいした土地は帝国の土地だ！　諸君らの血をもって領した土地は、帝国に一ひと摑つかみの麦をもたらす、そしてその一摑みの麦が帝国の子どもたちを飢うえから守るのだ！　今、このときに私は諸君らに命ずる言葉を持たない。なぜならこれは命令ではないからだ！　私は諸君らに進むべき道となすべきことを指し示すのみだ！』

　アリクレストは、そこでいったん言葉を切った。

　そして右手に持った指揮杖を肩の高さに上げ、その指揮杖で正面を指示して言った。

『前へ！』




　時に帝てい国こく暦れき九百五十一年霜しも降ふり月七日午前八時十五分。

　ついに第九次桃もも星ぼし決戦の幕が開いた。
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　第六章　知ち恵えある者たち







『第一次防衛ラインピケット艦かん、残存数四○％を切りました！』

『フランドル男だん爵しやく領常じよう駐ちゆう艦隊全ぜん滅めつ！』

『エルゥイン独立惑わく星せい艦隊残存兵力皆かい無む！』

『アスラム軍管区司令部より撤てつ退たいの許可を求める通信が再三入電しています！』

『ラクシッド伯はく軍管区司令部より意見具ぐ申しん！　戦列艦の前面展開を急がれたし！』

『ベータ区担当司令部より連れん絡らく！　第一次防衛ラインはすでに機能せず！　第二次防衛ラインを前進させ防ぼう御ぎよスクリーンを展開するも、敵戦列艦主しゆ砲ほうに効果なし！　撤退の許可を出されたし！』

　帝てい国こく軍最高司令部の指揮中ちゆう枢すうコンソールの前で、オーガスタ大将は、次々に飛び込んでくる帝国軍の惨さん状じようを伝える報告を聞きながら、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　オーガスタ大将をはじめとする帝国軍首脳たちの目の前に投とう影えいされているスクリーンに、独立惑星軍の軽巡じゆん航こう艦たちが、敵の戦列艦の主砲の直ちよく撃げきを受けて、次々に四散してゆく光景が大写しになった。

　それは球形陣じんの外周部に配置されていた駆く逐ちく艦や軽巡航艦といった小型の戦せん闘とう艦で編成された前衛ピケット艦隊の展開した非力な防御スクリーンが、敵の主力艦の主砲の前に微み塵じんに打ち砕くだかれ、瞬またたく間に破は壊かいされていく姿だった。

　ローデスの戦列艦の放ったビームの棒が、帝国の球形陣の表面をなぞって行くたびに、帝国の球形陣の表面が確実に削けずり取られてゆく。

　ビームの消えたのちに発生する光点は、爆ばく発はつしてゆく小型艦の断だん末まつ魔まのきらめきだった。

　それは、リンゴの皮を包丁で剝むいてゆく姿に良く似ていた。

　リンゴと違ちがうのは。

　剝かれた皮に万を超こえた人命が存在していた、ということだった。

「なぜだ。最初は小艦かん艇てい同士の撃うち合いで始まるはずではなかったのか！」

　帝国軍総司令部の中枢指揮室の室内に、オーガスタ大将の、うめくような言葉が響ひびいた。

　第九次桃星決戦は、双そう方ほうの球形陣が同時に前進し、射しや程てい距きよ離りに入るのと同時に外周部の小型艦同士が砲火を交える、という、いつもどおりのパターンで始まった。

　しかし、その、いつもどおりの展開は最初の三十分だけしか続かなかった。

　小型艦同士がビーム砲の火ひ蓋ぶたを切って三十分過ぎたとき、いきなり神聖ローデス側は、外周部の小型艦を一いつ斉せいに後退させたのだ。

　帝国軍首脳は、すかさず前衛艦隊に追撃を命じた。

　……数で劣れつ勢せいにあるローデス軍の士気は低い、ならば総力で押せば、ローデス軍は戦意を喪そう失しつして退たい却きやくし、我々は押し勝つだろう。

　帝国軍首脳は、この希望的な観測を誰だれ一人ひとりとして疑っていなかったのだ。

　しかし、ローデス軍は、退却をしたわけではなかった。

　後退させた小艦艇艦隊の代わりに前面に出てきたのは、なんと主力である戦列艦、つまりＤ級Ｆ級といった戦艦で編成された神聖ローデスの主力のひとつ、白色枢すう機き卿きよう艦隊だったのだ。

　小艦艇に、戦列艦の大口径ビームを防御するすべはなかった。

　帝国軍の前衛艦隊は一方的に破壊されていった。

　それはもはや戦争ではなかった。

『アルファ防衛区の第一次防衛ライン壊かい滅めつ！　もはや組織的行動は不可能です！』

『第一次防衛ライン残存部隊三○％！』

　オペレーターの報告を聞いていた一人の作戦参さん謀ぼうが、たまりかねたように叫さけんだ。

「閣下！　戦列艦を前面に出しましょう！　このままでは前衛艦隊は壊滅してしまいます！」

　オーガスタ大将は、視線を玉座に投げた。

　中枢指揮室の中にある一段高い特別席で、モニターをながめていたアリクレストは、口元に薄うす笑わらいを浮うかべていた。

『陛下……』

　インカムで話しかけてきたオーガスタ大将をちらりと見て、アリクレストは言った。

「ローデス側の戦列艦が消費した弾だん薬やくはどれくらいかな」

『小艦艇は装そう甲こうも防御も薄い、たいした量ではない……それよりどうするつもりだ？』

「どうするって？　何が？」

　アリクレストは、心底わけがわからない、という顔をした。

「前衛艦隊を敵の攻こう撃げきを吸収する盾たてとして使い、こちら側の戦列艦を温存する、という当初の方針どおりじゃないか、何をあわてているんだい？　パパ」

『司令部では大将と呼べと言っておるだろう。いや、そんなことは後回しだ、当初の方針では、ローデス側が、いきなり戦列艦を前面に展開するなどということは考えていなかった。前衛艦隊の損そん耗もう率が高すぎる！』

　アリクレストは、肩かたをすくめた。

「何を言っているんだ、どのみち生意気な地方諸しよ侯こうどもや、帝国にすがらなければ生きていけない独立惑星軍で編成された前衛艦隊は消耗品さ。この戦いですり潰つぶすつもりだったんだ、思ったより早くケリがついただけのことじゃないか。それより、第一次防衛ラインの生き残りの軽巡航艦艦隊に、敵の戦列艦に突とつ撃げきを命令しよう、雷らい撃げきなら少しは効果があるだろう」

『無理だ、光子魚ぎよ雷らいの射程にたどり着く前にすべて撃げき沈ちんされてしまうにきまっておる！』

「いいんだよ、一発でも当たればめっけものだ、どうせあそこに置いておいても撃沈されるんだから」

　アリクレストは笑ってつけ足した。

「戦争に犠ぎ牲せいはつきものだし、こっちは百万の艦かんがあるんだ。半分しか残らなくても、それで相手を撃滅できれば、この戦争は勝てる。それに、後に残るのはマルス家の艦隊だから、帝てい国こくの国内のパワーバランスは動かないしね」




　エデッサ伯はく方面軍旗艦のブリッジでは、怒ど号ごうが飛び交かっていた。

『中央司令部より、アルファ三四ブロック第一次防衛ラインの残存軽巡航艦に、敵戦列艦に対し突撃を命令せよ、敵艦に肉にく迫はくし雷撃を行え、とのことです！』

「こっちの戦列艦はどうなっているんだ！　戦列艦の掩えん護ご射撃がなくては、絶対に射程距きよ離りまでたどり着けるわけがない！」

『我が方の戦列艦に動きなし！　各方面軍の旗艦で掩護射撃を行えとのことです！』

「方面軍の旗艦だと？　アルファ三四ブロック前衛艦隊で旗艦としてＦ級もしくはＤ級の戦艦を使用しているのは、我々エデッサ伯方面軍と、ベッセマー伯方面軍だけではないか！　たった二隻せきの戦艦で何ができるというのだ！」

　サイトウ中ちゆう佐さは、ブリッジの奥、一段高い座席に座った白はく髪はつの老人を見上げて叫んだ。

「伯はく爵しやく！　この状態で総司令部が戦列艦を動かさぬということは。マルス家の意思は明白です！　彼らは私たち地方諸侯を使い捨てにするつもりなのです！」

　白髪の老人は、瞑めい目もくしたまま無言だった。

「伯爵！　これは無む駄だ死じにです！　彼らは無駄に死ぬためにここまでやってきたわけではありません！」

　サイトウ中佐が再び声を上げたとき、老人はゆっくりと目を開けた。

「我々は帝国の皇帝に忠誠を誓ちかい申した臣下の身なれば、皇帝の指し示すところ、たとえそこに煉れん獄ごくの炎ほのおが燃えようと、我々はそこに赴おもむかねばならぬ……参謀長、第一次防衛ラインの残存艦隊に突撃命令を……」

「伯爵！」

　老人は、かっと目を見開くと叫んだ。

「我が命令に逆らうか！」

　サイトウ中佐は老人を正面から見つめて、ゆっくりと言った。

「それが……貴族の誇ほこりだとおっしゃるのなら……」

　白髪の老人はシートから立ち上がった。

「そうじゃ！　これが貴族の誇りじゃ！　全軍に。帝国軍全軍に知らしめよ！　共通周波数で発するのじゃ！　我ら、帝国皇帝の命にたがうことなし、と！」

　伯爵は、わかっている。

　わかっていて……そして……。

　サイトウ中佐は両手を握にぎり締しめたあとで、ゆっくりと手を開き……そして敬礼した。

「了りよう解かいいたしました」




　帝国軍総司令部の中ちゆう枢すう指揮室にオペレーターの報告が届いた。

『第一次防衛ライン配備軽巡航艦艦隊、突撃開始』

『軽巡航艦艦隊より全軍宛あてにメッセージが発せられております』

　敵味方位置表示スクリーンを見ていた参さん謀ぼうが顔を上げた。

「メッセージ？　文面は？」

『我らは帝国の貴族の誇りを持って皇帝の命にたがわず、です』

　参謀は、視線を皇帝に移した。

　アリクレストの表情は変わらなかった。

　アリクレストは、口元に薄笑いを浮かべたまま、最前線の軽巡航艦艦隊が、無意味な突撃の果てにローデスの戦列艦の防ぼう御ぎよ砲ほう火かの前に撃沈されてゆく姿を見ていた。

　そして、残存していた四百隻の軽巡航艦が。ことごとく撃沈されたことを知ったとき、初めて口を開いた。

「ふん。田舎いなか貴族の誇りとやらは、何の役にも立たなかったようだね、さて、そろそろ第二次防衛ラインを前に出すとするか」




「ひでえ戦いだな、こんな一方的な戦いになるとは思ってもいなかったぜ。戦列艦の艦隊に、軽巡航艦やら駆く逐ちく艦をぶつけるなんて、とんでもない大おお馬ば鹿かだ」

　重巡航艦オピネルのブリッジで、状じよう況きようを見ていたケルプが、顔をしかめてつぶやいた。

「第一次防衛ラインは、ほぼ壊かい滅めつのようですね。今残存艦かん艇ていを再集結させていますが、総数の八○％以上が沈しずんだようです」

　マスクワードが、沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずいた。

「次は俺たちに前に出ろ、と言ってくるに違ちがいないな。ビクトリノスとアルマーに連れん絡らく。我が艦隊の前面に進出し多重防御スクリーンの展開準備！」

「了解！」

　特務艦ビクトリノスのブリッジでは、ケルプから命令を受けたタカハジ大佐が、ニヤリと笑った。

「よーし！　ハンプティダンプティの見せ場がやってきた！　腕うでの見せ所だ！　防御フィールドオペレーター！　気を抜ぬくなよ！」

　ケルプたちサモン軍管区常じよう駐ちゆう艦かん隊たいの前に、ビクトリノスとアルマーの二隻の特務艦がゆっくりと進み出た。

　ずんぐりとした外見のその二隻せきは、ほとんど同じ形状をしており、ケルプワイン海かい賊ぞく団からは『ハンプティダンプティ』というあだ名で呼ばれていた。

　この二隻の艦に搭とう載さいされているのは、強力な反応炉ろと、その反応炉によって駆く動どうされる強力な多重防御スクリーン発生装置であり、この二隻の展開する多重防御スクリーンの強度は、帝てい国こく、ローデス両軍の、どの戦艦の持つ防御スクリーンより強力だった。

　二隻の特務艦が艦隊の前面に展開し終わったそのとき、オピネルのブリッジのサブスクリーンに、オペレーターの女性士官が映った。

『エデッサ伯はく方面軍司令部より命令！　第二次防衛艦隊は、すみやかに帝国軍前面に展開し、敵に痛つう撃げきを与あたえよ……です』

　ケルプとマスクワードは顔を見合わせて苦笑いを交わした。

「敵に痛撃を与えよ？　敵より痛撃を与えられよの間ま違ちがいじゃないのか？」

「確かに、そっちの命令の方が簡単に結果を出せそうですがね」

　ケルプは、通信オペレーターの困ったような顔に気がついてあわてて答えた。

「了解した、と返答しておいてくれ」

『了解しました』

　通信オペレーターは、ほっとしたような顔をして一礼するとサブスクリーンを閉じた。

　右手で作った握りこぶしを左手に打ちつけながら、マスクワードが言った。

「さて、いよいよ出番ですね」

「ああ、無む駄だに死なせたがる大馬鹿どもに、無駄に死なない戦い方を見せてやるときがきたってわけだ」

　ケルプは、そう言ってから一いつ瞬しゆん何かを考えるような顔つきになった。

「どうかしましたか？」

「あ。いや、俺が昔あいつに言った言葉を思い出したんだ……本当の戦いとは死人の数を競うような戦いじゃない、お前はそれを証明するために必ず帝星に帰ってくるんだ……ってな」

　マスクワードは、正面のスクリーンを見上げた。

　そこには、壊滅した第一次防衛ライン艦隊の生存者を捜そう索さくするために、残ざん骸がいの中を飛び回る無数の救助艇ていの姿が映っていた。

「あの方が、この光景を見たら……何と言うでしょうか」

「きっと何も言わない。何も言わずに泣きながらアリクレストを殴なぐり倒たおしに行くだろうな」

「泣きながら……ですか？」

　ケルプはうなずいた。

「ああ、あいつは涙なみだもろいから、きっと泣く。でも、ああいった人間は泣いてからが怖こわいんだ。あいつの涙は弱さじゃないんだ」

「わかるような気がします……」

　メインコンソールを操作して、艦隊内通信を開いたケルプはすべての艦が応答したことを示すシグナルを確かく認にんしてから、ゆっくりと言った。

「サモン軍管区サーモニア艦隊。前進！」

　艦隊の前方左右に位置したビクトリノスとアルマーの間に多重防ぼう御ぎよスクリーンが展開された。

　その後方を、ケルプの艦隊はゆっくりと前進しはじめた。




　前進したケルプたちが第一次防衛ラインに配置されていた前衛艦隊の残骸が漂ただよう空域に達したそのとき、感応端たん末まつインカムをつけたオペレーターが叫さけんだ。

『高エネルギー反応！　敵第一斉せい射しや来ます！』

「各艦密集隊形！　防御スクリーン全力展開！」

　ケルプの命令が飛んで、一呼吸しないうちに、いくつもの青白いビームがはるか彼方かなたからやってきた。

　ビームは、宇宙空間に漂う前衛艦隊の残骸の無数の細かな破片をエネルギー化させながら、ケルプたちの脇わきを通り過ぎていく。

『後方艦隊に直ちよく撃げきを受けた艦がいくつか出たようです！』

「悪いが今はまだ他の艦隊のことまでかまっていられない……今のは初しよ弾だんだ、次は偏へん差さをかけて撃うって来るぞ！　発射点を特定できたか？」

『解かい析せき終しゆう了りよう！　敵艦の位置を、ほぼ特定できました』

「よし！　展開した防御スクリーンを、その位置に対して正対する位置に修正しろ」

『修正座標が出ました！　Ｘ九六七三・Ｙ五○八一・Ｚ○九○です！』

「艦隊を修正値にあわせて移動！」

　ケルプ達の前面で防御スクリーンを展開していた二隻の特務艦が相そう互ごの位置を変えるのと同時に、その二隻の間に張られていたスクリーンの一枚板が、ゆっくりと方向を変え始めた。

　そして、それと同時に、その後方に位置していた艦隊の各艦が今までの位置からスクリーンの陰かげになる位置に移動した。

『敵艦発はつ砲ぽう！　第二斉射来ます！』

　青白いビームが二発、ほぼ同時にケルプ達の前面に展開された防御スクリーンに命中した。

　防御スクリーン全体が一瞬白く半はん透とう明めいになり、スクリーン越ごしに見える宇宙空間が歪ゆがむが、ビームは貫かん通つうしなかった。

　オペレーターに向かってケルプが叫んだ。

「艦隊にダメージは？」

『ありません！』

『タカハジ大佐よりジェネレーターの負荷についての報告が来ました、モニターを開きます』

　ケルプ達の見ているメインスクリーンに開いたサブウインドウの中に、満面の笑えみを浮うかべたタカハジ大佐の顔が映った。

『新型の防御スクリーンは、完かん璧ぺきです！　敵の遠えん距きよ離りビームなど、どうということはありません、同時に二発食らっても負荷は総出力の四○％です！』

「よし、その状態なら、スクリーンの間かん隔かくを広げることは可能だな」

『ええ、今の四倍の面積まで広げても、貫通されることはないと思われます』

「わかった、間隔を広げる用意をしておいてくれ」

『了解しました』

　サブスクリーンが閉じるのと同時にケルプは通信オペレーターを呼び出した。

「エデッサ伯はく方面軍司令部の、サイトウ中ちゆう佐さを呼び出してくれないか」

『了解しました』

　通信を待つ間にも、何発ものビームが防御スクリーンに命中していたが、ケルプ艦かん隊たいにはまったく損害は生じていなかった。

　周辺の状じよう況きようを確認していたマスクワードが、顔をしかめた。

「まわりはひどい状態です。このままじゃあ第一次防衛ラインの艦隊の二の舞まいだ」

「そうさ、だから俺たちの盾たての後ろに、他の艦隊を入れようと思ってね」

　マスクワードはちょっと目を見開いてからうなずいた。

「それで司令部に連れん絡らくを取ったわけですか。

　それにしても隣となりに配置されている艦隊どうしで会話ができないなんて、帝てい国こくの参さん謀ぼうどもは何を考えているんでしょうね」

　ケルプは、三次元モニターに映る球形陣じんの中央に鋭するどい目線を投げてつぶやくように言った。

「信用していないんだ……前線の俺たちをな」

『司令部参謀のサイトウ中佐と連絡がつきました、お繫つなぎします』

　サブスクリーンに映ったオペレーターの顔は、すぐにサイトウ中佐の顔が取って代わった。

『こちらから連絡を取ろうと思っていたところだった。サーモニア艦隊の前面に展開されている防御スクリーンは、ひょっとして……』

「ええ、そうです。二年前ミリオン傭よう兵へい隊との戦いで使った鉄てつ壁ぺき艦隊のアイディアを、さらに発展させたものです」

　サイトウ中佐は、悔くやしそうにつぶやいた。

『私も、あの戦法を研究したとき、その有効性に注目していた。何度も意見具ぐ申しんを行ったのだが、帝国軍はこの種の装備に冷れい淡たんで、まったく考こう慮りよしてもらえなかったのだ。防衛を第一に考える艦隊など、敢かん闘とう精神に欠けている、前線の兵士にとって百害あって一利なし、と言われてな……』

「自分たちが無益に死んでゆくという事実を目の前で見せられた方が、よほど士気を下げると思います。あの防ぼう御ぎよスクリーンは今の四倍の面積まで拡大可能です。アルファ三四ブロックの第二次防衛艦隊の形状を変へん更こうして、スクリーンの後方に単縦陣を組ませてください！」

『その陣形を取れば、被ひ害がいは少なくなるだろうが、我々だけが残っても他のブロックが壊かい滅めつしてしまったのでは、意味はない』

「ええ、ですから、他のブロックに伝えてください。軽巡じゆん航こう艦以下の小型艦を後方に下げて艦隊旗艦の重巡航艦やＡ級の巡戦艦などを前面に密集させて大型艦の防御スクリーンを多重展開させるように、と」

　ケルプはそこで言葉を切ってつけ足した。

「帝国の参謀本部は、あくまでも戦列艦を温存するつもりのようです、彼らが動いてくれないのならば、こちらでなんとかするしかありません！」

『わかった！　すぐに意見具申をする！　これ以上無む駄だな死人を出したくないからな』

　そこまで言ったとき、サイトウ中佐は、ケルプの視線に気づいたようだった。

『どうかしたかね？』

「あ、いえ、なんでもありません。あなたのような方が帝国の参謀本部にいてくれたら……と考えただけです」

『四ヶ月前まで、私は帝国軍作戦指導本部の補ほ佐さだったのだよ』

　驚おどろくケルプの顔を見て、サイトウ中佐は口調を変えた。

『まあ、過去は過去、今は今だ。今このときに自分のやるべきことをやることの方が大切だからな……各ブロックの司令部への作戦伝達は任せてくれ』

「よろしくお願いします！」

　短く敬礼を返してサブスクリーンからサイトウ中佐が消えた。

　ケルプは、通信コンソールを操作した。

「防御スクリーン間隔拡大開始！　サーモニア艦隊各艦へ、さらに間隔をつめろ！　これからこの一角は満員電車より混みだすぞ！」

　第二次防衛ラインに展開している艦隊が編成を変え始めたことに、帝国の総司令部が気がつくのに、そう時間はかからなかった。

『第二次防衛ライン艦隊に動きが見られます！』

『第二次防衛ライン総司令部より連絡！　艦隊編成を変えて、損害を抑おさえつつ前進するとのことです』

　中ちゆう枢すう指揮室のマルチスクリーンに、前面に出た大型艦が密集隊形で相そう互ごに防御スクリーンを展開し合うその後方に、小型艦かん艇ていが密集している姿が映った。

「なかなかやるな！　あれならば損害を抑えて待機することができる」

「あのまま待機していれば、敵艦が接近してきたときに、雷らい撃げき戦に持ち込めるぞ」

「特にあの強力な防御スクリーンを展開しているアルファ三四ブロックの艦隊は見事だな。あれは帝国軍ではないのか？」

「あそこはエデッサ伯はく方面軍の持ち場だ。サーモニア艦隊が持ち込んだ個人装備らしい」

　参謀たちが交かわしていた会話を聞いたアリクレストの表情が険しくなった。

　自分の前にあるコンソールを操作して、艦隊情報を読んだアリクレストは、一いつ瞬しゆん目を見開いたあとで、にやりと笑ってつぶやいた。

「……そういうことか」




　五分後。

　帝国軍総司令部から届いた命令を見たサイトウ中ちゆう佐さは目を疑った。

「サーモニア艦隊だけを前進させ、敵に誘さそいをかけろ……だと？　何を考えていやがるんだ、総司令部の連中は！」

　エデッサ伯方面軍の司令部にいる参謀たちがざわめいた。

「あのような小艦艇だけの艦隊を前進させても、敵が食いついてくるわけがない、逆に各個撃破されてしまうぞ」

「総司令部は、何度同じことを繰くり返させるつもりなんだ！」

「俺たちは何のために戦っているんだ？　誰だれかその答えを教えてくれ！」

　そのとき、司令部の奥の席に座っていた伯はく爵しやくが、ゆっくりと言った。

「サーモニア艦隊に命令を伝えよ」

　エデッサ伯方面軍の司令部を一瞬の静せい寂じやくが支配した。

　伯爵は静かに言った。

「かくのごとき者を皇こう帝ていに擁ようし、この戦いを始めたのは、我々である。我らの蒔まいた種を我らが刈からねば誰が刈るというのだ」

　黙だまりこくった参さん謀ぼうたちを見み渡わたして伯爵は続けた。

「このような馬ば鹿かなことを続けていれば、おそらくこの戦いは帝国の敗北に終わる。しかし、皇帝は、忠誠を誓ちかい、皇帝の命令のままに死んでいった我々にその責任を負わせることはできん。我々の艦隊は一隻せき残らず沈しずむだろう、しかし、誰かが生き残る。生き残った者が真実を伝える。その真実のみが帝国を変えてゆく。そのために我々はここで死なねばならぬのだ！」




　一分後。

　サーモニア艦隊の旗艦オピネルのブリッジでサイトウ中佐から命令を受領したケルプは、サイトウ中佐の姿が消えた通信モニターを見てぽつりと言った。

「無駄に死なせたくはない。何が何でも生き残ってほしい……か」

　マスクワードがうなずいた。

「あの人が帝国の作戦参謀だったなんて信じられないですね」

「だから参謀から左さ遷せんされたんだろう。帝国じゃあ、無駄に死ぬな、なんて言うような人間は左遷されるんだ」

　マスクワードはにやりと笑った。

「そして、死ぬことは無駄だ！　生きろ！　というような人間はお尋たずね者にされてしまうわけですね」

「そうだ、あいつがここに立っていれば……と、心の底から思うな」

　ケルプはそこで言葉を切ると、コンソールを操作して、メインモニターにシンボライズされた一枚の絵を投とう影えいした。

「いよいよこいつの出番だな。心理的な効果だけで、実質的な防ぼう御ぎよ効果は皆かい無むだけどな」

　マスクワードは笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、効果を信じましょう。あなただって二年前は、あの方の立てた作戦を積極的に支持して、いつも心配するな、絶対にうまくいくと励はげましていたじゃありませんか」

　ケルプは肩かたをすくめた。

「あの作戦はあいつが考えた作戦だが、これを考えたのは俺だからさ……俺は今になってあいつの不安がわかるぜ」

　そのとき、通信オペレーターがサブスクリーンに映った。

『タカハジ大佐から回答！　防御スクリーンの不可視化及および映像投影装置の準備完かん了りよう！』

　ケルプはうなずいた。

「よし、こちらからの命令を受けるまで待機するように伝えてくれ」

『了解しました』

　メインコンソールを操作して演算結果を確かく認にんしていたマスクワードが顔を上げた。

「こちらがあと三百リード前進した時点で、スクリーンに投影した映像をローデス側の各個の艦かん艇ていが確認できるはずです」

「よし、敵の部隊編成のデータは確認したか？」

「敵の戦列艦を指揮しているのはアウディエンシア枢すう機き卿きように間ま違ちがいありません。ガチガチのローデス原理主義者です」

　ケルプはにやっと笑った。

「そりゃあ面おも白しろくなりそうだ」

　メインブリッジの中央に立ってメインスクリーンを見上げたケルプは右手を水平に上げて、そして言った。

「サーモニア艦隊！　前進！」




　帝国軍全軍の見ている前で、サーモニアの艦隊は前進を開始した。

　巨きよ大だいな球形陣じんから見れば、ほんとうにちっぽけな防御スクリーンを前面に押したて、その後方に老ろう朽きゆうとしか言いようのない旧式な少数の艦が続く。

　その光景を見た誰もが顔をそむけた。

　だれが見てもそれは自殺的な前進にしか見えなかった。

　このとき、帝国軍の誰もが、この、たった数隻の艦隊に前進を命じた帝国軍の司令部の良識を疑った。

　その疑いは、この光景を見ていた帝国軍の軍人すべての心の底に深く刻まれていった。




　やがて、ローデス艦隊からメインビームが矢のように撃ち込まれはじめた。

　途と切ぎれることなく撃ち込まれ続けるそのビームを、すべて受けとめた防御スクリーンの全体が白く輝かがやいた。

　その防御スクリーンの陰かげでサーモニア艦隊は、じりじりと前進を続けてゆく。

　サーモニア艦隊の防御スクリーンが、普ふ通つうの防御スクリーンでは、とうに貫かん通つうされてしまうであろう数のビームをすべて受け止めていることに帝国軍の誰だれもが驚おどろいたそのとき。

　白く輝いていた防御スクリーンに、何か絵のようなものが見えた。

　それは、一匹ぴきの動物の絵だった。

　帝国軍の後方でスクリーンを見ていたひとりの参謀がつぶやいた。

「あれは……聖せい獣じゆう？」

　そう、それは水鳥のようなくちばしを持った想像上の動物の絵だった。

　ローデス教の神の化身と言われている聖なる獣けものの映像が防御スクリーンに浮うかび上がったのだ。

　ローデス教徒にとって、聖獣は神聖にして不ふ可か侵しんのものとされていた。

　その聖獣にビーム砲ほうを撃ち込むことにためらいを感じたのだろう、ローデス側の砲火がぴたりと止まった。

「思ったとおりだ！　あいつら異い端たん審しん問もん官が怖こわいからビームが撃うてねえんだ！　よし！　今のうちに距きよ離りを詰つめる！　全速前進！」

　ケルプの指示を待っていたかのようにサーモニアの艦隊は加速した。

　ローデスの異端審問官とは、宗教国家ローデスならではの制度だ。

　日常のすべての行こう為いが宗教的な意味を持つとされているローデス教では、その行為がローデス教の教えに基もとづいているかどうかを判断する宗教的指導者がどこの組織にもいる。

　特に軍隊には、軍人の行動が戒かい律りつに反しないように常に監かん視しする異端審問官と呼ばれる役職の者が置かれており、作戦行動から人事権に至るまでありとあらゆる権限を持っていた。

　ローデス連合の最高神学府に進んだエリート中のエリートだけが審問官になることができるとされていて、中には優ゆう秀しゆうな人間もいるのだろうが、単に宗教の戒律を厳守させることだけを学んだガチガチの石頭の持ち主の方が多い。

　ケルプは、その異端審問官の石頭につけ込んだのだ。

　攻こう撃げきが止まったままのローデス軍の戦列艦たちを見て、ケルプがにやりと笑った。

「異端審問官どもが、経典の解かい釈しやく書をひろげてあーだこーだ言い合っている光景が目に浮かぶぜ……さあ！　今のうちにもっと距離を詰めるんだ！」

　やがて、異端審問官の統一見解が出たのだろう、ローデス側のビーム砲の斉せい射しやが始まった。

　聖獣を投とう影えいした防ぼう御ぎよスクリーンに何発かのビームが命中するが、そのときすでにケルプたちは光子魚ぎよ雷らいの射程ギリギリのところまで近づいていた。

「よっしゃ！　とどめだ！　ローデス側の艦隊周波数で揺ゆさぶりをかけろ！　この距離ならジャミングもデコードも関係ない！」

『了りよう解かいしました！』

　そのとき、ローデス側のすべての艦のブリッジに、いきなり音声と文字でメッセージが流れた。

『聖獣に弓引くアウディエンシア枢機卿は異端者なり！』

『かつて聖獣の絵姿を踏ふみし子どもを神への不敬の名のもとに斬ざん首しゆせし男が、今聖獣に弓引くその姿を見よ！』

『アウディエンシア枢機卿は真のローデス教徒に非あらず！　異端者なり！』

　ローデス艦かん隊たいは再び混乱したのだろう、ビーム砲の発射がぴたりと止まった。

　サーモニア艦隊の旗艦オピネルのブリッジで、ケルプが叫さけんだ。

「今だ！　重雷らい装そう軽巡じゆん航こう艦ラブレス、ガーバー、ウェンガー前へ！　装そう甲こう駆く逐ちく艦サカイ、ヘンケル、ダマスカス、ゾリンゲンは両りよう翼よくに展開！　ビーム攪かく乱らん粒りゆう子し搭とう載さい魚雷を発射！」

　防御スクリーンの脇わきから躍おどり出た三隻せきの軽巡航艦が、目の前に並んでいるローデスの戦列艦に向かって、その最大の武器である百数十発の光子魚雷を発射し、一いつ瞬しゆん遅おくれて装甲駆逐艦たちがビーム攪乱粒子搭載魚雷を発射した。

　ローデスの戦列艦は退たい避ひ行動を取ろうとしたが、密集隊形を組んでいた戦列艦に行動の自由はなかった。

　光子魚雷は見る見るうちにその距離を詰めてゆく。

　ローデスの戦列艦の手前で、装甲駆逐艦たちの放った魚雷が爆ばく発はつし、空間に虹にじ色いろのビーム攪乱粒子による幕が張られたのを見たケルプが叫んだ。

「そーれ逃にげろ！　結果なんざ、あとからいくらでもわかる、さっさと逃げないと、ローデスの軽巡航艦が追いかけてくるぞ！」

　サーモニア艦隊はくるりと方向を変えた。

　前に出ていた軽巡航艦と装甲駆逐艦は、ぐんぐん加速して戦場離り脱だつにかかった。

「あいつら荷物がなくなったから速い速い、下手するとこっちが置いていかれてしまう！」

　オピネルのブリッジでマスクワードがそう言ったそのとき、オピネルの後方でいくつもの爆ばく炎えんがきらめいた。




　光子魚雷の爆炎が収まったとき、そこにいたローデス軍の戦列艦のほとんどが損傷を受けていた。

　特に中央に配置されていた数隻は、沈しずみこそしないものの、ほとんど戦せん闘とう不能の状じよう況きように陥おちいっていた。

　息を殺してその光景を見ていた帝てい国こく軍の全軍が歓かん声せいを上げた。

「やった！　あいつら……やりやがった！」

「あのオンボロ艦隊でローデスの戦列艦に一撃食らわしやがった！」

「あいつらは……何者なんだ？」

「知らないのか？　サーモニアといえば、ケルプワイン海かい賊ぞく団の連中だぞ！」

「あのアウトニア戦役のか！」

「ああ、あの、ケルプワイン海賊団だ！」

　ローデス側が、その損傷した戦列艦を後方に下げ、今まで後方に下がっていた小型艦たちをあわてて前面に展開しはじめるのと同時に、帝国軍総司令部の中ちゆう枢すう指揮室に、通信オペレーターの報告が飛び交った。

『レーモン伯はく方面軍司令部より意見具ぐ申しん！　この機を逃のがすことなく追撃の命令を出されよ！』

『ゴドフロワ伯方面軍司令部よりも意見具申入電！　敵戦列艦後退のきざしあらば我突とつ撃げきの用意あり！』

『ボヘモンド侯こう方面軍司令部より入電！　追撃の許可を求めております！』

　参さん謀ぼうたちは一気に活気づいた。

「よし、ここで一気に押せばローデスの陣じん形けいを崩くずすことができる！」

「こちらの戦列艦を出しましょう！　今度はこっちがお返しをしてやる番です！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　敵の戦列艦はしばらく出て来れないでしょう、こちらの戦艦でワンサイドゲームに持ち込めるのは今をおいてありません！」

　進撃命令を出す前に、特別席に座っているアリクレストに視線を移したオーガスタ大将はちょっと驚おどろいた。

　興奮した空気に包まれた中枢指揮室の中で、アリクレストだけが、興味のない視線をモニターに投げていた。

「どうした？　作戦はうまく行ったではないか、何が不満なのだ？」

　アリクレストは、パーソナルモニターに映る、サーモニアの艦隊を指差しながらインカムに答えた。

『いや、僕が望んでいた結末と違ちがったからさ。僕が見たかったのはこんな筋書きじゃないんだ』

「帝国の勝利以外に望む結末などありはしないだろう」

　アリクレストは薄うすく笑った。

『それは結末じゃない、決まっている事実さ。僕が何をやろうとそれは動かない。だったら少しくらい遊んだっていいだろう？』

　こいつは……遊びで……数十万の兵士を殺したというのか……。

　オーガスタ大将の心の中を、一いつ瞬しゆん、怒いかりが通り過ぎたが、平然としている息子むすこの顔を見たとき、怒りの代わりに一種感かん嘆たんにも似た感情が湧わいてきた。

　常人とは違うこの価値観こそが本当の王の資質なのかもしれん。

　掌しよう中ちゆうの珠たまのごとく慈いつくしんで育てた兵を、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負のときに土くれのごとく扱あつかえねば将は将たりえぬのだからな。

『あとは任せるよ、適当にやっておいてくれ。この体勢になれば数で勝まさる帝国の勝利は揺ゆるがないだろう。もう、僕の指示なんて必要ないさ。僕はちょっと疲つかれたから部屋にもどるよ』

　アリクレストは、ゲームに飽あきた子どものような口調でそう言うと席を立った。

　王とはああでなくてはならん……あれが、王の持つ余よ裕ゆうというやつかもしれんな。

　オーガスタ大将は、小さくうなずいてから、中枢指揮室に居並ぶ参謀達に向き直った。

「帝国軍全艦隊に命令！　球形陣じん、前へ！」




　このときまで、帝国も神聖ローデスも、球形陣を保ったまま正面からぶつかり合うことを避さけ、遠えん距きよ離りから敵の戦力を削けずるだけという消極策を取っていた。

　双そう方ほうとも、正面からぶつかりあったときの損害の多さを知っていたからである。

　しかし、ローデス側の主力艦かん隊たいの一つである白色枢すう機き卿きよう艦隊が損傷を受けて後退したのを見た帝国の総司令部は、ついにその消極策を捨てた。

　帝国軍は、小型艦かん艇ていの数でこそ優勢を保っているものの、主力艦の比率はローデス側とほぼ同等であった。しかし、今、その主力艦の数においても帝国は勝った。ならば帝国軍がその数の優勢さを最大限に使うときは今をおいてない！

　それが総司令部の決断だった。
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　第七章　奢おごる者たち







「進撃命令だと？　我々は後方に配置され、直接戦せん闘とうに参加しなくても良いはずではなかったのか？」

　帝てい国こく軍の球形陣じん全体に対する前進命令とともに、中央部に配置されていた戦列艦かんの艦かん隊たいに前面に展開せよ、との命令が出されたと聞いたとき、その戦列艦の艦隊司令であるエルキュール侯こう爵しやくは、驚いたように周りにいた参さん謀ぼうに聞いた。

「前衛艦隊の一部がローデスの戦列艦に損傷を与あたえたため、総司令部が我が方が有利と判断したものと思われます」

　参謀の言葉を聞いたエルキュール侯爵は、顔をしかめた。

「前衛艦隊だと？　ふん、地方諸しよ侯こうや独立惑わく星せい軍のはねっかえりが余計なことをしおって。あのまま黙だまって我々の弾たま除よけとしてじっとしていればよいものを……あいつらのせいで我々はやりたくもない撃うち合いなどをやらねばならん。高い金を出してそろえた戦艦を傷ものにされてはたまらんぞ……まあ、あんなゴミどもに、してやられるとはローデスもたいしたことはないということか……」

「では、艦かん隊たいに前進命令を出します」

　そう言って敬礼をした作戦参謀に、エルキュール侯は顔の前で手を振ふって言った。

「急いで行くことはない、他の艦隊が出てからでかまわんぞ」

　参謀は眉まゆをひそめて答えた。

「よろしいのですか？　この命令はオーガスタ大将ご本人の署名つきで出されております」

　エルキュール侯の顔色が変わった。

「なんだと？　間ま違ちがいないのか？」

「はい、間違いありません、すでに他の諸侯の軍は前進を開始しております」

「それを早く言わんか！　ここでマルス家の不興を買えば、わしがせっかく手に入れたエルサルク星系のロンジット鉱山の利権が他のものに取られてしまうではないか！　すぐに前進命令を出せ！　他の諸侯に遅おくれをとってはならん！」

「了りよう解かいしました！」

　参謀は敬礼を終えると、すぐに通信モニターにとびついた。

『前衛艦隊は、直ちに移動せよ！　エルキュール侯戦艦艦隊の進路を妨ぼう害がいするな！』

『エスターク侯戦艦艦隊及およびシュルツワン侯戦艦艦隊の前に配置された独立惑星軍の小しよう艦かん艇ていども！　じゃまだ！　下がれ！』

　第二次防衛ラインに配置されていた地方諸侯と独立惑星の艦隊に向かって、後方から前進してきた戦列艦の艦隊から横おう柄へいとしか言いようのない通信が飛び込んできた。

「何様のつもりでしょうね、あいつら」

　後方から迫せまってくる戦列艦の群をにらみつけて、マスクワードがつぶやいた。

「ああいったＤ級やＦ級、そしてＺ級の旗艦まで持ってるのは、帝国の名門貴族の金持ちと相場は決まってる。何様と言われれば、そうだな、殿との様さまってところじゃないのか？」

「殿様ですか？」

「ああ、アタマに『バカ』ってのがつくけどな」

　重巡じゆん航こう艦オピネルのブリッジにオペレーターたちの忍しのび笑いが満ちた。

「それにしてもあのバカ殿様たちはずいぶん殺気立っていますね。どう考えても前線に急ぐような連中じゃないんだが」

　マスクワードは、目の前を通り過ぎてゆくいくつもの戦艦艦隊の集団をながめてつぶやいた。

　その集団一つ一つがすべて数百隻せきの戦艦で編成された艦隊だった。

　本来、艦隊とは、様々な艦種の戦闘艦を組み合わせて、その複合力で戦うものだが、百万に及ぶ艦で構成された球形陣全体を一つの艦隊として運用するとき、同一の性能の艦を集団で運用したほうが、合理的であることは言うまでもない。

　この百万隻に及ぶ帝国軍の中で、戦艦として分類される艦の数は約五万隻。

　そしてそのほとんどが、名門貴族の指揮する艦隊に配属されていた。

「進しん撃げき命令は、オーガスタ大将からの直接命令だからな。マルス家のお力で艦隊司令になれた連中にしてみれば、一番早く動けばそれだけ目をかけてもらえる、ということなんだろうよ」

　ケルプの答えを聞いたマスクワードは肩かたをすくめた。

「ゴマすり男が、社長の葉巻の灰が床ゆかに落ちないように灰皿を持って走るようなものですかね」

「まあ、似たようなモンだな。それより、この先のことを考えると、例の中立フィールドの連中にスタンバイをかけて置いたほうがいいな」

「タカハジ大佐言うところの『金魚すくい部隊』ですね」

　ケルプはうなずいてから、正面のスクリーンを見つめた。

「亜あ光速で飛来するミサイルをホールドできるのはあれだけだからな」




　帝国軍の五万隻の戦艦のうち、皇帝の直接護衛部隊である近この衛え師し団だんに属する戦艦以外の主力艦隊の前線への展開が終わろうとしていたころ。

　今まで最前線でローデスの戦列艦の放つ主しゆ砲ほうビームにさらされていた銀河辺境の独立惑星、バリアン星系軍の旗艦ディブランのブリッジでは、参謀たちが、メインスクリーンに映る戦艦の列に向かって悪態をついていた。

「すげえ、見ろよあの戦艦。ドックからでてきたばかりみたいだ、塗と装そうが輝かがやいてやがる」

「撃ち合いなんて一度もやったことがないんじゃないのか？」

「さっさと前に出て、てめえらの責任を果たしやがれ！　戦艦と互ご角かくに戦えるのは戦艦しかいないんだ！」

　そのとき、その会話を聞いていたバリアン星系軍の参謀総長がつぶやいた。

「それは違うよ」

　参謀たちは、参謀総長を振り返った。

　バリアン星系軍の参さん謀ぼう総長は、若い女性だった。

　彼女は、戦せん闘とうのプロであり、この戦いのために特に招かれて参謀総長に就任した人物だった。

　バリアン星系軍のような辺境の星系軍が、帝国軍などで経験を積んだ士官を雇こ用ようすることは恒こう常じよう的に行われていたが、過去においてこれほどまでに若い女性士官が、参謀総長に就任したことはなかった。

　最初は戸と惑まどっていたバリアン星系軍の軍人たちだったが、この女性仕官の有能さに、三日もしないうちに心しん酔すいするようになった。

　参謀総長は、ブリッジに居並ぶ参謀を見回した。

「戦艦には戦艦しか勝てないなら、なぜ、サーモニアの艦隊はローデスの白色枢すう機き卿きよう艦隊を叩たたきのめすことができたんだと思う？」

　参謀たちは顔を見合わせた。

　そのうち、一人の参謀が、おずおずと言った。

「士気が高かったからでしょうか？」

　参謀総長は肩をすくめて小さく笑った。

「士気とか、やる気だとか、そのような精神論は、同等、もしくは、ほんの少し劣おとっている場合にのみ通用する。たとえ、どんな勇ゆう壮そうな言葉で鼓こ舞ぶされても、物理法則を精神論で捻ねじ曲げることはできない。防ぼう御ぎよスクリーンと装そう甲こうの厚さ、それは物理的な差だ、士気やら何やらでどうにかなるものではない。軽巡じゆん航こう艦かんの武器で敵の戦艦にダメージを与あたえることができる武器は何？　唯ゆい一いつ物理的に勝てるもの……」

　参謀の一人が顔を上げた。

「光子魚ぎよ雷らい……でも、光子魚雷の射程は敵のビームの射程に比べるとはるかに短い。だとしたら……敵のビームを防御できるものを用意して近づけばいい」

　参謀総長はにっこり微笑ほほえんだ。

「そう、そこまでなら誰だれだって考えつく。問題はそのあとだよね」

「そのあと？」

　いぶかしげな顔を見合わせる参謀たちに向かってその参謀総長は笑いながら答えた。

「戦力とは、物理的な武器の性能だけじゃない。それを扱あつかう人間の意志というのも戦力なんだよ」

「人間の意志……」

「そうさ、敵も私らも同じ人間なんだ、喜き怒ど哀あい楽らくの感情は同じさ。だとしたらそこにつけ込むというのも立派な戦法なんだよ……私はそれをあいつらからイヤというほど教わった」

「そういえば、参謀総長は以前……」

　その参謀の言葉を抑おさえるように参謀総長は命令を下した。

「通信オペレーター。第四五四ブロック方面司令部に通信！」

「了りよう解かいしました。通信文は？」

「我、戦列艦艦隊と配置転てん換かん完了、このまま第三次防衛ラインにて待機するものなり。署名、バリアン星系軍参謀総長ユイ・コットン」

「文面を確かく認にん、発信します」

　コットンは、小さくうなずいた後で、メインスクリーンの隅すみっこに浮うかぶ小さな点を目を細めて眺ながめた。

　こんどは何をやってみせてくれるのかな。

　ほんっと……あんたって人は、人をワクワクさせてくれる人だよね……ケルプ。




『戦列艦艦隊、定位置につきました』

　オペレーターの報告を、位置表示三次元スクリーンで確認したオーガスタ大将は、敵情報担当参謀に視線を投げた。

　その視線を受け取った参謀は、目の前にあるサブスクリーンにローデス軍の状じよう況きようを投とう影えいしてみせた。

「敵は戦列艦を後退させたあとを、重巡航艦を主体とした艦隊で埋うめようとしております。こちらの前衛艦隊を相手にするなら、重巡航艦でもいいと判断したのだと思われます」

「そこに、こちらの戦列艦が一いつ斉せい砲ほう撃げきをかけることになるわけだな」

「敵は重巡航艦ですので、火力はこちらより劣ります。こちらの損害は、はるかに低いものと思われます」

　オーガスタ大将は満足げにうなずいた。

「よろしい、砲撃開始！」




　球形陣じんの前面に展開した数万隻せきの戦艦が一斉にビーム砲の火ひ蓋ぶたを切った。

　戦艦一隻のビーム砲は二十から三十門。

　そのすべてから発射されたプロトンビームは細い繊せん維いが撚より合わされて作られた太いロープのようになって神聖ローデスの球形陣の正面にぶち当たった。

　ローデス側の球形陣の表面に展開された防御スクリーンは、一いつ瞬しゆん、そのビームの束を受け止めるかに見えた。

　しかし、ほんの一呼吸のあと、防御スクリーンは七色のスペクトルを散らして消しよう滅めつした。

　それは、暴徒が丸太でショウウインドウを突つき破るような暴力的な光景だった。

　ビームの正面に配置されていたピケット艦たちは、爆ばく発はつの閃せん光こうすら残さず、ビームの中で文字通り蒸発しエネルギーと化した。

　それらのピケット艦の後方に配置されていた軽巡航艦たちには、爆発するだけの時間的余よ裕ゆうがあったのだろう、ビームの中にいくつかのきらめきが見えた。

　そして、戦列艦の代わりに展開していた重巡航艦たちは、展開した防御スクリーンによって、浴びせかけられたビームの粒りゆう子しの中でもまだ物質としての存在を保つことができた……そう、数呼吸できるぐらいの時間は……。

　その、数呼吸ほどの時間の後、その一角に、おびただしい量の閃光が満ちた。

『正面に展開した敵重巡航艦艦隊の四○％を撃破！』

　帝てい国こく軍の総司令部に、戦果確認担当参さん謀ぼうの声が飛んだ。

「よし！　さらに戦果を拡大する！　第二斉射用意！　照準点をＹ軸じく方向に三十度偏へん差さしろ！」

「了解！」

　参謀の命令が、帝国の戦列艦かん艦隊に伝えられたそのとき。

　ローデス軍の球形陣の中で何かが急激にふくらんで行くのが見えた。

　それは、何かが爆発したときの爆ばく炎えんのように四方に広がっていく。

『敵、球形陣の中で爆発らしきもの発生！』

『爆発にともなう閃光は確認できていません！』

『スペクトル対比分ぶん析せきでも爆発には該がい当とうしません！』

　オペレーターたちの報告を受けた参謀が、メインモニターを見上げるのと、空間認識オペレーターの警告が飛ぶのは同時だった。

『高速飛来物……多数！』

『光子魚ぎよ雷らいか？』

『いや……ミサイルだ！』

『球形陣前面艦隊全艦に警報！　ジャミング開始！　防ぼう御ぎよ弾だん幕まくを張れ！』

　参謀の怒ど号ごうと、オペレーターが精神感応端たん末まつと併へい用ようされたインカムに出す指示の言葉が重なった。

『ジャミングが利ききません！』

　そのとき、帝国のすべての艦の共通系通信波に音楽が流れ始めた。

　それは、朗々と響ひびき渡わたる聖歌の合唱曲だった。

「汝なんじの神ローデスを讃たたえよ、我は神の御みもとに」と題されたこの歌こそ、神聖ローデス軍が進撃するときの進軍歌であり、そして、殉じゆん教きようのテーマであった。

　通信コンソールから流れたこの曲を聴きいた帝国軍総司令部の参謀たちの顔色が変わった。

『あれは……爆発じゃない！　ローデスの殉教ミサイルだ！』

　そう、ふくれあがる爆炎のように見えたのは、約二十万発に及およぶミサイルが発射された瞬間だったのだ。

　これが、ローデス側の反撃の最初の一歩だった。

　このとき、ローデス軍が戦線に投入した殉教ミサイルは、全長五メートルほどの小型のもので、その破は壊かい力は光子魚雷の十分の一程度しかなかった。

　ローデス軍が、この電子人格を搭とう載さいしたミサイルに与あたえたものは破壊力ではなく、速度と、運動性能だった。

　このミサイルの目的は、戦列艦を撃げき沈ちんすることではなく、前衛艦隊の防御砲火をくぐりぬけ、球形陣の奥深くまで侵しん入にゆうし、そこにいる帝国軍の中ちゆう枢すう部、つまり帝国皇帝とその幕ばく僚りようたちに一撃を与えるために設計されていたのだ。

　それは、ミサイルの形をした刺し客かくだった。

　二年前の第八次桃もも星ぼし戦役のとき、神聖ローデスが戦線に投入した殉教ミサイルの総数は数百発にすぎなかった。

　しかし、この数百発の殉教ミサイルのために、帝国側の前衛艦隊の旗艦は、ほぼ全ぜん滅めつの憂うき目に遭あった。

　殉教ミサイルは、指揮命令系統の中枢部だけを狙ねらったのだ。

　軍隊の組織とは、簡単に言ってしまえばピラミッド形に積み重ねられた組織である。帝国軍を見るならば、この巨きよ大だいな百万の艦からなる球形陣も、最さい末まつ端たんの組織はケルプたちのような数すう隻せきからなる小艦隊であり、その艦隊の旗艦には、それぞれの艦隊の司令部が置かれ、さらにそれらの司令部を統とう括かつして指揮する方面司令部が置かれ、さらにその上には、方面司令部を統括する防衛ライン司令部が置かれ……という構造で成り立っている。

　軍隊は組織であり、第一線で戦っている実戦部隊が手足だとすれば、司令部は頭脳にあたる。手足は目の前の戦線しか見えないが、頭脳は戦線全体を見渡すことができる。つまり、その頭脳にあたる司令部が破壊されれば、手足は動けないのだ。

　たとえ旗艦が撃沈されなくとも、通信系統が破壊され指揮命令ができなくなれば、その司令部は壊かい滅めつしたのと同じことになる。

　ローデスの殉教ミサイルは、旗艦の通信デバイスが集中している部分にピンポイントで命中した。

　電子人格によってコントロールされた、その命中精度は、過去において使用されてきた人工知能搭載のミサイルとは比べものにならないくらい高かったのだ。

　今、帝てい国こく軍に向けて飛来しつつある殉教ミサイルの数は約二十万。

　たとえその九○％を撃げき墜ついしたとしても、二万発のミサイルが球形陣じんの内部に侵入することとなる。

　それだけの数の殉教ミサイルが球形陣の内部に侵入すれば、その被ひ害がいの程度は想像を絶する。

『各防衛ラインの各艦！　オールウェポンフリー！　飛来する殉教ミサイルを撃うち落とせ！』

　総司令部参さん謀ぼうの命令は悲鳴に似ていた。

　当初の計画では、高速で飛来するミサイルなどを迎げい撃げきするためのパルスレーザー砲を大量生産して軽巡じゆん航こう艦に搭載する予定であったが、オーガスタ大将を始めとするマルス家の面々が開戦を急がせたため、この防空巡航艦への改装は見送られてしまっていた。

　その代わりに帝国軍が取った方法が、この過か剰じようと言えるほどの小しよう艦かん艇ていの動員だったのだ。

　小艦艇を格子状に多数配置し、防衛ラインを何重もの多重構造に設置したこの陣形の目的は、本来、殉教ミサイルを防御するために編み出されたものだった。

　すり抜ぬける隙すき間まもないくらいの密集陣形を取れば、球形陣内に侵しん入にゆうを図る殉教ミサイルが、どのラインを取っても必ず複数の艦艇の火線を横切ることになり、撃墜される確率が高くなると考えたのだ。

　しかし、この作戦を考案し運用するはずだった作戦参謀たちが左さ遷せんされたため、小型艦艇による密集陣形は本来の目的ではなく、単に百万隻を動員するという数合わせに成り下がっていた。

　帝国軍の作戦指導本部も、首脳部も、ローデスの殉教ミサイルの脅きよう威いを過小評価し、戦いの趨すう勢せいを決めるのは、艦隊決戦であり、主力戦艦どうしの砲ほう撃げき戦によるものであるという観念から一歩も出ることはなかった。

　このとき、帝国軍総司令部の首脳たちは、帝国皇帝が無用にすり潰つぶした前衛艦隊こそが、自分たちを守る盾たてであったことに、まだ気がついていなかった。




　朗々と聖歌を唄うたいながら、殉じゆん教きようミサイルたちは突とつ進しんしてきた。

　この殉教ミサイルに搭載された電子人格は、他の一切のデータベースから切り離はなされ、ローデス教の戒かい律りつと神学だけを教えられて育てられた純じゆん粋すい培ばい養ようの電子人格であり、彼らにとって自分の意味は文字通り殉教することだけだった。

　このミサイルの群を迎撃するために、防衛ライン上の艦船の火器管制を外し、各艦の自律判断に任せた参謀の命令は効果的だった。

　第二次防衛ライン上にあるすべての艦艇から、おびただしい量のビームとパルスレーザーが発射された。

　それは、戦列艦の主砲斉せい射しやに負けないほどのエネルギーの奔ほん流りゆうとなって殉教ミサイルを迎むかえ撃った。

　球形陣の手前の空間が無数の閃せん光こうによって埋うめ尽つくされた。

　その、閃光の群を見た参謀たちの顔に、一いつ瞬しゆん喜びの色が走ったが、その顔色はすぐに青ざめた。

　おびただしい閃光の群は、そのまま防ぼう御ぎよ砲火のエネルギーの帯に乗った形でぐんぐん近づいてきたのだ。

　それは、押し寄せるミサイルの群に、防御砲火が負けていることの証明だった。

「だめだ！　足りない！　防衛ラインが薄うすすぎる！」

「突とつ破ぱされるぞ！」

「近この衛え師し団だんに戦せん闘とう態勢を取らせろ！　そうだ！　近衛師団も直接戦闘に加わるんだ！　何？　やったことがないだと？　こういうときのために近衛師団ってのはあるんだろうが！」

　帝国軍の中枢指揮室の中には、参謀たちが隷れい下かの部隊に指示をする声が飛び交かっていた。

　殺気立った空気の漂ただよう部屋の隅すみに立っていた一人の高級参謀が、表情を変えぬままにオーガスタ大将に近寄ると耳打ちした。

　オーガスタ大将はうなずいた。

「まさか負けるとは思わんが……最悪の場合を考こう慮りよしておいたほうが良いかも知れんな……」




　そのころ、第二次防衛ライン上にいたサーモニア艦隊、重巡じゆん洋よう艦オピネルのブリッジではマスクワードが操艦オペレーターにやつぎばやに指示を出していた。

「防御スクリーンを展開したまま、アルファ三四ブロックエデッサ伯はく方面軍旗艦の前面に移動！　急げ！」

　艦の急激な方向転てん換かんによる慣性モーメントのずれにより、傾かたむいたコンソールの端はしにつかまって身体からだを支えながらケルプが通信コンソールに映っているタカハジ大佐に叫さけんだ。

「第一波来るぞ！　中立フィールド展開用意！　エデッサ伯方面軍旗艦のＦ級戦艦ジョスランを護まもれ！」

『オピネルではなく、エデッサ伯方面軍旗艦をですか？』

「ああ、殉教ミサイルが狙ねらうのは俺たちみたいな小物じゃない、エデッサ伯の旗艦がやられたら、他の艦隊との連れん携けいがとれなくなる、頼たのむ！」

『了りよう解かいしました』

　モニターの中でタカハジ大佐が敬礼をして消えた。

　サーモニア艦隊の防御スクリーンが、後方に位置していたエデッサ伯の旗艦の前面に展開されるのと、ほぼ同時に、殉教ミサイルの第一波が飛来した。

　真まっ直すぐに飛来してきた十数発のミサイルは、オピネルと軽巡航艦の火線に捕とらえられてそのままそこで閃光と化したが、二発がその火線をすり抜けて後方にいたエデッサ伯の旗艦であるＦ級戦艦ジョスランへと方向を変えようとした。

　そのとき、二発のミサイルの前方に白く輝かがやく楕だ円えん形の物体のようなものが投げつけられ、ミサイルはその楕円の物体の中に取り込まれてそこで停止した。

『そーれぃ！　金魚すくい一丁あがりぃ！』

　オピネルのブリッジにタカハジ大佐の声が響ひびいた。

　白い楕円形の物体は、空間に投とう影えいされた中立フィールドだった。

　殉教ミサイルは、この中立フィールドの中に取り込まれ、そこで一切の慣性を中立化され、停てい滞たいしてしまったのだ。

「よし、なんとかキャッチできたな」

　ケルプはコンソールを操作して艦かん船せんコントロール用の電子人格を呼び出した。

「アテナ！　あとは君に任せた。手はずどおり無力化を頼む」

『承知いたしました』

　やわらかい女性の声が答えた。

『敵味方になっているとは言え、同じ電子人格が死んでゆく姿は見たくありませんから』

「わかった、あとは頼むぞ」

『お任せください』

　ケルプと電子人格のアテナのやりとりを聞きながら、マスクワードは、メインスクリーンを見上げていた。

　殉教ミサイルの第一波は、球形陣じんの中ほどまで侵しん入にゆうしたのだろう、後方の主力艦隊の中でいくつもの閃光がきらめいていた。

「総合情報はどうなっている？」

　通信オペレーターが、マスクワードを振ふり返って答えた。

「共通データベースは停止したままよ！　こっちで他の艦隊の通信を解読しているけど、かなりの損害が出ているみたい……」

「そうか……苦戦になりそうだな」

　マスクワードはそこで言葉を切って少し考え込んでから言葉を続けた。

「まわりの艦隊がどう動くかで、このあとが大きく変わると思う……司令部からの通信が途と絶だえれば、他の艦隊の様子を知る方法は通信傍ぼう受じゆだけだ、頼むぞ、メグ中ちゆう尉い」

　メグ中尉と呼ばれた通信オペレーターは、にこっと笑った。

「任せておいて、それが仕事よ」

　サブモニターに情報解かい析せき担当士官が映った。

『殉じゆん教きようミサイルの分析結果が出ました。ローデスが発射したミサイルの約五○％は無む誘ゆう導どう、約三○％が人工知能、電子人格を搭とう載さいしているのは総数の一○％程度と思われます！』

　その報告と同時に、メインコンソールに女性の姿をしたホログラフが立ち上がった。

『タカハジ大佐の部隊の手によって捕ほ獲かくされた二発の殉教ミサイルのうち、電子人格が搭載されていたのは片方だけで、もう片方は人工知能でした』

　アテナは、そこで言葉を切るとひどく悲しそうな顔をした。

『殉教ミサイルに載のっていた電子人格は、人格年ねん齢れいが十歳ほどの子ども……女の子の人格でした……私には他人を憎にくむという概がい念ねんはありませんが、神聖ローデスは許すことができません』

「子ども……」

　ケルプとマスクワードは、球形陣の内部で瞬またたく閃せん光こうを見上げた。

「死ぬことの意味も何もわからない子どもをミサイルに載せて、敵に体当たりすることだけを教え込んだのか……」

　ケルプは目の前にあるコンソールを蹴けって叫んだ。

「許せねえ！　電子人格だって心はあるんだ！　俺はそれをあいつと……そしてヴァルから教わったんだ！」

　マスクワードは、通信コンソールに向かって指示を出した

「タカハジ大佐！　中立フィールドをフルに使ってできるかぎりの殉教ミサイルを救ってください！」

　通信コンソールのサブモニターに映ったタカハジ大佐は、真しん剣けんな目でうなずいた。

『事情はわかった、できるかぎり救ってみせる』

　そして、タカハジ大佐は後ろにいたオペレーターに向かって叫んだ。

『いいか！　お前ら！　これからやることは、金魚すくいだけど字が違ちがう！　金魚救いだ！』

　サブモニターに映っていたタカハジ大佐が消えるのと同時にケルプは通信オペレーターに向けて指示を出した。

「艦隊共通周波数で発信！『敵の殉教ミサイルの九割は本物にあらず、今までの防空システムで撃げき墜つい可能なり』」

「了りよう解かいしました！」

　そのとき、情報処理士官の切せつ迫ぱくした叫さけびがブリッジに響き渡わたった。

「第二波来ます！」

　メインモニターに、次の殉教ミサイルたちが迫せまってくる光景が映った。
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　第八章　誇ほこりなき者たち







　結果から言えば、帝てい国こく軍の防衛ラインを構成していた小艦かん艇ていたちは義務を果たしたと言えるだろう。

　もし、帝国軍に当初に計画されていたような緻ち密みつな防空陣じんがあれば、ローデスの殉教ミサイルの攻こう撃げきを防ぎ、反はん攻こうに転じることができたかもしれない。

　しかし、無む為いに失われた第一次防衛ラインの数だけ、防空陣は薄うすかった。

　防ぼう御ぎよ砲ほう火かの火か網もうをくぐりぬけ、球形陣内に侵しん入にゆうした殉じゆん教きようミサイルたちは、歓かん喜きの唄うた声ごえを上げながら、中心部に向かって突つき進んだ。

　近この衛え師し団だんの陣内に爆ばく発はつの閃光が走ったのを見たとき、帝国軍総司令部に言いようのない衝しよう撃げきが走った。

　それは千年近い帝国の戦いの歴史の中で、初めて近衛師団が直接戦せん闘とうに突とつ入にゆうした瞬しゆん間かんだった。

　近衛師団艦隊は、長年にわたり艦隊決戦を主眼において艦隊訓練を行ってきた。

　皇帝の盾たてとなるべき近衛師団が乱戦に突入することは、帝国が敗北することを意味していたからだ。

　近衛師団司令部は、艦隊の中に侵入してきた殉教ミサイルを迎げい撃げきするために、防御砲火の発砲を命じた。

　しかし、直接戦闘に突入したことのない火器管制士官たちにとって、その命令はパニック状態を引き起こすには充じゆう分ぶんだった。

　近衛師団の各艦の火器管制士官はヒステリー状態に陥おちいったまま前後の見境なくビームやパルスレーザーを撃うちまくった。

　戦艦の中には、何を血迷ったのか主砲を発射した艦すらあった。

　そして、その結果、防御砲火のほとんどは、ミサイルの向こう側にいた僚りよう艦かんに命中した。

　近衛師団艦隊の中に生じている爆発の閃せん光こうの正体は、殉教ミサイルを迎撃するために撃った防御砲火による同士討ちの爆発だったのだ。そして大混乱に陥った近衛師団艦隊に、さらに追い討うちをかけたのが、そのさなかに旗艦『マグダラン』に命中した一発の殉教ミサイルだった。

　そのミサイルは、マグダランの通信デバイスの集中した区画にピンポイントで命中した。

　マグダランのブリッジにある近衛師団艦隊司令部は、収拾のつかない状態に陥っていた艦隊をなんとか統制の取れる状態にするために必死だったのだが、その最中に通信設備が破は壊かいされてしまったのだ。

　情報統制が行われなくなったとき、艦隊の中に、瞬またたく間にパニックが広がっていった。

　隣となりの艦の横腹に、戦艦の大口径ビームと思われるビームが直撃するのを見た一隻せきの軽巡じゆん航こう艦の艦長が、上ずった声でオペレーターに聞いた。

「い、今のはミサイルなのか？」

「いえ！　ミサイルではありません、明らかに戦艦クラスの主砲です！」

　自分の艦と同型の艦が、爆発し真っ二つに折れてゆく姿を見たその艦長は、恐きよう怖ふに目を見開いた。

「なんだと？　ではローデスの戦列艦が、すでに我が球形陣の中まで侵入してきているということではないか！」

「そのような情報は来ておりません！」

　軽巡航艦の艦長は、ヒステリックに叫さけんだ。

「その情報を最初につかんだのが我々だとしたらそれは当然のことではないか！　通信オペレーター！　緊きん急きゆう周波数で発信だ、文面は『敵主力艦、球形陣内に侵入せり！　我砲撃を受け反撃中』だ！」

　通信オペレーターは、発信をためらった。

「艦長！　そのような情報を未み確かく認にんのまま発信してしまうことは……」

「何を言う！　隣の艦が戦艦の主砲を食らったのを見ただろう！　早く発信するんだ！」

　この通信によって生じた混乱は、火に油を注ぐどころの騒さわぎではなかった。それは燃え盛さかる火の中に爆竹を数百本まとめて投げ込んだような騒ぎを引き起こした。

　近衛師団の混乱と恐きよう慌こうは、そのままその中央に位置する帝国軍総司令部に伝染した。

「ローデスの戦列艦が我が方の陣内に侵入しただと？　確認しろ！」

「まさかそんなことはないと思うが……万が一にもそのようなことがあれば、大変なことになる、情報担当参さん謀ぼう！　各方面からの情報のとりまとめを急げ！」

「各方面本部との連れん絡らくがつきません！　おそらくローデスの殉教ミサイルが命中したために指揮通信系が壊かい滅めつ状態にあるものと思われます！」

　前線からの情報が途と絶だえた総司令部の中にいる作戦参謀たちは完全に舞まい上がっていた。

　彼らは、この戦争の展開がこうなることを予測していなかったのだ。

　前任者たちが立てたシミュレーションの中にあった、帝国が不利になる可能性は破は棄きされ、帝国が勝利するという結果だけを見せられてきた参謀たちに、危機管理能力はなかった。

　今、彼らの心の中に、帝国は負けるかもしれないというひとつの選択肢が生まれつつあった。

　無む謀ぼう者は危険のあるところに危険を見ない、そして臆おく病びよう者は危険のないところに危険を見るということわざがある。

　このとき、ここにいた参謀たちを臆病者と呼ぶつもりはない。しかし情報の不足が疑心を生み、疑心は不安に変わっていったことは間ま違ちがいない。

　疑心暗あん鬼きという言葉のとおり、疑心を持って情報の暗くら闇やみを見た参謀たちは、そこに鬼おにを見た。

　存在しない鬼を。




　その一言を、言い出したのは一人の参謀だった。

　門もん閥ばつ貴族の子弟として何不自由なく育った彼にとって、目の前に展開されている光景は、想像すらできないものだった。

　彼が、今まで何度となく繰くり返してきたシミュレーション。

　あるべき戦いの姿。

　この戦争はそうなるはずだった。いや、そうならなければならなかった。しかし、彼らの目前で展開されている光景は、その『あるべき姿』とはかけ離はなれた光景だった。

　目の前にある現実と思い描えがいていた理想とのギャップが激しければ激しいほど人間は現実を否定し逃とう避ひしようとする。

　敵情報の分ぶん析せき参謀だった彼の目の前にあるスクリーンに、飛来してきた殉じゆん教きようミサイルが防ぼう御ぎよ砲ほう火かに撃ち落とされた閃光が映った。

　それが引き金だった。

　彼は、その閃光の中に自分を死に引きずり込もうとする死神の顔を見た。

　彼はいきなり通信コンソールに向かって叫んだ。

「撤てつ退たいだ！　この戦いは終わりだ！　撤退するぞ！」

　その言葉は参謀たちの間を電撃のように走った。

　オーガスタ大将以下の首脳部は、あわてて否定しようとした。

「ばか者！　何を言うか！　そいつを早くここから連れ出せ！」

「今のは精神錯さく乱らんに陥おちいった一人の参謀が出した命令だ！　大至急取り消し命令を打電しろ！」

　しかし、この一人の参謀の出した命令は、取り消し命令が届く前に、伝わって行った。

　彼の担当であった敵情報収集コンソールは、すべての司令部にリンクされており、通信情報が途絶えていた各方面司令部に、この命令は帝国軍総司令部からの最優先情報として伝えられることとなった。

　近この衛え師し団だんの混乱に始まったこの混乱は、ついに球形陣じん全体に波は及きゆうすることとなった。




「撤退命令だと？　間違いないのか？」

「ＩＤコードは、総司令部となっております！」

　戦列艦かんの艦隊司令であるエルキュール侯こう爵しやくは、目の前にあるスクリーンを見上げた。

　そこには、球形陣の中心近くに、いくつもの閃せん光こうが瞬またたいている光景が映っていた。

「よし！　艦隊の全艦に撤退命令を出せ！　これ以上戦って戦艦を傷つけるわけにはいかん！」

　参謀があわてたように言った。

「よろしいのですか？」

「かまわん！　あの状じよう況きようを見ろ！　今まで、あそこまで奥深く敵に侵しん入にゆうされたことはないのだぞ！　この戦争は負けだ」

　エルキュール侯司令部の通信参謀が、通信を持って立ち上がった。

「隣りん接せつするボヘモンド侯艦隊から、撤退命令についての問い合わせです、いかがいたしましょうか？」

　エルキュール侯は、ちょっと考えた後でにやりと笑った。

「撤退命令は、総司令部のミスと思われる、ともに徹てつ底てい抗こう戦せんを……とでも打電しておけ」

「よろしいのですか？」

「ああ、かまわんよ、あいつらはディア家の親しん戚せきだし、撤退するにも転移ステーションのゲートの数は限られておる。わしらの艦隊が撤退するまでの間、せいぜいがんばってもらうさ」

　そのとき、通信参さん謀ぼうの係員が次の命令文を持ってきた。

　その文面を見た通信参謀は、驚おどろいたような声をあげた。

「侯爵閣下！　総司令部より命令の取り消しについての指示が入電しております。さきほどの撤退命令は司令部の手て違ちがいとのことです」

「なんだと？　取り消しだと？」

「はい、これはオーガスタ大将の署名つきで送られてきております」

　エルキュール侯爵は、一いつ瞬しゆん考えたあとで、その通信参謀に言い放った。

「聞いておらんぞ。わしはその指示を聞いておらん、その指示を受け取る前に本艦の通信デバイスにローデスのミサイルが命中したのだ」

「よろしいのですか？」

「かまわん！　帝てい国こくはこの戦いに百万の艦船を動員しておる、たとえ我々が後退したところで、全体から見ればたいした数ではない」

　この会話と同じような会話は、帝国軍のあちらこちらで交かわされた。

　帝国軍の中央に配置された最も強力なエストラゴン方面軍の司令部や第四次防衛ライン司令部などでも、この撤退命令について様々な論争が行われていた。

　そして、マルス家の一族や、名門貴族たちのほとんどが同じ言葉を口にした。

『帝国軍には百万の艦船がある、我々が後退しても大勢に影えい響きようなどはない』

　その言葉の意味は、簡単に言ってしまえば『俺一人くらいズルしてもわかりゃしない』ということである。

　それは、誇ほこりや責任感などというものとは無む縁えんの発想の言葉だった。

　こうして、各艦隊は後退を開始した。

　帝国軍総司令部では、悲鳴じみた報告が飛び交っていた。

「エルキュール侯の艦隊が後退を開始しました！」

「エストラゴン方面軍、後退開始！　転移ゲートまでの優先通行権を要求しております！」

「第三次防衛ライン上の戦列艦の残存数は四五％！　次々に後退を開始しております！」

「通信が回復するまでの推定時間約一・五標準時間！」

「第五次防衛ライン司令部より通信『もはや艦隊の統制は不可能！　いかがすべきなりや』」

　後方の艦隊が移動していないのにもかかわらず、前線の艦隊は、次々に後退した。そのため、球形陣の中ほどにある第五防衛ライン上で、艦隊がダンゴ状態となってしまっていた。

　その光景を見たオーガスタ大将は叫さけんだ。

「なんということだ！　勝手に戦線を放ほう棄きしおって！　やつらは、戦争を何だと思っておるのだ！」

　勝手に撤てつ退たいをはじめた艦隊を指揮している人物のほとんどが、マルス家の眷けん属ぞくであることに気づいていたのかどうか、それはわからない。

　ただ、このとき、オーガスタ大将の頭のなかに撤退する気がなかったことは間ま違ちがいない。しかし帝国軍の参謀たちの心の中に「撤退」の文字はしっかりと焼きついてしまっていた。

　そして、心のどこかで、撤退することを肯こう定ていしたとき、彼らの思考には、撤退を正当化する理論が次々に湧わいてきた。

　……帝国は敗北したわけではない、これは戦略的撤退なのだ。

　……ここで兵力を温存できれば、次があるが、ここで負けては次がない。

　……帝国と皇帝は不可分のものである。だとしたらまず皇帝陛下の身の安全を第一に考えるのが臣下の務めである。

　総司令部の空気はすでに撤退を前提に動いていた。

　そのとき、奥の私室からアリクレストが現れた。

　玉座についたアリクレストは、メインモニターを見て、顔をしかめた。

「めちゃくちゃだね、なんでこんなことになったんだ？」

　参謀総長からことの顚てん末まつを聞いたアリクレストは、肩かたをすくめて、実にあっさりと言った。

「仕方ないな、やり直しだ、撤退しよう」

　それは、将しよう棋ぎに負けた子どもが、駒こまをざらざらと将棋盤ばんの上でかき混ぜるときの口調に良く似ていた。

　オーガスタ大将の顔色が変わった。

「し、しかし、こちらが撤退すれば、ローデスの追つい撃げきを受けることは確実だ。撤退する軍隊をまとめることは、進撃する軍隊を指揮することよりはるかに難しい。これは常識だぞ」

　アリクレストはにやっと笑った。

「何も帝国軍全部が撤退することはない。マルス家の息がかかった連中を優先させて、他の連中にはここを死守させるさ。特に二次防衛ラインの連中にね。ローデスは小型艦かんを再び前に出してきたようだ。彼らに殉じゆん教きようミサイルを阻そ止しできなかった責任を取ってもらおうじゃないか」

　もし、このとき、誰だれかにその責任を負うべき人間は自分であると指し摘てきされたとしたら、アリクレストはなんと答えただろうか？

　おそらく、本気で「なぜ？」と聞いたに違いない。

　アリクレストにとって「責任」とは「他人が背負うもの」だったのだ。

　彼にとっては、この世に存在するすべてのものが自分の思うままになるのが当然だった。

　なぜなら、今までがそうだったからだ。

　自分の思うままにならないことは許せなかった。

　もし、読んだ小説の結末が、自分の思うままの結末と異なっていたら、彼は作者を投とう獄ごくしろと叫んだかもしれない。

　彼の精神構造は子どものままだった。

　無責任で、自己中心的で、そして無む思し慮りよで残ざん酷こくな子どもだった。

　子どもの精神構造を持ったまま、帝てい国こくの中で神に等しい権力を握にぎった男。それがアリクレストだったのだ。

　メインモニターの中に、ローデス側が前衛艦隊を展開し始める姿が映っていた。




　帝国軍が撤退しているという情報は、次々に前線の各艦隊に伝わっていった。

　その情報を聞くなり撤退を開始する艦隊もあったが、大部分の艦隊は、その場に留まっていた。

　このとき、ローデス側は攻こう勢せいに転じており、前衛艦隊が、帝国の防衛ラインに激しい攻撃をしかけてきていたからだ。

　ローデス側の軽巡じゆん航こう艦や駆く逐ちく艦と砲ほう撃げき戦を展開しながら、防衛ラインに位置する艦隊の司令部は、ひたすら上層部からの指示を待ち続けていた。

　彼らは情報の末まつ端たんに位置していた。

　彼らに見えるのは目の前の敵と、左右の艦隊だけだった。

　自分が帝国の艦隊編成の中のどのあたりにいるのか。敵はどこに向かっているのか。自分の相手にしている敵は、全体のどのあたりに位置しているのか。

　情報はすべて上下に流れるように設定されていた。

　自分の左右に展開している艦隊とは挨あい拶さつすら交かわすことができないという、この情報通信の設定が、彼らを孤こ立りつさせてしまっていたのだ。

　しかし、最前線の艦隊の中には自力で情報を収集し、戦線の全体像をつかんでいた艦隊もあった。

「なんてやつらだ！　俺たちを捨石にして、そのすきに逃にげるつもりだぞ」

　重巡航艦オピネルのブリッジで総合情報処理モニターを見ていたケルプが叫さけんだ。

「撤てつ退たいをはじめた時点で、まさかとは思いましたが、これを見る限り、名のある貴族どもはみんな逃げ出していますね」

「ああ、立ち止まって戦っているのは最前線にいる俺たち地方諸しよ侯こうと独立惑わく星せい軍の艦隊、そしてマルス家以外の貴族の艦隊の一部分だけだ」

　そのとき、敵情報担当オペレーターから報告が入った。

『ローデス陣じん内ないに動きが見られます……中心部に艦隊が集結しているようです』

　ケルプとマスクワードは、メインスクリーンに投とう影えいされた拡大された映像を見上げて息を飲んだ。

　そこに映っていたのは、球形陣の中央に真っ黒な艦隊が集結している光景だった。

　その艦隊は数が多いだけでなく、すべての艦が黒く塗と装そうされていたのだ。

「黒色僧そう騎き兵へい艦隊だ……」

　ケルプは、通信オペレーターに向かって叫んだ。

「前線の艦隊間通信はできないのか？　このままてんでんばらばらに動いていたら俺たちは全ぜん滅めつするぞ！」

『通信設定が各艦隊の上位司令部のみになっております、こちらから情報を上げることができるのはエデッサ伯はく方面軍だけです』

「わかった、大至急エデッサ伯の司令部を呼び出してくれ！」

『了りよう解かいしました』

　通信コンソールを操作しているオペレーターの背中から視線をメインスクリーンに移したケルプは、そこに集まりつつある敵の艦隊を見上げて、両手を握りしめた。

　……このままじゃ俺たちは全滅する。どうすればいいんだ……俺たちはどうすればいいんだ……教えてくれ……。




「総司令部が撤退した？　間ま違ちがいないのか？」

　エデッサ伯方面軍旗艦、Ｆ級戦艦ジョスランのブリッジで、通信担当参さん謀ぼうからその知らせを聞いたサイトウ中ちゆう佐さが声を上げた。

「上部司令部とは通信がとぎれたままで、こちらの問い合わせに対して応答がありませんので、他の艦隊などと連れん絡らくをとったところ、すでに皇帝陛下の近この衛え師し団だん艦隊は撤退を開始したらしい、という情報が入って来ております」

「どこの艦隊からの情報かね？」

「サーモニア艦隊からの情報であります。サーモニアは、我々より下位に位置しておりますが、情報収集能力は、おそらく我々より高いものと思われますので、ご報告いたしました」

　サイトウ中佐はうなずいた。

　防ぼう御ぎよスクリーンといい、殉じゆん教きようミサイルをキャッチしたあの中立フィールドの使い方といい、彼らの能力には目を見張るものがある。おそらく情報収集能力も我々より上だろう。この通信参謀の判断は正しい。

「各司令部との通信が回復し、全体のデータベースにアクセスできるようになるのには、あとどれくらいかかりそうだ？」

「末端の通つう信しん網もうは健在ですが、基幹部の通信網にかなりの被ひ害がいが出ております。あと○・五標準時間はかかると思います」

「○・五標準時間か……」

　この情報が正しいことがわかるのに、あとそれだけかかるわけだな。間に合うのか間に合わないのか微び妙みような時間だな。

　サイトウ中佐は、指揮官席に座って、帝国軍の球形陣全体を表示しているスクリーンを見ているエデッサ伯はく爵しやくを見上げた。

　その球形陣の映像は今現在のものだったが、心なしか中心部の艦の密度が下がっているように見えた。

「エデッサ伯爵閣下、お話があります」

　エデッサ伯は顔を上げた。

「何かね」

「気になる情報が入っております。皇帝陛下以下帝てい国こく軍の首脳がすでに戦線を離り脱だつしたということです」

　サイトウ中佐の言葉は、ジョスランのブリッジに言いようのない衝しよう撃げきを与あたえた。

　それは、帝国軍がこの戦争を放ほう棄きしたということだからだ。

　最前線に配置されている艦隊は、一番最後に撤退しなければならない。そして撤退に入った帝国軍を、ローデスが黙だまって見送るはずがない。

　エデッサ伯は、目を見開いた。

「間違いないのか！」

「ほぼ間違いない情報だと思われます」

「ローデスの精せい鋭えい部隊、黒色僧騎兵艦隊が突とつ撃げき準備を始めたこのときに、部下の将兵を見捨てて、自分と、その一族を優先的に逃がしたと言うのか……」

　エデッサ伯は、メインスクリーンに映る帝国の球形陣の中央をにらみすえて叫んだ。

「もし……それが本当だとしたら……わしは断じて許さんぞ、マルス家の小こ僧ぞうめ！」




　そして、○・五標準時間が過ぎた。

　帝国の総合データベースが回復し、そこにアクセスして帝国軍の現状を知った前衛艦隊は言葉を失った。

　そこにあったのは、中心部の主力艦隊がことごとく抜ぬけ落ちた、球形陣じんのなれの果てだった。

　残存している艦かん艇ていの数は約五十万隻せき。

　数だけを見ればローデスとほぼ等しいが、艦種は大きな差ができていた。ローデス側は戦艦をはじめとする主力艦を含ふくめての数字だったが、帝国側に残っていたのは、ほとんどが防御ラインを形成していた小艦艇だったのだ。

　そして、敵の情報を知った彼らは呆ぼう然ぜんとした。

　今、ローデスの球形陣の中で、突撃準備をしているのは、ローデス軍の中で最も精強といわれる突撃専門の重武装艦隊『黒色僧そう騎き兵へい艦隊』だったのだ。

　ローデスの黒色僧騎兵艦隊は、おそらく正面から帝国の球形陣に突撃を行うだろう。

　そして、主力艦隊が撤てつ退たいしてしまった今の帝国の球形陣にそれを食い止める戦力はない。

　中央突破された球形陣は、分断され、各個撃破されてゆくに違いない。

　残存していた帝国軍の誰だれもが、その事実を知った。

　帝国軍の将兵の心に敗北の二文字が刻まれたのはそのときだった。

　自分たちは負ける……。

　そして……死ぬんだ。

　やがて、帝国軍の防御砲ほう火かの密度が落ち始めた。

　その事実に気づいたのはケルプだった。

「だめだ！　ここで気を抜いたら絶対に助からない！　エデッサ伯はく司令部を呼び出せ！」

　通信用のサブモニターに映ったサイトウ中ちゆう佐さに向かってケルプは叫さけぶように言った。

「お願いします！　エデッサ伯の名前で残存艦隊に指示を出してください！　俺たちは、まだ負けたわけじゃない！　最後の最後まで生き延びなきゃいけないんです！　生き延びて生きて帝国に帰って……そしてアリクレストをぶん殴なぐるまで、俺たちは死ぬわけにはいかない……そうでしょう！　違ちがいますか？」

　サイトウ中佐は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いたあとでうなずいた。

『……そうだな、そのとおりだ、エデッサ伯司令部の指揮通信可能な艦隊は全体の十六分の一程度で、帝国軍全体に向かって指示できるわけではないが、それでもこのままバラバラに動くよりはまともな戦いができるだろう』

　サイトウ中佐は、まぶしいものを見るような目でケルプを見た。

『さすがだな……』

　ケルプは肩かたをすくめた。

「いえ、私はこれよりも絶望的な戦いを経験しています。そしてその戦いに勝ちました。だからわかるんです。絶対にあきらめちゃだめだということが。勝負は正面装備の差で決まるものじゃないんです！　俺たちの手元には、まだ撃うてる砲も放つ魚ぎよ雷らいも残っています！　さあ、考えましょう。いきあたりばったりに思いついた行動を取るのではなく、敵の出方に応じてどんな対処もできるように、ありとあらゆる方法を考えて手を尽つくすんです！」

　一いつ瞬しゆん目を見開いたあとでサイトウ中佐は静かに言った。

『私は、そう思ってさまざまな展開をシミュレートしてきた。しかし、こんな展開は予想だにしなかった！　皇帝以下の主力艦隊が一線の将兵を見捨てて逃にげるなどと誰が考えただろう。私には思いつかなかった……しかし、方法があるはずだ。この絶望的な展開を救う方法が……頼たのむ！　教えてくれ！　この状じよう況きよう下で彼らを救う方法を！』

　ケルプは困こん惑わくした視線を返した。

「私にも、どうしていいかわかりません。具体的な方法や作戦など思いつきもしません。私に思いつくのは、今、我々がおかれているこの情報の孤こ立りつ化を何とかする方法だけです」

　サイトウ中佐の顔が輝かがやいた。

『情報の共有ができれば、私の昔の仲間たちとも連れん絡らくがつく。何か良い知ち恵えが湧わくかもしれない。教えてくれ、どんな方法だ？』

「正規の通信システムにこだわることなく、携けい帯たい電話でもメールでも、とにかくありとあらゆる手段を使って情報のネットワークを立ち上げて、隣となりの艦隊と連絡を取り合うんです。細かいことは全部通信オペレーターに任せるんです。現場の彼らにしかわからないウラワザが絶対あるはずです」

『そうか、どんな方法でも相そう互ご連絡ができればそれだけでも違う……わかった、さっそく指示を出そう』

　サイトウ中佐はやつぎばやに聞いた。

『次は？　何をすればいい？』

「いきなり聞かれましても、私にも……」

　困惑するケルプの顔を見て、サイトウ中佐は、何かに気がついたような顔をした。

『そうか、いきなり聞いたこちらも悪かった。この状況下では君たちの方がはるかに経験値が高いので、君たちに頼たよってしまった』

　そのとき、サイトウ中佐の映像の脇わきに誰かの映像が割り込んだ。それは、鋭するどい目をした白はく髪はつの老人の映像だった。

　その白髪の老人は、ケルプを見み据すえて言った。

『初にお目にかかるのう。わしはグランデル・エデッサ伯はく爵しやくじゃ。おぬしが、ワインガー男爵家の総領息子むすこじゃな』

　ケルプはあわてて敬礼をした。

「初めまして！　ケルプ・ワインガーと申します！」

　エデッサ伯爵は笑った。

『なかなかよい面つら構がまえをしておる。おぬしたちの攻こう撃げきを見せてもらった。いや、なかなか爽そう快かいじゃったな。あれだけのことをやってのける才覚の持ち主は、今の帝てい国こくには、そうおらんじゃろう。たとえ考えついてもそれを実行させるだけの度量のある幹部がおらん』

「ありがとうございます」

　エデッサ伯爵は小さく咳せき払ばらいをしてからゆっくりと言った。

『でな……その才覚の持ち主であるおぬしに、今、このエデッサ伯の持っておる指揮権を委い譲じようしようと思うのじゃが、どうかな？　受けてくれるかの？』

　ケルプは目を見開いた。

「我々に、あなた方を指揮しろと言うのですか？」

『そうじゃよ……情報処理能力も、おそらくおぬしらの方が高いじゃろう。こうなると我々は単に他の艦かん隊たいとの通信連絡用のターミナルにすぎん、これ以降我々はおぬしらの指示によって動く。さあ指示を出してくれんかの』

　ケルプは絶句した。

　とんでもないことになりやがった……俺に帝国軍の球形陣じんの十六分の一を預けるって言うのかよ。

　そのとき、ケルプの脳のう裏りに一人の男の顔が浮うかんだ。

　頼りなさそうな、さえない風ふう貌ぼうのその男は笑っていた。

　あいつも……こんな風に感じたんだろうな。

　ケルプは小さくうなずくと、モニターに映るエデッサ伯爵に向き直った。

「わかりました、とりあえず全艦隊に、防衛行動を取りながら通信システムの再構築を急ぐように伝えてください」

『わかった、伝えるとしよう。頼んだぞケルプ・ワインガー殿どの』

　モニターからエデッサ伯爵の姿が消えたとき。ケルプは自分の足が震ふるえていることに気がついた。

「とんでもないことになりましたね」

　ケルプに声をかけたマスクワードは驚おどろいた。

　泣いていた。

　ケルプは泣いていた。

　ケルプは両目に涙なみだをためて叫さけんだ。

「俺には無理だ！　そんな責任なんか果たせる器うつわじゃねえ！　それができる人間は一人しかいないんだ！　あいつがここに立たなくちゃいけないんだ！　あいつならなんとかなる。なんとかなるんだ！　あいつは……どこにいるんだ！」

　ケルプワインは、オピネルのブリッジに並ぶ最新式の情報管理システムを指差して叫んだ。

「半年前。俺はヴァルから連れん絡らくを受けた。この設備はヴァルの指示で設置したものなんだ……きっと……きっと連絡をくれるものだと俺はずっと思ってきた……あいつはわかってるはずだ、俺たちが今どんな状じよう況きようにあるのか。ヴァルの手でリアルタイムに知っているはずだ、だとしたら……教えてくれ！　俺たちはなにをすればいいんだ！」

　そのとき、一人の通信オペレーターが立ち上がった。それはメグ中ちゆう尉いだった。

　メグ中尉は静かに言った。

「メッセージを送りましょう……あの方に」

「メッセージ？」

　怪け訝げんな顔をするケルプに向かってメグ中尉は微笑ほほえんだ。

「ええ、さっき自分で言ったじゃないですか、通信オペレーターには通信オペレーターにしかわからないウラワザがあるって」




　その五分後。

　帝国のネットというネットにある掲けい示じ板ばんや、伝言板、そしてありとあらゆるメール端たん末まつに一つの短いメッセージが現れた。

　その文面は。

『マイド・ガーナッシュはいずこにありや？　全宇宙はそれを知らんと欲す』
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　第九章　誇ほこり高き者たち







　そこは、とても小さな部屋だった。

　壁かべには、店に出て接客するときにスタッフが身につけるエプロンなどが下がっており、床ゆかから一段高くなっているカーペットが敷しかれた休きゆう憩けいスペースにはニュースペーパーのプリントアウトや、汎はん用よう端たん末まつなどが散らばっている。

　その雑然とした部屋に漂ただよう匂においは、厨ちゆう房ぼうにある大おお釜がまの中でタレと一いつ緒しよに煮に込まれている薄うす切ぎりの牛肉の匂いだった。

　この二十四時間営業の店で煮込まれ続けてきたその匂いは、この部屋のありとあらゆる品物に染みついているような気がした。

　牛肉とタレとタマネギの煮込まれた匂いのするソファに座って、一人の青年が汎用端末を開いていた。

　そこに表示されていたメッセージを見ていた青年の脇わきに、タキシードを着た初老にさしかかったくらいの年ねん齢れいの男の姿をしたホログラフが立ち上がった。

『リンク終しゆう了りよういたしました。いつでも可能でございます』

「人格壁かべ紙がみ用のデータの取り込みも終わったんだね」

『ええ、開戦のときに全軍に向かって行った訓辞のときのデータをさらに加えましたので、ほぼ完かん璧ぺきかと』

「よし……じゃあ始めよう」

　ホログラフの老人は、眉まゆをひそめて聞いた。

『本当によろしいのですか？』

「ああ、これは仕返しさ。彼は、あのとき自分のために僕の名前と姿を使った……だから僕は、みんなのために彼の名前と姿を使ってやるのさ」

　収まりの悪い黒い髪かみと、茶色がかった瞳ひとみの持ち主であるその青年は笑った。

　実にイイ性格の笑い方だった。

『わかりました、では人格壁紙フィルター作動開始します』




　桃もも星ぼし空域に取り残された五十万隻せきの帝てい国こく軍すべての艦かん艇ていのメインモニターに、一人の青年が現れたのはそのときだった。

　彼は、にっこり笑うと敬礼した。

　それは……。

　前線の将兵を見捨てて逃とう亡ぼうしたはずのアリクレストの姿だった。

　モニターに映ったアリクレストは、胸を張って堂々と言った。

『諸君！　私は帝国皇帝アリクレストである！　私が諸君らを見捨てて逃亡したという知らせを聞いた者もいるかもしれない。しかし、それは間ま違ちがいだ。撤てつ退たいしたのは私の乗艦していた旗艦と近この衛え師し団だん艦隊だけなのだ。

　私は今、最前線にあるサーモニア艦隊の旗艦オピネルのブリッジにいる。私は前線に留とどまり、諸君らと戦う道を選んだ、私が帝国軍と独立惑わく星せい軍の諸君を見捨てることはありえない、なぜなら私は帝国そのものであるからだ。

　さあ、諸君！　反はん撃げきだ、球形陣じんの陣形を整えよう！　諸君らの艦艇には感応端末が搭とう載さいされていることと思う。各艦の艦長はすべての乗組員にサイコウェーブ通信を使って、サーモニア艦隊の旗艦オピネルの主幹端末にリンクするように伝えてくれたまえ』

　アリクレストは、言葉のトーンを落とすと、すべての将兵一人一人に語りかけるように話し出した。

『今、我々の目前にある危機を回かい避ひするために、私は将軍たちが握にぎっていたすべての情報を開示することとした。今ここに至っては、もはや情報の差別化は意味がないからだ。このような危機的な状じよう況きようは、セオリーやマニュアルに従って切りぬけることはできない。これからは諸君らが自らの判断で動くことになる。それぞれの場所で、今、何をすればいいのか　自らが判断し、最上と思われる行動を取るしかない』

　アリクレストは、そこで再び口調を変えた。

『諸君！　死ぬな。いいか、それは無む駄だに死ぬなということではない。死ぬことはすべて無駄なのだ！　自分が生きて帰るために、そして仲間を生かして帰すために我々のできるかぎりのことをやろうではないか！　二年前、辺境にあった小さな国が、この方法で、このような危機を切りぬけた……それは我々に勝利をもたらすことはできない、しかしそれによって我々は敗北の淵ふちから這はい上がることができる。この方法は、天才的な驚きよう天てん動地な作戦でも、知略を尽つくした奇き策さくでもない。生き残るために最大限の努力をすることを言うのだ。諸君も知っているだろう、その方法とは……』

　アリクレストはそこで言葉を切ってゆっくりと言った。

『でたまか、だ！』




　桃星空域に残っていた帝国軍のすべての将兵がその言葉を聞いていた。

　自信あふれるアリクレストの顔つきと言葉に、誰だれもが驚おどろいた。

　エデッサ伯はく方面軍の旗艦のブリッジで食い入るようにスクリーンを見ていたサイトウ中ちゆう佐さは、アリクレストの最後の一言を聞いたとき、声をあげて笑った。

　わけがわからないまま彼を見つめる他の参さん謀ぼうに向かって、サイトウ中佐は、説明しようとして……そして思い直した。

「いや……なんでもない……それよりこれから忙いそがしくなるぞ！　オピネルとのリンクを開始だ！」

　バリアン星系軍の旗艦ディブランのブリッジでは、コットンが目を見開いたままアリクレストの言葉を聞いていた。

　そして、最後の言葉を聞いたとき、コットンもまた笑った。そして身をよじって笑ったあとで、にじんだ涙なみだをぬぐってコットンは言った。

「この戦いは……負けない！　勝てっこないけど……絶対に負けない！　さあ！　反撃開始だよ！」

　そして、桃星空域にいる帝国軍の中で誰よりも驚いたのは、ケルプだった。

「アリクレストじゃない！　こいつはアリクレストなんかじゃない！」

　ケルプは飛び跳はねた。

「あいつだ！　あいつが来た！　あいつが来てくれたんだ！」

　モニターに映ったアリクレストの言葉が終わるのと同時にオピネルのブリッジの中央にある情報管理システムに、アクセスが集中し始めた。

　総合通信モニターの脇わきに、ホログラフのアリクレストが立ったのはそのときだった。

　アリクレストのホログラフは、ケルプを見てにっこり笑った。

『やあ、ケルプ、元気そうだな』

　ケルプはホログラフのアリクレストの顔面を拳げん骨こつで殴なぐった。

　その手は空くうを切った。

「ちくしょう！　お前が実体だったら思い切り殴ってやれるのに！」

『ごめん……』

「謝るな！　中身がお前だとわかっていても、その顔で謝られると自分が抑おさえられなくなる！　ぼこぼこになるまで殴り倒たおしたくなってしかたがない！」

『ごめん……』

「謝るなと言っているだろうが！」

『それはわかっているけど……なんと言うかそれしか言葉が見つからないんだ』

　頭を搔かくアリクレストのホログラフを見ていたケルプの目から涙がこぼれた。

「生きて……いたんだな、マイド」

『なんとかね……』

　ケルプとアリクレストのホログラフはしばらく黙だまって見つめ合っていたが、やがてケルプが右手の甲こうで目をこすって照れたように言った。

「なんか……お前に会ったら言ってやりたいことがいっぱいあったような気がするけど……忘れた。もうどうでもいいや、そんなの……さあ、バーチャル会議室にリンクしようぜ」

『ああ、僕たちに残された時間はあまりにも少ないものな』

　ケルプは、情報端たん末まつの横にある感応端たん子しに触ふれた。




　一いつ瞬しゆん空白の後、ケルプは自分が宇宙空間に立っていることに気がついた。

　周りにも人々が立っている気配がした。

　その数はわからなかったが、ケルプはそこに数百万の人々の意識が存在しているような気がした。

　宇宙空間には、見覚えのある球形陣じんが浮うかんでおり、その球形陣の前にアリクレストが立っていた。

　アリクレストは軽く目礼すると、指し揮き杖じようを持ち上げて球形陣を指し示した。

　ケルプの意識に、アリクレストの言葉が流れ込んできた。

『諸君、作戦策定空間にようこそ。ここは帝てい国こくの作戦参謀たちが、陣形と各種のシミュレーションを行うバーチャルリアリティ空間だ。諸君らの目の前にある球形陣が、今我々の置かれている現状を示している』

　球形陣がクローズアップされてくると、その球形陣には中心部に大きな隙すき間まがあることがわかる。

『これは、中央部に位置していた近この衛え師し団だん、および帝国軍の主力であるエストラゴン艦かん隊たいやエルキュール侯こう方面軍艦隊などが撤てつ収しゆうしてしまったあとにできた空くう隙げきである』

　アリクレストは、振ふり返って、帝国の球形陣の反対側を指し示した。

　そこに、もう一つの球形陣が浮かんだ。

　その球形陣の中央には真っ黒な紡ぼう錘すい形の塊かたまりが形成されつつあった。

『あれがローデスの球形陣だ。陣内で突とつ撃げき隊形を組んでいるのは、ローデスの精せい鋭えい黒色僧そう騎き兵へい艦隊だ。現在ローデスの前衛艦隊が我々にしかけている攻こう撃げきは、この突撃陣形を組んでいる間に攻こう勢せいをしかけられないための牽けん制せい攻撃だと思われる。この牽制攻撃が下火になったとき、そのとき彼らは突撃を開始するだろう。おそらく○・五標準時間以内だ』

　黒色の紡錘形から白い矢印が帝国の球形陣に向けて伸のびた。

　その矢印は球形陣の中央に突つき刺ささった。

『ローデスは、この進路をとって我が方の中心部を突くだろう。我々の中心部に主力艦隊が存在しないことを、おそらく彼らは知っている』

　矢印は球形陣を突き抜ぬける寸前で左右に分かれた。

　そして、それと同時にローデスの球形陣からいくつもの矢印が伸びてきた。

　内側の矢印とローデスの球形陣から伸びてきた矢印の間に挟はさまれた艦隊が、次々に消えてゆく姿が映し出された。

『中央を分断された我々は、なすすべもなく各個撃破されてゆくだろう』

　宇宙空間に沈ちん黙もくが満ちた。

　自分たちが置かれている状じよう況きようを客観的に見せられた帝国軍の将兵たちは無言だった。

　そのとき、誰だれかの意識が声をあげた。

『この状況で……どんな手があるというのですか！』

　アリクレストは黙って何かを操作した。

　宇宙空間に浮かんだ球形陣が元の形にもどった。

『それをこれから説明しよう、打つ手は一つしかない、よく見ていてくれ』

　再びローデスの球形陣の中心部にある黒色の紡錘形から白い矢印が帝国の球形陣に向けて伸びた。

　その矢印は球形陣の中央に突き刺さってゆく。

『このとき、我々は、敵の前面に配置してあった防衛ライン艦隊を敵の進路から退たい避ひさせて左右両りよう翼よくに割り振る。そして敵艦隊の前にある空隙に浮ふ遊ゆう機き雷らいを散布しておく』

　アリクレストの説明に誰かの思念が答えた。

『機雷ですか……それは確かに有効かもしれませんが、機雷原に気づいた時点で敵は砲ほう撃げきでその機雷を破は壊かいして進撃を続けるでしょう』

　アリクレストはうなずいた。

『そのとおり、しかしそのために進撃速度が遅おそくなる、そこが狙ねらいなのだ』

　アリクレストの指揮杖は、ローデスの球形陣を指し示した。

『この時点では、まだローデスの本隊は進撃を開始していない。黒色僧騎兵艦隊が球形陣の中央を突破しなければ包囲戦は成立しないからだ……そしてここが勝負の分かれ目なのだ。もし、この時点で黒色僧騎兵艦隊が中央突破に失敗し、その場に停てい滞たいしたらどうなると思う？』

　ケルプの見ている前で、白い矢印が止まった。

　そしてその矢印の先にある黒色僧騎兵艦隊の左右の両翼に分かれていた帝国軍の小艦かん艇てい艦隊から、無数の光子魚ぎよ雷らいが発射される光景が映った。

　上下左右から押し包まれるように攻撃を受けた黒色僧騎兵艦隊は、見る見るうちにその総数を減らしてゆく。

『そう、無む誘ゆう導どうの光子魚雷は高速で移動する艦艇に対する命中率が悪い。しかし、敵の速度が遅くなればなるほど命中率は上がる。射程距きよ離りの短さも問題ではない。この戦いはこちらから近づく必要はない。向こうから来てくれるのだから』

　アリクレストは顔を上げて空間を見み渡わたした。

『この作戦は奇き策さくでもなんでもない。こちらの総力をもって敵の分力を討つという、基本中の基本の作戦である。本来ならばローデス側は中央突破のような賭かけにも等しい作戦を敢かん行こうするわけがない。しかし、主力艦の多くが撤てつ退たいしてしまった今の帝国軍なら、簡単に中央を突破し、帝てい国こくを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめすことができると彼らは考えている。そう、彼らは我々を甘く見ているのだ』

　アリクレストはローデスの球形陣の真ん中に指し揮き杖じようを突き立てた。

『諸君！　思い知らせてやろうではないか！　彼らに……本当の帝国軍とは、さっさと撤退してしまったあの将軍どもではなく我々だということを！』

　バーチャル空間に人々のざわめきが満ちた。

　それは今まで聞いてきたアリクレストの言葉とは、明らかに異なるニュアンスに対する疑念のざわめきだった。

　アリクレストは、空間を見み渡わたしたあとで、静かに言った。

『しかし、この作戦には大きな問題が一つある』

　空間に再び沈黙が満ちた。

　アリクレストは黙だまったまま指揮杖を下げて帝国の球形陣じんの一点を指示した。

『この地点に配置された艦隊は、移動させることができない。この艦隊はローデスの黒色僧騎兵艦隊の突撃を正面から受け止めてもらわなくてはならないのだ』

　その空間にいたすべての意識の目が、その一点に集中した。

　そこに配置されていた艦隊のラベリングは。

　第七八五常じよう駐ちゆう艦隊となっていた。

　アリクレストは、そのラベリングを読み上げた。

『第七八五常駐艦隊……艦隊指揮官はキエノ少しよう佐さとなっています……キエノ少佐は来ていらっしゃいますか？』

　バーチャル空間に一いつ瞬しゆん、沈黙が落ちた。

　空間に存在する意識の集合体の中に、一つの確信に近いものが生まれていた。

　その沈痛な表情と、そして口調に表れた明らかな敬意。

　おそらく……このアリクレストは、本物のアリクレストではない。

　しかし、今、それはここで言うべきことではない……。

　意識の集合体の総意が、その結論に達したとき。

　老人のものと思われるゆっくりとした声が空間に響いた。

『聞いておるよ……』

　アリクレストは悲しそうに言った。

『少しは応おう援えんを送ることができるかもしれません……しかし、包囲陣を薄うすくするわけにはいきません。あなたの艦隊はおそらく全ぜん滅めつするでしょう……そんな犠ぎ牲せいをあなたがたに押しつけることはできません……しかし、それ以外に残存している五十万に及およぶ帝国の艦艇と乗組員たちを救う方法がないのです……』

　全軍の視線が、キエノ少佐の意識に注がれていた。

　キエノ少佐は、指し示されたデータを前にして、ゆっくりと言った。

『ありがとう……』

　アリクレストは驚おどろきの声をあげた。

『ありがとう……ですと？』

『ああ、そうじゃよ。我々のことを、今、帝国の全軍が見ておる。武人としてこれほどの誉ほまれはあるまい？』

『生存の可能性は……限りなく低いのですよ……』

『我々が全滅しても、帝国には五十万の戦せん闘とう艦がいる。大勢に影えい響きようはなかろう』

　その言葉は、皮肉に聞こえるほど、逃とう亡ぼうした将軍たちの言葉に似ていた。

　キエノ少佐はゆっくりと続けた。

『いいかね、誤解しないように言っておくぞ。わしらは英えい雄ゆうでもなんでもない。逃にげ出した将軍どもも、わしらもたいして変わりはないのだ。もし、違ちがいがあるとしたら……そうだな、わしらは将軍どもより、ちょっぴりやせ我が慢まんができて、ちょっぴりええかっこしいなだけなのだよ』

『キエノ教官……』

　キエノ少佐は笑った。

『今度会うときは、教官ではなく階級で呼べと言ってあっただろうが……さて、そうと決まれば時間がないぞ、わしらにもきゃつらを迎むかえ撃うつための準備というものがある』

　アリクレストは一礼して球形陣に向き直った。

『時間がないことは承知の上で、この会議に参加しているすべての方に申し上げます。あなた方の装備の中で、今回の作戦に役立ちそうな兵装や火器がありましたなら教えていただきたい！　あの、サーモニアの防ぼう御ぎよスクリーンのように、帝国の標準ではない、いわば定数外の装備があれば教えていただきたいのです』

　空間にざわめきが満ちた。

　それは、その空間に存在するすべての意識に確信が生まれたことを意味していた。

　彼はアリクレストではない……あるはずがない！

　では……彼は誰なのだろう？

　意識の中に浮かんだ名前は、一人の青年の姿を取ろうとしたが、誰もがその姿を思い浮かべる前に故意にその姿を打ち消した。

　……彼はアリクレストの姿で我々の前に現れた。ならば彼はアリクレストなのだ。

　彼もまたそう扱われることを望んでいるに違いない。

　ならば……。

　このとき、この空間に存在していたすべての意識の中にひとつの共通の意識が生まれた。

　それは共犯意識といっても良いものだった。

　やがて一人の思念が答えた。

『我々アクトレス星系軍の重巡じゆん航こう艦かんには、艦かん載さい型の大型レールガンが装備されている。アクトレス星系は空間に漂ただよう粒りゆう子しが多くビームの効力が半減してしまうために装備されたものだ。これなら敵の防御スクリーンを貫かん通つうしてダメージを与あたえることができる……問題は発射速度の遅おそさだがな……』

　アリクレストは微笑ほほえんだ。

『充じゆう分ぶんです、では両りよう翼よくに分かれて配置についてください……他には？』

　別の思念が答えた。

『こちらはエルノリク男だん爵しやく領常駐艦隊だが……我々の艦には強力な空間スタビライザーが搭とう載さいされている。このスタビライザーを作動させると、浮ふ遊ゆう機き雷らいなどを探知する重力波センサーに影響を与えることになるため、使用する場所が限られているのだが、これを逆手にとって浮遊機雷の散布された空くう隙げき周辺で空間スタビライザーを最大出力で作動させるというのはどうだろう？』

『それは、おそらく効果的ですね。こちらの浮遊機雷を探知できずに空隙に飛び込めば損害は免まぬかれないでしょう。エルノリク男爵領常駐艦隊は空隙の入り口付近に移動してください』

『わかった、では配置につこう』

　アリクレストは、空間を見み渡わたした。

『もう時間がありません。これで作戦の概がい要ようの説明を終わります。各艦隊には機雷の供出と、応おう援えん派は遣けん艦かん艇ていの差出しについて命令書を送ってあります。その命令書に従ってください。そしてこの空間にはリアルタイムで我々の位置関係を表示しつづけます。自分の位置、そして周りの艦隊の位置、そして敵の進路など、この空間にリンクすれば一目でわかるようにセットされています。自分がどこでなにをすればいいのかここに来ればすぐにわかると思います。さあ！　配置につきましょう、生き残るために！』

　何百何千という意識が答えた。

『生き残るために！』

　そして意識はざわめきを残して消えていった。

　それは、心なしか明るい希望に満ちたざわめきだった。




　第七八五常じよう駐ちゆう艦隊の旗艦、重巡航艦「ランデヴー」のブリッジでは、キエノ少佐がやつぎばやに命令を出していた。

「いいか！　若年兵は総員退艦だ！　若わか僧ぞうにうろちょろされたのでは邪じや魔まだからな！」

「急げ！　時間がない！」

　そのとき、ブリッジに陣じん取どっていた老兵の一人が声をあげた。

「なんかよくわからんが、よその艦隊から何隻せきかこっちに近づいてくるぞ」

「なんだと？　何しに来たんだ」

「わからんが、通信が入っている。つなぐぞ」

　メインモニターが二～三回揺ゆれたあと、そこに映ったのは、エデッサ伯はく爵しやくだった。

『エデッサ伯方面軍司令官グランデル・エデッサ伯爵である。旗艦ジョスランを持って陣借りしたいので許しを請こいにまいった。Ｆ級戦艦が一隻あるとなにかと便利じゃぞ』

　キエノ少佐は目を見開いた。

「エデッサ伯！　何を言っているんですか！　あなたは方面軍司令官ではないですか！　旗艦をこんなところに持ってきてどうすると言うのですか！」

　エデッサ伯は笑った。

『旗艦やら司令部など、もうこの艦にありゃあせん。すべて移転した。若いのも部下もみんな預けてきた。これに乗っておるのはわしの古い仲間どもじゃ。帝てい国こくは新しい時代を迎えつつあるようじゃ、伯爵などという古ぼけた貴族の看板はわしが抱かかえてあの世に持っていかねばなるまい』

　キエノ少佐とエデッサ伯は無言で視線を合わせた。

　やがてキエノ少佐がにやりと笑った。

「あのアリクレストはアリクレストではない……それをご存知なのですね」

『ああ、うちの参さん謀ぼう長から聞いた。そしてわしは知った、わしがアリクレストの皇位継けい承しようを支持したことの愚おろかさをな。その責任はやはりわしが取らねばなるまいて』

「わかりました、ではよろしくお願いいたします」

　キエノ少佐は敬礼した。

　エデッサ伯はにこりと笑って敬礼を返した。

　そしてキエノ少佐が通信を切ったとき、通信オペレーターの席に座っていた老兵が再び叫さけんだ。

「まだまだ来るぞ！　誰だれもみんな俺やお前と同じくらいの爺じいさまばかりだ！」

「好きにしろ、と言ってやれ」

　キエノ少佐は肩かたをすくめてつぶやいた。

「やれやれ、このままでは第七八五常駐艦隊ではなく養老艦隊と呼ばれてしまうぞ」

「いーや違ちがうな、爺じじ捨すて艦隊だな」

「捨てられるわけではあるまい、最後の最後まで使いきろうと言うのだからリサイクル艦隊じゃないのか？」

「そりゃあいい、人も艦も、本当ならとっくに捨てられてしまうところを生き延びてきたようなやつらばかりだからな」

　ブリッジに老人たちの笑い声が響ひびいた。




　そして帝国暦れき九百五十一年霜しも降ふり月七日午後七時○七分。

　ついに第九次桃もも星ぼし決戦の終幕を告げる最後の戦いが始まった。
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　第十章　逝ゆく者たち







　アリクレストの予想したとおり、ローデス側の前衛艦隊の砲ほう撃げきが下火になるのと同時に、球形陣じんの奥からタイトビームの準備砲火が発射された。さらにその準備砲火が終わるのと同時に黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たいは突とつ撃げきを開始した。

　圧あつ倒とう的な陣形の厚さと、速度を維い持じしたまま黒色僧騎兵艦隊は突進してきた。

　敵艦隊の進路上に展開していた帝国軍の球形陣の前衛艦隊は、防ぼう御ぎよスクリーンを展開したまま左右に分かれ、そのまま両りよう翼よくの定位置についた。

　そして、黒色僧騎兵艦隊が、防衛ラインの第一層あたりに達したとき、黒色僧騎兵艦隊の先頭に配置されていた突撃強きよう襲しゆう艦からではなく、突撃隊形の側面に配置されていた重巡じゆん航こう艦の横腹から、いくつもの閃せん光こうが走った。

「よっしゃ！　残ざん骸がいに仕込んだ浮ふ遊ゆう機き雷らいの中に突つっ込んだぞ！」

　それは、壊かい滅めつした帝国の第一次防衛ラインの残骸の中にしかけてあった浮遊機雷による攻こう撃げきだった。

　残骸だと信じて不用意に近くを通過したとたん、センサーが働いて、浮遊機雷が連れん鎖さして爆ばく発はつするようにセットされていたのだ。

　黒色僧騎兵艦隊は、損傷した艦をそのままにして突撃を続行した。

「よし！　第四次防衛ラインの空くう隙げきに侵しん入にゆうするぞ、エルノリク艦隊に連れん絡らく！　空間スタビライザー展開だ」

『エルノリク艦隊から応答あり、我、空間スタビライザーを全力にて展開中！』

　オペレーターの返答を聞いたケルプは小さくうなずいたあとで、小声でアリクレストのホログラフに聞いた。

「あの艦隊が、あんな装備を持っているなんて知らなかったな」

『エルノリク星系は二重太陽を持つ星系なんだ。星系内航行のとき重力波の影えい響きようを受けないために、空間スタビライザーが標準装備になっているらしい』

「それはそうだけど、その空間スタビライザーを、敵の浮遊機雷の探知センサーの効力をダウンさせるために使うなんてこと思いつかないと思うがな」

『探知センサーは重力波の検波機と同じ原理だと、昔士官学校で教わっただろ』

　ケルプたちの見ている前で、さらにいくつもの閃光が走った。

「センサーの感度が落ちていることに気がつかなかったみたいだな」

　黒色僧騎兵艦隊の速度が一いつ瞬しゆん落ちたように見えたが、次の瞬間、黒色僧騎兵艦隊の前方から何万という光の棒が突き出され、空隙が無数の閃光で満たされた。

「くそ！　防御砲火による飽ほう和わ攻撃だな。散布してあった機雷が全部連れん鎖さ爆発しちまった！　贅ぜい沢たくな火力の使い方をしやがる」

　爆発の収まった空隙を抜ぬけて黒色僧騎兵艦隊はそのまま突進を続けた。そして、ついに帝てい国こくの球形陣の中央にある、かつて近この衛え師し団だん艦隊が配置されていた場所に達した。

　そこには今、大きな空隙があるだけだった。

「さて、こんどはどう出るかな」

　空隙の手前で、黒色僧騎兵艦隊は再び防御砲火の飽和攻撃を行った。

　しかし、空隙の中に閃光は走らなかった。

　一呼吸おいて再び飽和攻撃。

　しかし、空隙は静まり返ったまま、黒色僧騎兵艦隊の前に広がっているだけだった。

　やがて黒色僧騎兵艦隊の速度が落ち始めた。

「よっしゃ！　ひっかかった！　あいつらあの空隙にも浮遊機雷があると思っているから突進できないんだ！」

『アクトレス星系軍に連絡！　長ちよう距きよ離り砲で狙そ撃げき開始だ！』

　左右両翼の奥の方から亜あ光速の弾だん頭とうが、いくつも飛んできた。

　その弾頭は黒色僧騎兵艦隊の内部にいくつもの閃光を生じさせた。

「効果抜ばつ群ぐんだな、問題は過負荷をかけて撃うつから連射ができないということか」

『ああ、十五分に一発しか撃てないからね』

「あれがあと百隻せきあればなあ」

『ないものをねだっても仕方ないさ、とにかくこうやって少しずつ削けずってゆくしかないんだからな』

　やがて、黒色僧騎兵艦隊の速度が上がり始めた。

「あの空隙にある浮遊機雷は全部ダミーだということが、見破られたかな」

『いや、損害に構うことなく前進せよという命令に忠実なだけだろう』

「次のしかけは何だっけ」

『お前が使った聖せい獣じゆうの図だよ』

「同じ手は二度と通用しないと思うがな」

『いいんだよ、心理的に負荷を与あたえればいいんだ。それよりその先にしかける予定だった単分子ワイヤーのメッシュはどうなってる？』

「なんとか間に合った。直前に設置が完かん了りようしている」

『カスミ網あみみたいなもので効果は薄うすいけど、知らずに複数の艦がひっかかったら動けなくなる。これも心理作戦さ』




　突とつ進しんする黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たいの前には次から次と様々なしかけが現れ、それにひっかかるたびに黒色僧騎兵艦隊の速度は落ちていった。

　その姿を見ていたバリアン星系軍の旗艦ディブランのブリッジでは、コットンがなんともいえない笑いを浮うかべていた。

「ほんとにもう……よくもまああれだけ神経を逆なでする作戦を思いつくもんだね」

「あのような小細工に果たして効果があるのでしょうか？」

　そうたずねた参さん謀ぼうに向かってコットンはゆっくりと言った。

「一度食らってごらん、何もかもイヤになるから」




　そして、ついに黒色僧騎兵艦隊は帝国球形陣じんの中心部を過ぎた。

　そこには、第七八五常じよう駐ちゆう艦隊が陣取っていた。

　黒色僧騎兵艦隊の先頭に立つ突とつ撃げき強きよう襲しゆう艦から、戦艦の主しゆ砲ほう並みのビームが常駐艦隊に浴びせかけられた。

　しかし、そのビーム攻こう撃げきを受けた艦隊に生じるはずの爆発の閃せん光こうは生じなかった。

「サーモニア艦隊から譲ゆずり受けたハンプティダンプティの効果は、たいしたものだな」

　第七八五常駐艦隊の臨時旗艦となったＦ級戦艦「ジョスラン」のブリッジにキエノ少しよう佐さの声が響ひびいた。

「サーモニアは弱小国家じゃが、装備はたいしたものだ……いや、弱小だからこそ、艦や人を大切にするんじゃろうな」

　エデッサ伯はく爵しやくは、そう言って小さくうなずいたあと、火器管制士官とリンクしたインカムに話しかけた。

「さてと、敵の第一撃はしのいだ。こんどはこっちが食らわす番じゃな、急場の寄せ集めとはいえ、こっちの戦力もなかなかのものじゃぞ。用意はいいかの」

　火器管制士官は実にぞんざいに答えた。

「主砲発射準備よし！　いつでも撃てまっさ」

　エデッサ伯の言葉の通り、第七八五常駐艦隊は、残存していた帝国軍の地方諸しよ侯こうや独立星系軍からの応おう援えんを受けて当初の倍近い戦力にふくれあがっていた。

　もっとも、倍になったとしても、その戦力は突撃してくる黒色僧騎兵艦隊に比べれば十分の一以下であり、誰だれがどう考えてもこの戦力で立ち向かえば全ぜん滅めつするであろうことは目に見えていた。

　しかし、第七八五常駐艦隊の士気は高かった。

　臨時編成されたこの艦隊の指揮官はエデッサ伯、参謀長としてキエノ少佐。

　各艦かん艇ていの艦長以下乗組員の平均年ねん齢れいは六十五歳と四ヶ月。

　帝てい国こく軍中の老兵という老兵がこぞって参加してきたのだ。

　その老兵たちに向かってエデッサ伯はこのような訓示を行った。

『諸君！　我々は今まで帝国のため、そして自分の星のために戦ってきた……いや、違ちがうな、それは別に帝国やら星のためではなかろう。我々が戦ってきたのは、息子むすこや孫のためじゃったはずじゃ。息子や孫やそのまた孫に、よりよい世界を残すために我々は戦ってきた。しかし、見るがいいこの帝国の惨さん状じようを……我々はこんな帝国しか残してやれんかった。その責任は誰にあると思う？　それは我々にある！　我々がこの不様な戦いの尻しり拭ぬぐいをしなくてどうする？』

『諸君。我々はおそらくここで死ぬ。しかし、だからどうだというのだ？　人間が死して残せるものは記き憶おくじゃ！　金も土地も死ねば誰かのものになる。しかしわしらが戦ったその記憶とその記録は残る！　ならば我々はここにいるすべての帝国軍の兵士と、ローデスの者どもに記憶させてやろうではないか！　我々の名を！　我々の心意気を！』

『諸君！　戦力を数値で表すならば、我々はローデスの黒色僧騎兵艦隊に比べればはるかに低い。艦の数、砲の数どれをとっても十分の一以下じゃ。しかし諸君、我々が数値でやつらに勝るものがひとつだけある』

　エデッサ伯はそこで言葉を切るとにやりと笑ってつけ足した。

『経験値じゃ……そんじょそこらの新兵とは比べものにならんじゃろう。さあ諸君！　長年軍人として働いて身につけたその経験値を、思う存分使って暴れてやろうではないか！　死にゆくものに階級はない！　この戦争はこれ以降無礼講じゃ！』

　この訓示を聞いた老兵たちは腹を抱かかえて笑ったという。

　火器管制士官の、ぞんざいな口調の理由は、この訓示にあった。

「主砲発射！」

　ジョスランの主砲がうなりを上げて大口径のプロトンビームを発射した。

　その青白い奔ほん流りゆうは、そのまま黒色僧そう騎き兵へい艦隊の先頭にいた突撃強襲艦に命中した。

　遠えん距きよ離りビームなどではかすり傷すら負わせられないほどの防ぼう御ぎよスクリーンと装そう甲こうを誇ほこる突撃強襲艦だったが、戦艦の主砲を至近距離から撃うち込まれてはひとたまりもなかった。

　突撃強襲艦はひときわ大きな閃光を発して爆ばく沈ちんした。

「おお、直撃じゃな。見事じゃぞ火器管制士官、かまわん、好きなだけ撃て」

　エデッサ伯は、軍隊の命令用語集にない命令を発した。

　第七八五常駐艦隊の反撃は黒色僧騎兵艦隊の群の中にいくつもの閃光を生じさせた。

　そして、突進していた黒色僧騎兵艦隊の先頭部が、ついにそこで停止した。

　同じスピードで突進していた後方の艦隊が、進路をふさがれたため、上下左右に広がり、紡ぼう錘すい形だった陣形がソロバンの玉のような形にふくれあがった。

　それは、黒色僧騎兵艦隊の後方艦隊も戦せん闘とうに加わることを意味していた。

　今までの数倍の砲火が常駐艦隊に集中しはじめた。

　防御スクリーンの一部が崩ほう壊かいし、そこを貫かん通つうしたビームが常駐艦隊の一隻せきに命中した。

「軽巡じゆん航こう艦エグザクト被ひ弾だん！」

「エグザクト艦長より入電『大穴開ケドモ主要機関部ハ被弾セズ、ナレド風通シヨスギルタメ風邪かぜ引クオソレアリ、光子魚ぎよ雷らいノ出番マデ一いつ旦たん下ガル』」

「阿あ呆ほうな電文を送って来よるわ」

　エデッサ伯はくは笑った。

「敵艦隊接近！」

　その報告と同時にジョスランが大きく揺ゆれた。

「被ひ害がい報告！」

『前部第三砲ほう塔とう破損！　損害程度Ｂ！　回復は不能です』

「人員が半分しか乗っとらんからの、修理はできんか」

「ダメージコントロール班は、機関部と推進部に集中配置しておりますので」

「そうか、なに、戦艦など動いて、砲が撃てれば良いのじゃ」

　そう言うのと同時に再びジョスランは大きく揺さぶられた。

「図体がでかいと、敵の弾たまもよう当たるわい」

　エデッサ伯はそうつぶやいたあとで、艦隊内通信のインカムを取り上げた。

「よいか！　皆みなのもの！　黒色僧騎兵艦隊が光子魚雷の射程内に入るのと同時に艦隊統制を解く！　各艦かん好きにせい！」

　第七八五常じよう駐ちゆう艦隊の軽巡航艦たちの推進機が青白い反応炎えんを噴ふき出しはじめた。

「光子魚雷射程内！」

　エデッサ伯は叫さけんだ。

「いけ！　皆のもの！　若わか僧ぞうどもに帝国雷らい撃げき艦隊の真しん髄ずいを見せてやるがよい！」

　常駐艦隊の軽巡航艦たちは、花火のように四方に散った。

　花火の火の粉のように散った軽巡航艦は、そのままぐんぐん加速して黒色僧騎兵艦隊を包み込み、そこで一いつ斉せいに光子魚雷を発射した。

　それに一いつ瞬しゆん遅おくれて黒色僧騎兵艦隊からも無数の光子魚雷が発射された。

　常駐艦隊と黒色僧騎兵艦隊の間に何千本という光の線が走った。

　一瞬ののち。

　双そう方ほうの艦隊が爆発の閃せん光こうに包まれた。

　戦力で格段の差があった常駐艦隊は瞬またたく間にその数を減らしてゆく。

　そのとき、ジョスランが突とつ撃げきを開始した。

　何百というビームがジョスランの装甲板を貫つらぬく中、爆炎を背負ったままジョスランは黒色僧騎兵艦隊の中心に向けて突進し、ありとあらゆる砲門を開き続けた。

　ジョスランのブリッジのメインモニターは生きていた。

　そのスクリーンの手前には、被弾の衝しよう撃げきで外れたモニタースクリーンや天てん井じようパネル、そして何本ものコードやパイプが垂れ下がって、艦が揺れるたびに左右に揺れていた。

「動力経路が損傷しました！　砲塔にエネルギーが送れません！」

　オペレーターの言葉を聞いたエデッサ伯は、静かに言った。

「そうか、仕方ない、ここまでのようじゃな……ウィリアムはおるか？」

　エデッサ伯の目の前のコンソールに、落ち着いた雰ふん囲い気きの中年男性のホログラフが立ち上がった。

『お呼びですか、エデッサ伯はく爵しやく閣下』

「このようなことを船せん舶ぱく管理用電子人格であるお前に頼たのむのは心苦しいのじゃが……」

　エデッサ伯はすまなそうにつけ足した。

「中央反応炉ろの制せい御ぎよ棒ぼうを全部引っこ抜ぬいてくれんか？」

　ホログラフの男性は一瞬目を見開いたあとで静かに言った。

『かしこまりました……長い間お世話になりました』

「こちらこそ世話になった……この船に初めて乗ったのは十二のときだから、ざっと六十年か」

　ブリッジが再び激しく震ふるえ、どこかで何かが爆発する音が響ひびき渡わたった。

「もうもたんかの？」

　電子人格のホログラフはにやっと笑った。

『もうすこしなら……敵艦隊のど真ん中ぐらいならもちます……いや、もたせます』

「そうか、頼む」

　ホログラフは一礼して消えた。

　そのやりとりを聞いていたキエノ少しよう佐さがつぶやいた。

「彼もまた我々と同じ乗組員なのですね」

「そうじゃ、あれは律りち儀ぎで真面目な男じゃ、そう……お前さんの教え子のようにな」

　キエノ少佐は微笑ほほえんだ。

「彼は私が士官学校の教官時代に教えた教え子の中で、もっとも上手うまく機転と応用を使った人間です。彼のような教え子を持ったことは私の誇ほこりであり、私の生しよう涯がいにおける最大の喜びです」

　エデッサ伯は目を細めてつぶやいた。

「うらやましいのう……」

　ジョスランは無数の小爆発をくりかえしながら前進を続けた。そして、黒色僧そう騎き兵へい艦隊の中心までたどりついたとき、艦隊通信にエデッサ伯の叫びが流れた。

『あとは頼むぞ！　マイド・ガーナッシュ殿どの！』

　その言葉だけを残して、ジョスランは、そこでひときわ大きな閃光を発して爆発した。

　このとき、突撃を続けていた黒色僧騎兵艦隊のすべての艦が、ついにその一点で停止した。

『今だ！　全砲ほう門もん開け！　全光子魚ぎよ雷らい発射だ！』

　アリクレストのホログラフの号令を受けて、帝てい国こくの残存艦隊五十万隻せきのすべての艦のビームと光子魚雷が、停止した黒色僧騎兵艦隊に集中した。

　帝国の球形陣じんの内側に閃光が満ちた。

　それは、白血球に取り込まれた細さい菌きんが食われて消えてゆく姿に良く似ていた。

　閃光の中には、必死に抵てい抗こうする黒色僧騎兵艦隊の砲火にやられて沈しずんでゆく帝国軍の艦かん艇ていの爆発も含ふくまれていたが、その多くは黒色僧騎兵艦隊の爆発だった。

『ローデスの動きは？』

「敵球形陣進撃開始しました！　七方向から艦隊が突とつ出しゆつしてきます！」

　アリクレストのホログラフはうなずいた。

『よし！　思ったとおり救きゆう援えん艦隊を出してきたな。ケルプ！　打ち合わせどおり包囲陣の一部を解いてくれ』

「なぜだ？　俺たちは勝っているんだぞ！　このまま黒色僧騎兵艦隊を全ぜん滅めつさせちまえばいいじゃないか！」

　小さく首を振ふってアリクレストのホログラフは答えた。

『逃にげ道を失えば、あの黒色僧騎兵艦隊の将兵は死を覚かく悟ごするだろう。死を覚悟した兵は強い。それに全滅させてしまえば、敵艦隊は救援の目的が達せられなくなり、僕たちに復ふく讐しゆう心を抱いだいて向かってくるだろう』

「とむらい合戦というわけか……」

『そうだ、敵にこれ以上のモチベーションを持たせちゃだめだ。囲みを解いたあとの追つい撃げきも禁止するつもりだ』

「敵に恩を売るつもりか？」

『恩を売るつもりはない、これは戦争なんだ……ただ……あとに恨うらみを残す戦いはしたくないだけさ』

　ケルプはうなずいた。

「わかった……いかにもお前らしい収拾のつけ方だな」




　黒色僧騎兵艦隊の総数が四○％を切ったとき。帝国軍は球形陣の一部を解いた。

　ローデス側の球形陣から突出してきた救援艦隊の砲撃を受け流しながら、帝国軍は空くう隙げきだらけの球形陣を縮小して、黒色僧騎兵艦隊を解放した。

　ローデスの救援艦隊に迎むかえられた黒色僧騎兵艦隊の残存艦隊は、ゆっくりとローデスの球形陣に吸収されていった。

　メインモニターでローデスの動きを見ていたケルプがつぶやいた。

「さて、ローデスはどう出るかな？」

『白色枢すう機き卿きよう艦隊の損害は軽けい微びで黒色僧騎兵艦隊の損害は甚じん大だいだ。普ふ通つうなら損害の低い白色枢機卿艦隊を使ってもう一度攻せめて来るところだろうが、おそらくあのまま引くだろうな。あの二つの艦隊のバランスが、そのまま神聖ローデス連合の中の勢力バランスなんだ。アウディエンシア枢機卿は自分の艦隊をこれ以上減らしたくないはずだ』

　ケルプはいぶかしげな顔をした。

「ローデス内部の勢力争いのことまで、よくわかるなお前……」

　アリクレストのホログラフはにやっと笑った。

『一時期、ローデスにいたからね、僕は』




　やがて、アリクレストのホログラフの言葉の通りローデス軍は球形陣を縮小しながら後退していった。

　バーチャルの作戦策定空間の中にリンクしていた何百万という意識が一いつ斉せいに歓かん声せいをあげ、口笛を吹ふき床ゆかを踏ふみ鳴らした。

　それは、バーチャルの空間の中だけの話ではなかった。

　オピネルのブリッジにも、歓声と口笛と拍はく手しゆが入り混じった音が響ひびき渡わたった。

　おそらく、その音は残存していた帝国軍五十万隻の艦艇すべての艦内からも聞こえたに違ちがいない。

「勝った……とはお世辞にも言えないが……なんとか負けずにすんだな。やっぱりお前の立てた作戦に間ま違ちがいはなかった」

　メインスクリーンに映るローデスの球形陣を見てつぶやいたケルプの顔を見て、アリクレストのホログラフは小さく首を振った。

『違うよ、ケルプ。負けなかった理由は僕の作戦なんかじゃない。それは、キエノ少佐と、エデッサ伯はく爵しやくのおかげなんだ』

　ケルプは視線をアリクレストのホログラフに移した。

「そうか……そうだったな。俺たちはあの人たちに助けてもらったんだよな」

『それを忘れちゃいけない、絶対に忘れちゃいけないんだ……さあ、陣形を整えて、こっちも撤てつ退たいだ。各司令部に命令を出してくれ』

　作戦策定空間には、撤退行動に移ったローデス軍の球形陣が徐じよ々じよに形を変えつつある姿が映っていた。

　そこに、アリクレストのホログラフが立った。

　何百万という歓呼の声を上げる意識の渦うずが彼を迎えた。

『諸君！　我々は生き延びた！』

　歓呼の意識の渦はごうごうと音を立てて空間を揺ゆさぶった。

　アリクレストのホログラフは、その歓喜の渦を困こん惑わくした顔で見つめた。

『しかし、これは勝ったということではない。単に負けなかったというだけのことであり、決して勝ったわけではないのだ。見るがいい、我々の前に漂ただよう何万という戦せん闘とう艦かんの残ざん骸がいを』

　歓喜の意識の渦が収まりはじめた。

『かくのごとき犠ぎ牲せいを払はらって帝てい国こくは何を得たと言うのだろうか？　この戦いの目的は何だったのだろうか？　諸君！　生きて帰ったならこの戦いの一部始終を語り伝え、教えて欲しい。真に人の上に立つ者とは、どんな者なのか……それを』

　そこで言葉を切ってから、アリクレストのホログラフは、静かにつけ加えた。

『では、諸君さらばだ！』

　アリクレストのホログラフと作戦策定空間がゆっくりと消えて行った。

　そして消えてゆくその最後の瞬しゆん間かんに誰だれかの意識が空間に飛んだ。

『マイド！　ありがとう！　あんたのおかげだよ！』




　オピネルのブリッジで、ケルプがアリクレストのホログラフに話しかけた。

「これからが大変だぞ。お前は帝国を救っちまったんだ。それもアリクレストの姿で……これを知ったアリクレストはどうすると思う？」

『怒いかり狂くるうだろうな……』

「怒り狂うですむもんか！　考えてみろ。お前はあいつの姿と名前で、あいつができなかったことをやってのけた。あいつの評判は上がるだろう。あいつの功績を誰もが褒ほめ称たたえるだろう。でも、それは自分がやったことじゃない。でも、それは自分じゃないとは死んでも言えない。そんなことを言えるわけがない」

　ケルプは、アリクレストのホログラフを真しん剣けんな目で見つめた。

「あいつの攻こう撃げきは、お前が一番大切にしているものに向かうだろう……間違いなく。ネオ・アウトニアに暮らすアウトニアの国民や、メイたちに！　お前はどうするつもりだ！」

　アリクレストのホログラフは床に視線を落とした。

『僕は帝国と戦いたくはなかった。僕は帝国の国民を戦火に巻き込みたくはなかったんだ。でも、アリクレストは、僕の一番大切な者たちに戦いを挑いどんで来るだろう……僕がアリクレストと戦えば、それは帝国と戦うことだ』

　そして、アリクレストのホログラフは顔を上げた。

　その顔は決意に満ちていた。

『僕は決断したよ、ケルプ。帝国が皇帝と不可分の存在なら、僕は帝国に戦いを挑むつもりだ』

　ケルプは目を見開いたあとで肩かたをすくめた。

「そうか、しかたねえな。つきあってやるよ」

　アリクレストのホログラフは、悲しそうな目でケルプを見て言った。

『悪い……本当なら僕の戦争に君を巻き込みたくないとか言うべきなんだろうけど、今の僕には君たちしか頼たよる仲間がいないんだ』

「気にするな。それより、お前の仲間は俺たちだけじゃないかもしれない。もっともっといろんなところから集まってくるかもしれないぞ。ひょっとしたら帝国を二分する内乱になるかもしれないな……ローデスが喜んで再戦を挑んできそうだ」

　アリクレストのホログラフは軽く答えた。

『それは大だい丈じよう夫ぶだよ』

「え？」

　驚おどろいた顔をするケルプに向かって、アリクレストのホログラフはにやりと笑った。

『ローデスでも内乱が起こるからさ……』

「おい！　それって……」

　問い詰つめようとするケルプに気がつかない振ふりをしてアリクレストのホログラフはわざとらしく腕うで時ど計けいを見た。

『おや、もうこんな時間だ、休きゆう憩けい時間が終わってしまう……じゃあ僕はそろそろ失礼するよ』

「おい！　待てよ！　マイド！　お前、今どこにいるんだよ！　教えろよ！」

　そのとき、アリクレストのホログラフが一瞬一人の青年の姿に変わった。

　収まりの悪い黒い髪かみと、茶色がかった瞳ひとみのその青年は、にっこり笑うと言った。

『牛ぎゆう丼どん屋でバイトしてるのさ』

「なに？　なんだって？　牛丼？　なんのことだ！　おい！」

　混乱するケルプの目の前で、ホログラフがすうっと消えた。

「おい！　マイド！　こら！　もどってこい！　メイが泣いてるんだぞ！」

　オピネルのブリッジにケルプの叫さけび声が響ひびき渡わたった。
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　終章







　休きゆう憩けい室に、マネージャーが入ってきたのはそのときだった。

「おい！　休憩は終わりだぞマイド！」

　マイドと呼ばれた青年は、あわててソファから立ち上がった。

「はい、すみません、すぐに行きます！」

　店のユニフォームであるオレンジ色のエプロンを身につけながら青年は恨うらめしそうな口調で言った。

「それにしても、やめてくださいよマネージャー、僕をマイドって呼ぶの。まるで僕が、有名なお尋たずね者みたいじゃないですか」

　マネージャーは笑った。

「悪い悪い。でもよ、お前そっくりじゃん」

「そのおかげで、何度も警官に踏ふみ込まれて大おお騒さわぎになったじゃないですか」

「でも、別人だって知ってるから最近は警官も笑ってるじゃないか」

「それはそうですけど……」

　マネージャーは話題を変えた。

「それにしてもお前、ずっと端たん末まつ見てたけど、ゲームでもやってたのか？」

「ええ、ちょっとね」

「二時間の休憩時間じゃあ、あまりできなかったんじゃないのか？」

　青年はちょっと肩をすくめて微笑ほほえんだ。

「そうですね……帝てい国こく軍五十万隻せきを助けることしかできませんでしたよ」

「休憩はしっかり取っておいたほうがいいぞ。さあ、そろそろ遅おそ番ばんが出てくるころだ、がんばろう」

「はい、わかりました」

　厨ちゆう房ぼうにオーダーの声が響いた。

「特盛ツユだく一丁、生卵一つ～！」







　あとがき







　お久しぶりです『天下無敵のアコギ作家』と名高い鷹たか見み一かず幸ゆきでございます。

　早いもので「でたまか・純情可か憐れん篇」のラストシーンに激げつ昂こうされた皆みな様さまの抗こう議ぎ、異議申し立て、不買運動、無言電話、メール爆ばく弾だん、そして極きわめつけの、あの編集部に対する反物質爆弾の攻こう撃げきから、もう七ヶ月が経ってしまいました。

　千代田区の一角にある、あの直径約二キロのクレーターの中心部に、再び編集部が作られてちゃんとこうやって本が出せるようになるなんて信じられませんね。むこう百年草木も生えないと言われたあの致ち死し量の放射線の中でも、ちゃんと生き残る「編集者」という生き物にちょっと感動してしまいました。

　……なんてことを書くからまた「ひんしゅく」を買うんですよねえ。

　とにかく、なんとか「アウトニア王国再興録　でたまか」を皆様のお手元にお届けできたことを、ここにご報告いたします。

　この巻は、前の三巻と異なり主人公以外のキャラクターの動きがメインですので「三さん人にん称しよう」でお話が進みますが、おそらく次巻からは。再び我らがマイドくんの活かつ躍やくを、マイドくんが語ってくれることと思います。

　こっから先はすでに小説本文をお読みになった方むけのご説明です。

　えーと、まず『牛ぎゆう丼どん屋は不ふ滅めつです』（笑）。

　たとえ数千年時間が経とうとも、人間が食べるものは、そう変わりません。

　三十年くらい昔、子ども向け雑誌に『二十一世紀の人々の生活予想図』なんてのが掲けい載さいされていましたが、その中で二十一世紀人がチューブに入った練りハミガキみたいな「宇宙食」やら「未来食」を食っている想像図があったのを覚えています。

　そういった挿さし絵えをお描かきになった絵描きさんは、まさか、二十一世紀の日本に「牛丼」やら「なんとかセット」なんぞがあふれかえっているとは思いもよらなかったのでしょう。

　アメリカの五○年代のパルプマガジンに掲載されていたスペースオペラの中には、主人公がコーラ飲んでフランクフルター（ホットドッグ）食ってる描びよう写しやが出てきたりする作品もあります。ですから、平成の日本で書かれたスペースオペラに牛丼屋が出てきても、なんら不思議はないわけで……とかなんとか理由をつけてますが、ようは私が牛丼が好きということだけで出してしまいました。スペオペの雰ふん囲い気きを壊こわされた。とお考えなら頭の中で適当なファーストフード店に置き換かえてお読みください。

　さて、お話はいよいよ「帝てい国こく軍対マイド軍」の様相を呈ていしてきました。

　多勢に無勢のマイドたちの元に、どんな連中が集まってくるのか。それは次のお楽しみというところでしょうか。




（買い集めた『ひんしゅく』を、どこで売ろうかと考えている）


鷹見　一幸
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